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     第一章　これはゾンビですか？


    



    　教室で生き残るために必要な知恵は、すべて、ゾンビが教えてくれる。


    　学校の皆が、空気を吸うようにできていること──クラスメイト同士で話を合わせるためだけに、テレビを観みて音楽を聴いてマンガを読み、毎日毎日休む暇ひまなく、ただメールをするためだけにメールを打ち続ける──そういうことが、どうしても無意味に思えて、それでも教室の日々を平穏無事に過ごしたいなら──ゾンビ映画に学ぶといい。


    　何な故ぜって、教室の連中は、似ているのだ。そっくりなのだ。奴やつらに──ゾンビに。


    　ただ本能が命ずるまま、尽きることなき飢えに苛さいなまれて生肉を喰くらうゾンビたち。


    　生命への憎悪に突き動かされ、群れをなして生者へと襲おそいかかるゾンビたち。


    　クラスの連中も同じだ。広告に命ぜられるまま、与えられた流行に次々と飛びついては喰い尽くし、次の流行へ。次の次の流行へ。その飢えはけして満たされることはない。


    　そうして、少しでも自分たちとは異質な人間を見つければ、群れをなして襲いかかる。


    　徹底的に蹂じゆう躙りんして、みずからの仲間になるまで許さない。


    　だから、教室で生き残るには、ゾンビに埋め尽くされた地上をサヴァイヴするのと同じだけの知恵と覚悟がいる──戦うための知恵と、耐え抜く覚悟が。


    



    
      †

    


    



    　バカバカしいほど能天気に晴れ渡った青空に、ドカドカと入道雲が湧わき上がる夏空だった。


    　カッキーン！　と白球が飛ぶ爽そう快かいな音まで、歓声とともにグラウンドから聞こえてくる。


    「理不尽だわ！　信じられない！　犯罪的よ!!」


    　丹たん咲ざきいずなが机をぶっ叩たたいて立ち上がるのも、理解できなくはなかった。


    「海で泳げるっていうから、こんなショボい島なんかにわざわざ来てやったのよ!?　どうしてこんな部屋に閉じ込められて古文のプリントなんてやらないといけないの!?」


    　不条理劇のヒロインのごとき、身振り手振りを交えた渾こん身しんの疑問文。


    　腕がブンブン振りまわされ、ついでにＥカップの胸もぽよんぽよんと揺れた。


    「ありえない！　マジありえない！　どういうことなのよ！」


    　しかし、さっきから十分おきにそれを聞かされる僕の身にもなってほしい。


    　──それはおまえが古文のテストで赤点をとるからだ、この金髪おっぱいおばけ！


    　そう、できることなら絶叫したかった。


    　北きた崎さき高校の特別夏期合宿二日目は午後から海。ただし四時限目のおさらいテストの結果によっては追加課題アリ。「楽しい合宿のしおり」にだってちゃんと書いてある。だいたいおまえ先月「撮影でグアム行ってましたー！　無断欠席ごめ～ん！」とか言ってクラス中にお土産みやげ配ってたろ。僕にはくれなかったけど！　そんな真っ黒に焼いて、まだ泳ぎ足りないのか？


    　──なんて口に出そうものなら、さらなる罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくるのは確定的に明らかなので、僕は黙る。黙って『映画秘宝』のページをめくる。本と映画だけが友達だ。


    「だけどね、このアタシが何に一番怒ってるかわかる？　それはね、安あん東どう丈じよう二じ!!　よりにもよってアンタみたいなキモオタと二人きりってことよ！　ねえ、アタシを誰だれだと思ってるの？　みんなのアイドルいずなちゃんよ!?　そんなアタシがアンタなんかとずっと一緒にいただなんて、変な噂うわさでも立ったらどうしてくれるのよ!?　冗談じゃない!!」


    　──と思ったら、黙ってても飛んできた。なんという理不尽。


    　困ったことに、丹たん咲ざきいずなは、かなり可愛かわいい女の子である。


    　てか普通に学校一の美少女だ。ロシア人の血が半分入った蜂はち蜜みつのように鮮やかな金髪と、彫りが深く整った顔立ち。何より、17歳という年齢にはまったく不相応なけしからん巨乳でもって、数多あまたの写真週刊誌、週刊マンガ誌から引っ張りだこのグラビアモデル様だ。


    　そういう子から、こうも思い切り罵ば倒とうされると、さすがに、傷つく。


    　それでも僕は必死でいずなの悪態を聞き流す。そっと胸ポケットのＩＣレコーダーの録音ボタンを押してから、ゾンビ映画特集のページをめくる作業に戻る。
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    　カラーページの中では、地を埋め尽くす血まみれゾンビの大群が、快調に犠牲者たちを喰くい殺していた。丹たん咲ざきいずなのグラビアなんぞより、こっちの方がよっぽど心が落ち着く。


    　ゾンビはいい。ゾンビは人を差別しない。イケメンもキモメンも、リア充も非リアも、モテも非モテも、ゾンビは等しく餌えさとして扱ってくれる。ゾンビは人を罵ののしらない。ゔーゔーうめくだけだ。ゾンビにゃ学校も試験も何にもない──。


    「何よ、聞こえないふりなんかして。こっち向きなさいって、変態。このアタシが直じき々じきに話しかけてあげてるのよ？　今すぐ土ど下げ座ざして拝聴するっていうのがアンタみたいなゴミクズの正しい態度でしょ？　それとも何、こうやって罵ってもらうのが好きだから、わざとアタシを怒らせようってわけ？　最悪！　変態！　ド変態！」


    　なおも悪口は続く。


    　その日本人離れした悩殺バディに反して、いずなの声は、妙に舌足らずなアニメ声だ。一部の好こう事ず家かの間では、彼女の暴言の数々を収録した音声データ集、通称「オカズのオカズ」が、グラビアの切り抜き集とセットで高値で取引されている。


    　今もこの瞬間、胸ポケットに蓄積されているデータだって、さぞや良い値がつくだろう。そのお金でＤＶＤを買おう。これもゾンビのためと思えば耐えられる。


    　ちなみに主たる販売者は同じクラスの古ふる内うち潮うしおである。胸のＩＣレコーダーだって、この金髪猛もう獣じゆうの住む檻おりに僕をたった一人置き去りにする際、そっとヤツが手渡して来た。くそ。自分の利益しか考えてない薄情者め。


    「変態！　最低よ！　キモいのよ！　このボンクラ！」


    　それにしても、こうまで罵られ続けていると、僕まで妙な趣味に目覚めてしまいそうだ──いかんいかん。惑うな、惑わされるな、安あん東どう丈じよう二じ。


    　こんな金髪ギャルなんかどうでもいい。全然、好みじゃない。全然！


    　僕の好きなのは、そう、同じクラスでも、学級委員長の城しろヶが根ね莉り桜おさんのようなタイプだ。


    　腰まである艶つややかな黒髪、細い柳りゆう眉び、眼鏡めがねの奥の深い知性を湛たたえた黒こく曜よう石せきの瞳ひとみ。


    　スラリとした体格、それに、慎つつましく控えめで上品な胸。


    　そして何より性格がいい！　クラスの誰だれにでも──文字通りの意味だ。つまり僕にも！──優しい委員長。委員長の中の委員長、委員長のイデアの体現者。国は今すぐ彼女を人間国宝にすべき。国連は絶滅危き惧ぐ種に認定して、全力で保護すべきだ。


    「何よ、聞こえてるんでしょ？　だいたい、アンタがなんでここにいるのよ！　来くる実みちゃんに怒られてるとこなんて見たことないし、古文は得意ってことよね!?　なのに、なんでよ？　そうなのね、やっぱり、アタシと二人きりになりたいからわざと低い点とったんでしょ!?　やめてよね、それって、ストーカーでしょ──」


    　──って、うう、いかん、このままでは脳が溶ける──。


    「どう、二人とも、進んでる？」


    　──という間一髪の大ピンチに、講議室の戸を開けて現れた救世主。


    「委員長」「莉り桜おぉ！」


    　彼女こそ、僕の委員長、城しろヶが根ね莉桜、その人で、あった。


    



    
      †

    


    



    「ホットだけど、いいよね、冷房効いてるし。ちょっと寒いくらい」


    　言って莉桜さんは、ポットの珈コー琲ヒーを注いでくれた。いずなと、そして、僕にも！


    「──って、安あん東どう君、ダメじゃない、本なんて読んでちゃ。プリントはどうしたの？」


    　しかも、僕の学業のことまで気にかけてくださる。


    「え、ああ、課題？　終わった、教卓の上に置いといたよ」


    「あら、そうなの？　なら、海行ってきたら？　佐さ武たけ先生に送ってもらいましょうよ」


    「いや、僕、あまり躰からだ、丈夫じゃないし。本読んでる方が、どっちかというと──」


    「──それじゃ、もしかして試験も、わざと？」


    「いや、ええと、ま、そうです。海よりは、クーラー効いた部屋の方が──」


    　恐る恐る答える。真ま面じ目めにやりなさい、と怒られるんじゃないかと思いつつ。だけど──。


    「ちょっと安心」


    　え──？


    「だって、安東君、古文得意なのに。白紙で出したって聞いたものだから、何か悩んでたんじゃないかって──」


    「いや！　そんな！　全然、そんなことはないです。単に海に行きたくなかっただけです」


    　莉桜さんは、本当に優しいなあ。天使のようだ。


    「そうなのね！　やっぱり、アタシと二人きりになりたかったのね!?」


    　ギャースカ騒いでいる、そこの金髪ビッチに爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませたい。


    「それで、何読んでるの？　映画の本？　安東君、映画好きだもんね。私、時間なくて、あんまり観みてないなー。ね、最近だと、どんなのが面白かった？」


    　──そうですね、直近だと暑さしのぎで観た『処刑山　デッド・スノウ』ですかね、雪山でゾンビでナチスなんですよ！　バカでしょー！　ゾンビが走るのが難点ですけど、スプラッタ描写がなかなか素晴らしくて、もう臓ぞう物もつ満載モツモツで──とか正直に答えるわけにもいかず。


    「あー、いや、委員長こそ、あの、どうして、海に行かなかったの？」


    　と少々強引に話題を変えた。


    「だって、私、委員長だもの。残ってるクラスメイトを置いて行けないわよ。小こ伏ぶせさんも、貧血で医務室にいるし──」


    　当然のように言う莉り桜おさん。ああ、委員長ちゃんマジ委員長。


    「佐さ武たけ先生にも、頼まれちゃったしね」


    　なんて肩を竦すくめて苦笑する仕草さえ、上品で嫌いやみがない。


    「オイコラァ!!　逃げんなぁ、勝負しろ、勝負！　卑ひ怯きようだぞ！」


    　で、噂うわさをすればなんとやら。窓の外から、響いてきた怒鳴り声は、本来なら教卓前に座って僕らを監督していなければならない人物のものだった。


    「自分だって、仕事から逃げてんじゃねぇか──」


    　ルミ姉ねえ──佐武来くる実み。職場放棄して、大学野球部の紅白戦に交ざっている不良教師である。


    「二打席連続でホームラン打ったみたい。敬遠もされちゃうわよね」


    　──相変わらずチートなスペックだ。


    「ごめん、ルミね──いや、佐武先生が迷惑かけて」


    「どうしたの？　安あん東どう君が謝ることじゃ──そういえば佐武先生と安東君、仲いいよね？」


    　あー、ええと、教室で僕と口をきいてくれるのは委員長様とクソウザい古ふる内うちを除けばルミ姉ぐらいなので、やっぱ、そう見えますよね、話すと長くなるんですが──。


    「莉桜ぉー、アタシわかんないー！」


    　──と、せっかく莉桜さんとの心潤うるおうカンバセイションを楽しんでいたのに、金髪バカが口を挟みやがった。本当に、ブロンド女は邪じや魔ましかしない。映画の中でも、現実でも。


    「アタシ、バカだからわかんなくてぇ～。お願い、答え教えて？」


    　先ほどの棘とげはどこに行ったのか、鼻にかかった声。クラクラくる。あんな声でお願いされたら、誰だれだって頷うなずいてしまうに違いない、のに。


    「自分で解とかないとダメ。どうして、この答えになるか、ちゃんと理解しないとね」


    　委員長は、優しく、けれども、ハッキリと断った。すごすぎる。


    「──どこがわからないの？」「全部ぅ」


    「じゃ、この大問から行きましょ。ここ解ければ他ほかもいけるし。教科書ある？」「忘れたぁ」


    「なら、私の貸してあげる。ちょっと待っててね」「わーい、ありがとー、莉桜！」
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    「チッ、ケチ！　アタシは答えが知りたいのよッ！」


    　扉がバタンと閉まったとたんに、舌打ちが響いた。


    　一気に百度くらい温度の下がった、カチコチのチョコレートアイスのような声。


    　こえー、女の子ってこえー。


    「何。こっち見ないで」──慌あわてて目を逸そらす。


    「ていうか、やっぱ、そうなのね」──何がだ。


    「わざとアタシと二人きりになったんだ」──だから、ちげーって。


    「じゃなきゃなんでわざわざ合宿なんかに来るのよ、自由参加でしょ」──まったくである。


    　ほんと、どうしてこんなコトになったのだ、と救いを求めるように視線をやった窓の外。


    　コバルトブルーの空の下、スダジイの樹きがもこもこブロッコリーのように生はえる亜熱帯雨林の先──太平洋の海が、陽光を照り返しサファイアのきらめきを見せている。


    　カッキーンと、またも白球が大気を切り裂さく音が聞こえてきた。


    　ルミ姉ねえがクソボールに強引に手を出したに違いない。あれはそういう女だ。


    「アタシも早く海行きたいーっ！　もう勉強イヤーっ！」


    　僕も早く出て行ってほしい。一人にしてほしい。おまえは海で「いやーん、水着流されちゃったー！」とか言ってりゃいいんだ。


    「こいつと一緒なんてイヤーッ！　アタシの夏の思い出が汚染されるー！」


    　ええい、もう付き合ってられん。ＩＣレコーダーと違い、僕の忍耐には限界がある。


    　ポケットからケータイとイヤホンを取り出す。


    　バレたら没収というリスクを冒おかして持ってきたスマートフォンなのに、この島は電波が悪くて、特に今日なんて朝からさっぱり繫つながらない──が、とにかくこの女の罵ば詈り雑ぞう言ごんからのバリアにはなってくれる。耳にイヤホンを突っ込んで音量を目一杯上げる。


    　とたん、ギターがうねり、甲かん高だかい声が少女ゾンビを再殺しろと叫んだ。


    　親愛なるオーケン、君の音楽はいつだって僕らボンクラの心を癒いやしてくれる。


    　──ああ、僕はどうしてここにいるんだろう。


    　ハードロックに脳を揺さぶられながら、僕は、そんな高尚な哲学的思考に身を委ゆだねる。


    



    　ここは紋あや浪なみ島。


    　本土から南へ数百キロの海上にある太平洋上の孤島である。


    　この紋浪島セミナーハウスは、都内でも有数の広さを誇る教育機関向けの研修施設だ。最大で五百人程が宿泊できる敷地内には、野球場にサッカーグラウンド、テニスコートに卓球台、そしてすぐ側そばに海があるってのにプールまで完備。現在は、僕たちの高校や、妙にオサレなブレザーが制服の私立高が夏期講習に使っている他ほか、大学の野球チームやらサーフィン部やらといった連中も利用している。


    　まるで夢のようにぼんやりとした真夏の島の大気の中で、他の学校の連中は志望校とその先に待つ輝かしい未来のために全力で勉強したり、あるいは一度限りの青春を全力で謳おう歌かするべく汗を流しているのだ。


    　そして僕の学校の連中もまた、合宿二日目を港近くの海辺で全力満喫中だ。


    　今いま頃ごろきっとビーチでは、仲良しグループ男女六人がビーチバレーに興じたり、女の子同士でサンオイル塗り合って「いやん、変なところに手を入れないでー」「ひっひっひ、よく育っておるのう」でキャッキャッウフフだったり、人ひと気けのない岩の陰かげで「あの、私、ずっとあなたのことが──」的な告白タイムが繰り広げられたりしているのだろう。


    　二度とは来ない今年の夏。思い出の一ページを刻むには、まったく申し分のない島だ。


    　──ただしリア充に限る。僕はごめんだ。


    　来るつもりなど、一切なかったのだ。


    　この一週間は、都内のボロい映画館で催もよおされる「朝までオブザデッド・納涼・真夏のゾンビ映画祭り」に通うはずで、今いま頃ごろ夜の本番に備えて自分の部屋でグースカ寝ていたはずだった。


    　ああ、ゾンビ映画祭り！　朝までずっとゾンビ！　今夜は眠らせないよゾンビ！


    　一日目の『NIGHT』『DAWN』『DAY』、ゾンビ三部作トリロジーに始まって、『サンゲリア』に『死霊のはらわた』『ブレインデッド』あたりはもちろんのこと、『ショーン・オブ・ザ・デッド』に『ゾンビランド』に『LAND』『DIARY』『SURVAIAL』──考えただけで心が躍る。


    　五日目の「大爆走！　チキチキゾンビ猛レースＤＡＹ」だけは別だけどな。『28日後』に『28週後』に『ドーン・オブ・ザ・デッド』（リメイク版）。ゾンビ走らせてどうするんだよ！　呻うめきながらよろよろ彷徨さまようのがいいのに。ザック・スナイダーはわかってない！


    　とにかく真夏の太陽なんて大嫌いだ。走るゾンビと同じぐらい嫌いだ。


    　海も空もいらない。映画館の暗くら闇やみの方がいい。


    　映画はいい。特にオールナイトは最高だ。


    　煙草たばこの臭においの染みついた古く小さな映画館。真っ暗なホールの中、真っ白な銀幕に映し出される夜の闇、ゾンビたちの肌の青。画面を埋め尽くす血しぶきの赤、犠牲者の絶叫。


    　夜通し映画を観みた後、しょぼくれた目を刺す黄色い朝日。街が目を覚まし動き始める中、躰からだはけだるく疲れていて、世界から取り残されてしまった感じ。けれども同じく映画館から吐き出されていく人たちとは、同じ時間を共有できたという不思議な一体感があって──。


    　そんなゾンビウィークのためにバイトして、チケット買って、ずっと楽しみにしてたのに！


    　なのに、なのに、なのに！


    「アンタは強制参加よ、丈じよう二じ。ダーメ、少しは夏らしいことしなさい、そんな青白い顔して」


    　ルミ姉ねえ──僕らの担任の佐さ武たけ来くる実みが、あんなことさえ言い出さなければ！


    　あの女は本当にロクなことをしない！　それこそ僕が生まれた時から！


    　僕がオギャアと泣いた瞬間には、子分その一にされていた。オムツの世話も、オネショの後始末もされた。初めて生はえた陰毛まで引き抜かれた。大学進学を契機にようやく遠くに行ってくれたと思ったら、あろうことか僕のクラスの担任として戻ってきやがった。


    　あの、脳筋単細胞の雌めすゴリラさえいなければ、僕の夏休みは、ずっとゾンビだったのに。ああ、ゾンビ、ゾンビ、ゾンビぃうううわぁああああああああああああああああああああああん!!　僕の想おもいよゾンビへ届け!!　スクリーンのゾンビへ──痛て！


    



    「何すんだよ！」


    　妄想の長いトンネルを抜けるとおっぱいだった。──なるほど、これがバスト90オーバー。


    　もう一発、頭に衝撃が来た。二発目の脳天チョップが落ちたらしい。


    「だから何すんだよ！」


    　さらに顔を上げると、丹たん咲ざきいずなが窓を指差し何事か叫んでいた。


    　何やらマジ顔だ。けど言葉は音楽でかき消されて口パク状態。ミュートで映画を観みるようで、ちょっと面白い──て、痛っ！　イヤホン引っ張るなボケ！


    「──っかしいのよ、バカ！　ね、なんか、ヤバいのよ！　マジ、ヤバいみたいなの!!」


    　ヤバいのはおまえのボキャブラリーだ、なんて言葉を飲み込んだ。


    　何やら外が騒がしかった。なんだ？　ルミ姉が敬遠にキレたか？　そりゃ大惨事だ。


    　──なんてことを思いながら、二階の窓際に立つ。


    　ちょうど正門前の広場が見下ろせた。


    　──ケンカ？　いや事故？　ケガ人？


    　最初に思ったのは、そんな吞のん気きなことだった。


    　正門のところに、ジャージ姿の人が倒れていた。朝の食堂で何度か見た、大学の運動部のコーチだろう。アスファルトの上に倒れ、激しく悶もだえている。


    　獣けものがうなるような、しわがれた絶叫がガラス越しに響いてきた。


    「うわ、やば」


    　なんて口にしながらも、その時点では、本当にやばいなんて微み塵じんも思ってなかった。


    　偶然、交通事故の現場に出くわしたみたいな、他ひ人と事ごとめいた、呟つぶやき。


    　何があったんだろうか、酷ひどいケガらしい。赤い服を着た男性が、応急処置を施ほどこそうとしているみたいだ。だけど、コーチは錯乱しているようで、苦く悶もんの絶叫を上げながら、覆おおい被かぶさる救護人をはねのけようと、足や手をバタバタと──、


    　──違う。


    　これは、そんなもんじゃない。


    　躰からだが先に現実を理解した。脊せき髄ずいを寒気が走り抜けた。悠長な思考が強制終了された。


    　だけど──それでも頭は拒絶する。


    　──冗談だろ──と。その光景を直視してなお、笑おうとさえする。


    　眼球が送りつけてくる視覚情報を拒否する。あるわけがないと否定する。


    　エラーを訂正すべく目ま蓋ぶたが瞬きを繰り返す。


    　──けれど、眼球は、これは間違いなく真実だと叫ぶ。


    　思考が麻ま痺ひし、時間感覚が喪失する。僕は食い入るようにその光景を見つめる。


    　──理解できない。


    　違う。理解はできていた。見慣れた光景だったからだ。


    「いや！　ちょっと、人殺し!?　人殺し!!　警察、ねえ、警察!!」


    　──違う、そんな生やさしいもんじゃない。


    　だから僕は、隣でいずなが上げた悲鳴を否定できた。


    　それは僕にとってあまりに見慣れた光景、あまりに慣れ親しんだシーンだった。


    　それでも、いや、だからこそ、こんなことはあるわけないと現実を否定しようとして──、


    「ひいいいいっ、やめろ、やめろぉおおおおっ!!　喰くうなあああああああああああっ!!」


    　だけど──窓越しに響く悲鳴が、僕の認識を完全に肯定してしまった。


    　そうだ。


    　彼は、殺されているのではない。


    



    　──喰われて、いるのだ。


    



    　コーチに覆おおい被かぶさっている男は、海水パンツ一枚の半裸の男だ。赤い服に見えたのは、彼が血まみれだったからだ。その真っ赤な腕は、何か紐ひものようなものを握っている。血まみれの腕が、何かを引きずり出している。男の頭が激しく上下する。何かを一心不乱に貪むさぼっている。


    　──腸はらわただ。


    　鮮血に染まった腕が、コーチの上着を破り、そして皮下脂肪を、腹筋を、腹膜を抉えぐり、腹ふつ腔こうから粘液にぬめる大腸を引きずり出し、夏の午後の日差しの下で、貪り喰っている。


    　──映画の中で、何度も何度も繰り返し見た光景。


    　それが、現実に起こっていた。


    「何よ、なんなのよ──」


    　喧けん噪そうと怒ど号ごうが聞こえてくる。セミナーハウス全体が騒ぎ始めていた。


    　他校の利用者たちも、事件に気づいたのだろうか──？


    「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」


    「ひ、ひぃっ！　な、なによ！」


    　──そんな甘い考えは廊下から轟とどろく絶叫に粉砕された。


    　それは、惨劇の目撃者の悲鳴ではない。──惨劇の、犠牲者の、断だん末まつ魔まだった。


    「嚙かまないで！　嚙むなぁ！　嚙むなあああああああああああああああああああああああ!!」


    　他ほかにも？　眼下でスポーツ指導者を貪っているヤツ以外にも？　それが室内に？


    　食人嗜し好こうの殺人鬼の集団──？


    　恐怖に戦せん慄りつし、心臓が早鐘を打ち、思考が加速する。


    　いいや──そうじゃないとしたら？　もしも、本当に、映画と同じだったら？


    　事態はもっと深刻で──、人が、突然、人を襲おそい始める、喰い始めるという現象が、ここに押し寄せてきているとしたら？


    　脊せき髄ずいを氷の手が鷲わし摑づかみにする怖おぞ気けに、僕は震ふるえ、固まる。


    「い、いや──な、なんなのよ、いやぁっ！」


    　いずなは、まったく逆だった。突然叫ぶと出口に向けて駆け、廊下に飛び出したのだ。


    「お、おい、ま、待て！」


    　くそっ、こういう時パニクるのは死亡フラグだってのに！　と反射的に後を追って、


    「いや、いやあああああああ!!」


    　──最初に感じたのは、柑かん橘きつ類の香りだった。続いて甘いミルクの香り。


    　そして、柔らかさ。お餅もちのように弾力があり、それでいて水のように頼りない、神秘的に不定形なふたつの大きな物体が、ぐにゃりとつぶれた。僕といずなの躰からだの間で。


    　つまり僕は、廊下を出たところで、引き返してきたいずなに抱きつかれていて、そのシャンプーの香りとおっぱいの柔らかさを感じていた。


    　しかし、僕には、そんな女の子の躰の感触を堪たん能のうする余裕なんてなかった。


    　爽さわやかな香りは、押し寄せる鉄の臭においにかき消された。血の、臭いだった。


    　僕の視線は、廊下の先に釘くぎ付づけになる。


    　男が、女の子を、喰くっていた。


    　グレーのスーツの男が、倒れたブレザーの少女の躰を貪むさぼっていた。


    　真っ白な首筋に、口を大きく開けて嚙かみつき、その男は、少女の肉を、咀そ嚼しやくしていた。


    　女生徒は、すでに意識を失っているのだろう。


    　手足をビクビク痙けい攣れんさせ、リノリウムの床の上に赤い水みず溜たまりを作っている。


    「いや、なんとかして!!　人殺し!!　警察!!」


    　いずなの支し離り滅めつ裂れつな絶叫が、僕の鼓こ膜まくを叩たたき打つ。


    　そして──その声に導かれるように、男は僕らを見た。


    　瞳ひとみの焦点は合っておらず、右目と左目が別の方向を向いている。


    　だけど、その男は、確かに僕らを認識した──見つかった、と直感した。


    　本能が、生命の危機を告げていた。身の毛がよだち、皮ひ膚ふが粟あわ立だつ。


    　そして、彼は、ゆらぁり、と立ち上がった。


    　仕立てのいいグレーのスーツに清潔感のある白いシャツ。ワンポイントの赤いネクタイ。


    　スッキリとした短髪と縁ふちなしの眼鏡めがねの彼は、私立高の若い教師──だったはずだ。


    　ブレザーの生徒たちの前で、ホワイトボードに数式を書きつける姿を、廊下から目にした。


    　いかにも教師然とした教師で、ルミ姉ねえにも見習ってほしいと思ったものだ。


    　だけど──、もう、違った。彼は、すでに、彼ではなかった。


    　カクンと傾いた首。虚うつろな目。顔からは血の気が引いている。何かを探し求めるように両腕を伸ばし、酔ったようなおぼつかない足取りで、けれども、一歩、また一歩と、僕らの方へと寄ってくる。明らかに尋常な様子ではない。だけど、それよりも──。


    　彼の躰からだは血まみれだ。スーツは赤ペンキをかぶったみたいだ。くちゃりくちゃりと、肉を咀そ嚼しやくする口元も鮮血にまみれている。


    　それは──返り血だろうか？　床に倒れた少女の血を浴びたのだろうか？


    　違う。


    　何より目につくのは、その喉のどだった。


    　彼の咽いん喉こう部は、無理矢理に抉えぐり取られたように、ごっそり肉が失うせ、真っ赤な薔ば薇らが咲いたような、深紅の傷口を晒さらしていた。そこから何か、管くだのようなモノがのぞいていた。


    　明らかに動脈が傷ついていた。とんでもない量の血が噴ふき出すはずだ。普通、大動脈が切れたら、人間は数分で意識を──いや、とにかく、常識的に考えて、こんな大ケガをした人間が歩けるはずがなかった。生きてるはずがなかった。


    　だけど、それは確かに立っている。動いている。


    　一歩、一歩、僕たちの方へと近づいてくる。


    「ひい！」と短い悲鳴を上げ、いずなが僕を突き飛ばし、講義室へと逃げ戻る。


    「ちょ、ちょっと待てって、ちょまっ！」


    　僕もその後を追って室内に駆け込んだ。


    　恐怖に支配された脳からは、ドアを閉めるという正常な判断力も、失われていた。


    　だから、彼──いや、それも僕らを追って、部屋に入ってくる。


    「こ、来ないで！」「く、来るな！」


    　二人仲良く、尻しり餅もちをついて、後ずさり──背中に冷たく固いコンクリの感触。


    　窓際まで追い詰められてしまえばもはや逃げ場はない。


    　それでも、救いを求めようと首を振る僕の視線が、床に落ちていた雑誌に吸い寄せられた。


    　開かれたページに載っているのは化ばけ物だ。


    　死体のような青白い肌をして、明らかな致命傷を負いながらも動き回り、虚うつろな目をして生きている人間へと襲おそいかかり、その肉を貪むさぼる人ひと喰くいの化け物たちだ。


    　そして、それは──。


    　今、一歩一歩、僕に迫り来る、私立高の教師だったはずの何かに、そっくりだった。


    　これは──、僕の目の前のこれは──、


    　これはゾンビですか？

  



  
     第二章　アイアムアヒーロー


    



    　そもそもゾンビとは、カリブ海の島国ハイチを中心に信仰されるブードゥー教に登場する存在である。その神官によって蘇よみがえらされ、意のままに操られる生ける死体のことを言う。


    　こうしたゾンビが、映画に登場したのは意外なほど早く、一九三二年公開の映画『恐怖城　ホワイト・ゾンビ』が初とされている（一九二〇年の『カリガリ博士』説あり）。その後も『ゾンビの王』（四一）、『吸血ゾンビ』（六六）といった「ゾンビ映画」が作られた。だが、ブードゥー教のイメージを基もとにしたこれらの作品のゾンビは、早い話が死体で作られたゴーレム、あるいは、魔術的なフランケンシュタインの怪物とでもいうべき存在であり、邪悪な魔術師の手先にすぎなかった。


    　闇やみの貴族たる吸血鬼、満月の夜に姿を変える狼おおかみ男おとこ、姿なく忍び寄る悪霊──数多くのスターたちを擁する恐怖映画の世界にあって、彼らゾンビ、ブードゥーゾンビは、いかにも地味で無個性な存在にすぎず、もしも、一人の天才がこの世に現れることがなければ、永遠にマイナーな存在であっただろう。


    　その天才の名は、ロメロ。


    　ジョージ・Ａ・ロメロ。ジョージ・アンドリュー・ロメロ。


    　突とつ如じよとして蘇った死人が、動く屍しかばねとなって、本能の赴おもむくままに生ける者に襲おそいかかる。


    　すでに死んだ存在である彼らは、脳を破壊されない限り、けして活動を止めない。


    　そして彼らに襲われ命を落とした者もまた、蘇って彼らの一員となり、屍し者しやの群れは、やがて世界を覆おおっていく──。


    　現代の我々が、ゾンビと聞いて思い浮かべるキャラクター像、モダンゾンビを確立したのは、ロメロと、彼によるゾンビ三部作、『NIGHT OF THE LIVINGDEADナイト・オブ・ザ・リビングデツト』（六八）、『DAWN ゾOF THEンDEADビ』（七八）、そして『DAY OF THE DEAD死霊のえじき』（八五）の功績にほかならない。


    　そして、ゾンビに嚙かまれた人間たちがゾンビとなるように、ロメロの生み出したゾンビもまた、他の映画作品へと感染していった。多くの監督の手でゾンビ映画が撮とられていく。


    　デイビッド・クローネンバーグの『シーバーズ』（七五）、サム・ライミの『死霊のはらわた』（八二）、ランベルト・バーヴァの『デモンズ』（八五）、──ルチオ・フルチの『サンゲリア』に至っては、原題が『ZOMBI 2』。イタリアで『ZOMBI』のタイトルで公開された『DAWN OF THE DEAD』の続編を勝手に名乗った作品だ。ロメロのゾンビの感染力がいかに強かったかを表わすものだろう。


    　ゾンビの感染は、映画に留とどまらない。今や、小説で、ゲームで、コミックで、アニメで、愛すべきゾンビたちは今日も蠢うごめき、犠牲者を求めて彷徨さまよっている。


    　ならば──、こんなにも、世界がゾンビで溢あふれているのならば──。


    　もうそろそろ、この現実にも、ゾンビが感染すべき頃ころ合あいではないか。


    　この現実に、ゾンビたちが現れてくれても、いいではないか。


    　そうすれば──きっと──。


    



    
      †

    


    



    　整然と並んだ机や椅い子すを蹴け倒たおしながら、それは近づいてくる。


    「来ないでよ！　来ないでったら！」


    　叫んで立ち上がったいずなが、教室机の上の物を、片っ端から投げ始めた。


    　シャーペン、筆箱、教科書、ノート、ケータイ。


    「てか、それ、僕んだぞ、何しやがる!?」


    「来るな！　来るな！　来るなぁっ！」


    　僕の抗議に耳も貸さず、いずなはマグカップを投げ、机を投げ、椅子を投げた。


    　──こうかはいまひとつのようだ。ていうか皆無だった。


    　シャーペンが目に当たっても、カップの熱湯をかぶっても平気。感覚がないとしか思えない。


    　机と椅子はそもそも届かなかった。


    「な、なんとかしなさい、アンタ！　お、お願い、アタシを守って！　男でしょ!!」


    　こんな時ばっかり都合のいいこと──、って、おい何しやがるっ！


    　いよいよ投げる物がなくなったバカ女は、よりにもよって僕の襟えり首くびを摑つかんで、それに向け突き飛ばしやがったのだ。吐息がかかりそうなほど近くに、青ざめ血にまみれた顔。


    　とはいっても、どうも本当に息はしてないようだった。


    　息をしていないのに、動いて歩いていた。


    「う、うわっ！」


    　僕に向かって腕が伸びた。摑まれたら終わりだ。がっしり抱擁されて、首筋に歯を突き立てられるのが、典型的なゾンビ映画のやられパターン。ヤバイ！　ヤバ──。


    



    　──。


    　僕だって男である。年とし頃ごろの、健全な、ゾンビ映画ファンだ。


    　だから、もし本当に、ゾンビが現実に現れたら、なんて夢想したことぐらい、当然、ある。


    　突とつ如じよ、学校にゾンビが押し寄せる。用心棒気取りで立ち向かった体育教師あたりを筆頭に、みんな喰くわれていく。教師も男子も女子も、何もわからないまま、ゾンビになっていく。


    　だけど、僕は、何な故ぜか、屋上にいる。偶然、たまたま、授業をサボって屋上にいる。


    　いち早く事態に気づいた僕は、その時こそ、平凡な男子高校生をやめ一人の戦士になるのだ。


    　都合良く廊下に落ちていた金属バットを持って廊下を走れば、その時、悲鳴が！


    　イケメンリア充代表の古ふる内うち潮うしおがゾンビになって可愛かわいい女生徒を襲おそっている。


    　ああ、古内、ごめんね、僕はおまえのことなんて全然これっぽっちも殺したくないんだよ、本当に遺い憾かんだよ、合法的に嫌いなやつを始末できて超ラッキーとか全ッ然思ってないよ。でもゾンビになってしまったのだから仕方ないね、ごめん、おまえのことは三日くらい忘れないよ！　この死を乗り越えて、僕は人間として一歩成長するんだ、ガッシ！　ボカ！


    　と、粛しゆく々しゆくと邪魔者──もとい、かわいそうな親友を片付け、美少女を助けるのである。


    「ああ、丈じよう二じ君、ありがとう！」「別にこれぐらいなんでもないさ。さあ、急ごう、逃げるんだ」「で、でも──、みんなは──」「大変都合の良いことに、もとい、残念だけど、君と僕以外の生徒はみんなゾンビになってしまったよ！　もう、生き残ってるのは、僕たち二人だけなんだ！」「ああ！　なんてことなの！」「大丈夫、君のことは僕が守るから！」「丈二さん、素敵！　抱いて！」「ああ、僕らは地球上で最後の男女になってしまったね、人類の未来のためにも子作りを──」


    　なんて妄想をしたことも、一回や二回、ある。


    　というか、百回や、二百回じゃきかない。


    　むしろ授業中は、口を半分開けて窓の外を見ながら、常にそんなことばかり考えている。


    　余談として、生き残った女生徒役は、だいたい莉り桜おさんなのだが、前夜のオカズが巨乳モノだったり洋モノだったりすると、大嫌いなはずの丹たん咲ざきいずなになってたりすることもある。


    　──青春とは、ままならないもんである。


    　しかしだ。


    　これは、でも、さすがに唐突すぎる。急すぎる。


    　そもそも、なんで丹咲いずななんか守らなきゃいけないんだ。


    　昨日は別に洋モノも巨乳モノも観みてない。合宿中だから当たり前だ。


    



    「ちょっ、なんでこっちに来るの!?　アタシじゃなくて、そいつを狙ねらいなさいよ、ねぇ、ちょっと！　アタシより、そいつの方が美お味いしいって。いや、噓うそ。アタシのほうが絶対美味しいわ。だけどダメ、アタシはダメ！　とにかく、そっちのヤツならいくら食べてもいいから!!」


    「──よくねーよ」


    　って──、はッ。


    　意識が、一瞬、飛んでいたらしい。後頭部が痛い。


    　迫る腕をかわそうとして、足を滑らせ頭を床にぶつけたみたいだ。


    　──なのに、どこも喰くわれてなかった。無事だった。生きていた。


    　それが、僕を無視していずなに向かってくれたからだ。──なんでだ？


    　あれか？　貧相な根ネ暗クラ男より金髪巨乳女が裸に剝むかれて喰くわれた方が絵になるからか？


    　ジコチューな性悪女は必ず報いを受けるってハリウッド式勧かん善ぜん懲ちよう悪あくルールの発動？


    　──それとも──やっぱり、映画みたく──目じゃなくて耳の方が敏感なのか？


    　とにかく、それは、ギャーギャー騒ぐいずなの方に向かっていて──。


    「こ、来ないで、く、来るな、く、来るな、バカあああああああああああああああああっ!!」


    　ものすごい台詞せりふとともに、ものすごいことが起きた。


    　ぶちキレたいずながそれを蹴けり飛ばしたのだ。


    　助走をつけて、すべての体重を乗せ、短いスカートが腹までまくれかえるような、ものすごいキックだった。ちなみに可愛かわいらしいピンク色だった。意外に清純派だった。


    　さすがのそれも、たまらずに吹っ飛ばされた。


    　そして、倒れたその背中に、ちょうど、逆さになった椅い子すが、金属の脚を向けていて。


    　ずぼっ、と、湿った何かが貫かれる、嫌いやな音がした。


    「う、噓うそ──、」


    　呆ほうけたような呟つぶやきが、いずなのリップを塗った唇くちびるから、こぼれた。


    「そ、そんな──あ、アタシ、そんなつもりじゃ──そんな──」


    　譫うわ言ごとのように言葉を漏もらし「イヤ──イヤ──」と、頭を振る。


    　──男の胸から、ステンレスの脚が、生えていた。


    「──殺す──つもりなんて──、ち、違うわ──、こんなの──」


    　当然の、反応だろう。


    　殺すつもりがあろうがなかろうが、胸を鉄のパイプに貫かれれば、普通、人は死ぬ。


    　仮に即死を免まぬがれたとしたって、命にかかわる大ケガのはずだ。


    　だから──いずなが、それを殺してしまったと思うのも、無理はない。


    　──だけど。


    　すぼっと、もう一度、音がした。


    　その胸から、金属が引き抜かれた、音だった。


    　それは──何事もなかったように立ち上がり──再びいずなに向かって歩き出したのだ。


    「──う、噓」


    　またも呆けたような、声だった。


    「──、な、なんで──？　なんでなの──？」


    　胸を貫かれたのに、痛みの絶叫も苦く悶もんの悲鳴も上がらない。胸に開いた穴から、申し訳程度に血がにじむだけ。心臓が鼓動しているなら、当然、鮮血が噴ふき出すはずなのに──。


    　やっぱり、映画の通りにしないと、ダメなんだ──。死んでいるから、死なないんだ──。


    「い、イヤ──、イヤ──、オバケ！　オバケぇっ！」


    　いずなの脚から力が抜けた。へなへなと、その場に崩れ落ちる。


    　現実を拒否するみたいに、両手で耳をふさいで目をつぶり、イヤ、イヤと首を振り、トレードマークのツインテールをブンまわす。


    　やっぱり、声だ。音だ──と僕は思った。


    　突き飛ばされたそれは、近くにいた僕ではなく、甲かん高だかい叫びを上げるいずなに向かっていき──そして僕に、無防備な背中を──後頭部を向けていた。


    　今しかない。僕は慌あわてて辺りを見回す。アレだ。アレがあるはずだ。あった！


    　駆け寄って、持ち上げて、振りかぶる。


    「イヤ！　来ないで！　もう、イヤああぁっ！　おがーざぁああああああああああああん!!」


    　それの赤く濡ぬれた魔の手が、いずなの柔やわ肌はだを摑つかむ寸前！


    



    「うおおおおおおおおっ！　消防署の方から来ましたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


    



    　景気付けの叫びとともに、僕は、緊急時御ご用よう達たしの真っ赤に燃える頼れる鈍器、人も殴なぐれて火も消せる優れもの、重さ三キロの粉末消火器を、その後頭部に振り下ろしたのだった。


    



    
      †

    


    



    「はぁ──はぁっ──はぁっ──」


    　いくつか、覚えておいてほしいことがある。


    　消火器というのは意外と重い。


    　頭ず蓋がい骨こつというのは意外と硬い。


    　あと丸みがあるので、意外と滑る。


    　──なので渾こん身しんの一撃は意外と簡単に外れるし、すると次を当てるのはますます困難になる。


    「はぁ──はぁっ──はぁっ──」


    　だから、人を消火器で殴る時は、できる限り慎重に、一撃必殺を心がけてほしい。


    　──疲れた、マジ、疲れた。


    　僕の前には、頭をぐちゃぐちゃに潰つぶされて、ようやく動きを止めたそれが倒れていた。


    　これが映画であれば、生き残るためとはいえ、人を、いや、人の形をした何かを殺してしまったという罪悪感に震ふるえ、そこからさらにアベルとカインにまで遡さかのぼって人間の原罪をめぐる高尚な思索を展開するなどして、作品に深みを与えるべきポイントのはずだ。


    　でも、この時の僕には、そんな余裕がまったくなかった。


    　疲れ切った躰からだが脳の思考を止めていた。肩で息をし、全力で空気を肺に取り込むので精一杯だった。とにかく疲れていた。こんなに運動したのは久しぶりだった。


    　だはぁっ、と、僕も尻しり餅もちをついた。


    　僕にしては、本当によくやったと思う。自分で自分を褒ほめてあげたい。


    　なのに──。


    　だというのに──。


    「ま、また来たわよ!?」


    　はい──？　と、いずなの声に顔を上げれば──、


    　ゆらぁり、と、ブレザーの女子高校生が、入り口をくぐったところだった。


    　ショートヘアの彼女は、確かつい先ほど、数学教師に喰くわれていた女子生徒だった。それが、今や、自分を殺した教師と同じく、焦点の合わない目と青ざめた顔をして、明らかに死んでいるはずの傷を負って、それでもゆらぁりゆらぁり、おぼつかない足取りでこちらに向かってくるのだ。


    　やっぱり、映画通りだ。──ゾンビにやられた人間は、ゾンビになるのだ。


    「や、やっつけてよ!!」「──、む、──無理だって──」


    　もう、しゃべるのだって辛つらかった。


    　肺が必死に空気を求めてる。口の中は乾ききっていて、呼吸するだけで喉のどが擦こすれて痛い。


    　この状態で、もう一回、消火器コンバットをやれって？　無理。絶対、無理。


    「おまえがやれ、まかせた、たのむ」「ちょ、ちょっと！」


    　本当に、立ち上がれそうになかった。


    　火事場の馬ば鹿か力ぢから的な何かは、もう、すでに使い果たしていた。


    　安あん東どう丈じよう二じ、活動限界です。予備も動きません。


    　だから、


    「二人とも、無事!?」


    　──彼女が来てくれなかったら、二人揃そろって、それの餌えさになっていたと思う。


    「い、委員長──」「り、莉り桜おぉ！」


    　どさりと倒れるブレザーの女の子。


    　後には、マイナスドライバーを握った莉桜さんが立っていた。


    　なんとも鮮やかな手並みだった。音もなく背後に忍び寄り、左手で頭を摑つかみ、右手に握った金属棒を耳から突き入れて、ぐりぐり。


    　それで終わりだった。時代劇の一場面でも観みるような一撃必殺の仕事ぶりだった。


    　脳が破壊されたのだろう、とさっ、とあっけなく、彼女は倒れて、それきり動かなくなった。


    『DAWN OF THE DEAD』でロジャーがやったみたいに。


    　なんて、エレガント──そうか、クソ重い消火器なんてブンまわさなくても、ああやればよかったのか──と感心する他ほかなかった。


    



    
      †

    


    



    「小こ伏ぶせさん、入ってきていいわよ」「は、はい。大丈夫ですか？　ここなら安全ですよ──」


    　ベージュのハンカチでドライバーの血を拭ぬぐって莉り桜おさんが言えば、他校のブレザーの女生徒に肩を貸しながら、白衣の女の子が部屋に入ってきた。


    　他校の子はもちろん知らない顔だったが、白衣の方は──そう、クラスメイトの小伏鈴すずだ。セーラー服の上から白衣を着て、赤い十字マークのついた大きな鞄かばんを肩に掛けている。


    「大丈夫ですか？　ちょっと、横になってください。ボタン緩めますね。それと、ごめんなさい、傷口を消毒しないといけないんで、服、切っちゃいますね」


    　ケガをした女生徒を床に寝かせて、介かい抱ほうしている。なんだか妙に手慣れていた。


    　小伏鈴は、背が低く、小こ綺ぎ麗れいにしているけど地味な子だ。いつも莉桜さんの後ろにつくように行動しているか、図書館でカバーの掛かった文庫本を読んでいる（それが男と男が愛し合うような小説なのは僕だけが知る秘密だ。後ろに立っても気づかれない影の薄さゆえに）。


    　得意科目は生物と保健。そんな理由からか保健委員をしていたけど、あまり躰からだが丈夫でないのか、クラスメイトを保健室に連れて行った回数より、クラスメイト（主に莉桜さんだ）に保健室に連れて行かれる回数が多い──なんて子だった。


    　今日だって、テストが終わった後、気分が悪くなったと、医務室に行っていた。


    　だから、そんな彼女が、私立高のブレザーの子を寝かせ、制服のボタンを外して胸元を緩め、そして医療鞄かばんから取り出したハサミで迷いなく血の滲にじむ袖そでを切り──と、テキパキと手当を始めた光景に、僕は茫ぼう然ぜんとなる。
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    「小こ伏ぶせさん、救急救命士のお父さんから、いろいろ習っていたらしいわ。お医者さんになるのが夢なんですって。──国立受かるには、文系科目も頑張らないといけないんだけど」


    　いつも通りの口調で説明してくれる莉り桜おさん。


    「来るのが遅れてしまってごめんなさい、小伏さん一人にしておけなかったものだから──二人がゾンビになってなくて、ホッとしたわ」


    「ゾンビって──」


    　あっさり出てきたその単語に、僕は驚いていた。


    「うーん、非科学的かしら？」


    　ちょこんと人差し指を、形の良い顎あごに当て、莉桜さんは言う。


    「でも、便宜的にも名前はつけないと──映画なんかに出てくる通りよね──ええっと、明らかに死んでいるのに、立って動いて人間を食べようとする、脳を破壊しないと動きを止めない、殺されてしまった人もまた、その一員となって蘇よみがえってしまう──」


    　そう指を折って数えて。


    「──ひとまず、ゾンビでどうかしら？　なんなら〈奴やつら〉なんて呼んでもいいかもしれないけど、別にかまわないでしょう、ゾンビで。映画やゲームじゃないけど──」


    「い、いや、そう──だけど、委員長らしく、ないなって──」


    　なんていうか、莉桜さんのような委員長キャラって、こういう時は現実を受け入れられず「ゾンビなんてありえるわけないでしょう！　非科学的よ！」なんて取り乱すのがパターンであり、そうであってこそ「しっかりするんだ莉桜！」バシーン！「あ、安あん東どう君──」「君は強い女の子じゃないか、走れ、走るんだ、莉桜！」「丈じよう二じ君、抱いて！」的な展開も──、


    「ちょ、ちょっと──しっかりしてください！　しっかり!!」


    　なんて僕の思考を、鈴すずの絶叫が消し飛ばす。


    　横になっていた私立高の生徒が、激しく咳せき込み血を吐く。がはっ、ごほっと水音が交じる。鮮血が鈴の白衣を汚し「うわっ、」「きゃぁっ！」と、僕といずなが悲鳴を上げる。


    「な、なんで、なんでこんな急に──、おかしいです！」


    　鈴も取り乱している。容態の急変に、動揺しているようだった。


    　名前も知らない彼女は、がぼっと一ひと際きわ大きく血を吐き、そして──動かなくなった。


    　し──死んじゃった──？


    「──そ、そんな──、なんで──ッ！　しっかりしてくださいッ！」


    　狼狽うろたえながらも、心臓マッサージを始める鈴。全体重を乗せ、懸命に胸を押す。


    「さっきまで元気だったのにッ、なんで急に体温下がって──こんなの、知りませんッ」


    「小伏さん、傷は？　まさかその子、嚙かまれてた!?」


    「──で、でも軽傷です！　動脈も傷ついてませんでした。それでこんなになるなんてッ！」


    　悲痛な声で叫んで鈴すずは、女生徒に人工呼吸をしようと、青ざめた唇くちびるに顔を近づける。


    　──嚙かまれていた？　や、ヤバい。そうだ、人間がゾンビになるのは、ゾンビに殺された時だけじゃない。僕のバカ。ケガをしていた時点で気づくべきだった──。


    「小こ伏ぶせ、は──」


    　離れないと。その子は蘇よみがえる、鈴まで──なんて、僕が警告の言葉を発しようとした時、


    「下がりなさい！」


    　普段からは想像もつかない鋭さで莉り桜おさんが動いていた。


    　女生徒に覆おおい被かぶさる鈴に駆け寄り、その袖そで口ぐちを摑つかんで、思いっきり引きはがす。小柄な鈴の躰からだが、ワックスで光る床を滑り、机に激突して、ガラガラと音を立てた。


    「な、何するんですか、莉桜さん！」


    「心臓は止まっていたのね？」


    「だ、だから──心停止から四分が勝負なんです！　それを過ぎると脳にダメージが！」


    「近づいてはダメ!!　嚙まれたら、あなたまでゾンビになるわッ!!」


    　鈴を怯おびえ竦すくませるほど強い声で言って、莉桜さんは再びドライバーを構えた。


    　そして女生徒が──心臓の鼓動を止めていたはずの女生徒が、上体を起こす──。


    



    
      †

    


    



    　莉桜さんのドライバーが、復活と同時に彼女を本当の死体にした。


    　その手つきには、まったく迷いがなく、まるで魚でも捌さばくようにあっさりとしていた。


    「ひっ」と、いずなが短く悲鳴を上げる。


    「大丈夫よ、もう動かないわ」と莉桜さんは言う──けど。


    　いずなが恐れたのは、きっとゾンビじゃない。莉桜さんだ。


    　──僕も同じだった。そのあまりの的確さに、恐怖を感じてしまっていた。


    「──あ、ええ、私も最初は驚いて──無我夢中で──、思わず落ちてたコレ使っちゃったんだけど──」


    　その表情に気づいたのだろう、莉桜さんが弁解じみたことを言う。


    「あ、──う、うん、そうだよね！　いや、あ、ありがとう！」


    　僕は慌てて明るい声を作った。くそ、何やってんだ。莉桜さんに助けて貰もらったクセに。


    　講義室には、これで、死体が三つ。


    「莉桜さん、鈴、助けられませんでした──、あの子、苦しんでいたのに──」


    「あなたのせいじゃないわ、小伏さん──、でも、よく覚えておいて。嚙まれたら、たぶん、最後よ。治療の方法なんて、ない。気をつけて──」


    　慟どう哭こくする鈴すずを慰なぐさめ、それから──、


    「安あん東どう君と、丹たん咲ざきさんは、平気よね？　嚙かまれてないわよね？」


    「だ、大丈夫！　平気、全然、嚙まれてない！」


    　慌あわてて否定する。今、眼鏡めがねが光ったよ！　ドライバーに力こもったよ！


    「そう──、なら安心。これ、落ちてたの、安東君の携帯？　繫つながる？」


    「あ、ありがとう──ダメだ、圏外のまま──ネットも繫がらない。朝からこうなんだ」


    「私の方もダメ。公衆電話も繫がらないみたいだし──小こ伏ぶせさん、テレビは？」


    「あ、はい──」と、言われて鈴が、講義室の薄型テレビに駆け寄った。


    　けれど、無情にも、放送波が受信できません、の文字が浮かぶだけ。


    「──通信は、全滅と考えたほうがいいわね──」


    「──そんな──基地局とかも、こんなことになってるってこと？」


    「そう考えるしかないと思うわ。あるいは──いいえ、いいわ。安東君、丹咲さんと小伏さんを、お願いできる？」


    「お願いって、ど、どういうこと？」


    「みんなに知らせないと。電話が通じないなら、誰だれかが行くしかないわ」


    「行くって──む、無茶だよ！」


    　みんなが泳ぎに行ったのは近場のビーチとはいえ、歩いて三十分はかかってしまう。


    「わかってる。だけど、私は委員長だもの」


    　あっさりと莉り桜おさんは言った。


    「ごめんなさい、一刻を争うわ。安東君、小伏さんたちを連れて安全な所に逃げていて！」


    「え、あ、うん──」


    　その声は、頷うなずかずにはいられない委員長力に満ちていた。


    　安全な所ってどこ？　なんて疑問はそのときは思い浮かばなかった。


    「それじゃ、また後で！」


    　莉桜さんは、それだけ言って駆け出してしまった。


    「ちょ──、ちょっと、待ってよ！」「り、莉桜さん、待ってください！」


    　どう考えても無謀だ。僕も、鈴も、その後を追おうとしたけれど──。


    「待って、行かないで！　アタシを置いて行かないでよ！」


    　投げかけられたいずなの涙声が、僕たちの足を止めた。


    　──こういう時、いったんはぐれたら、その後に合流なんてまず望めない。


    　しがみついてでも止めるべきだった。せめて僕らもついて行くべきだった。


    　けれども、莉桜さんの行動はあまりに素早く──そのどちらも選ぶことができなかった。


    　腰でも抜かしたのか、地面にへたり込んだまま叫ぶいずなの声を背中に浴びながら、その場に立ちすくむことだけが、僕と鈴にできたことだった。


    　そうして──莉り桜おさんの足音は、すぐに聞こえなくなってしまった。


    



    
      †

    


    



    「おい、もういいだろう──？　早く行かないと」


    「いや──、行きたくない──、行きたくないの──」


    　気がつけば、セミナーハウスはだいぶ、静かになっていた。


    　時折、どこかから、遠い叫びが聞こえてくるぐらいだ。


    　無論、それは事態が収まったことを意味しない。逆だ。敷地内の人間が、あらかた喰くい殺されて、ゾンビになってしまったということだった。


    　ここから逃げ出すか、それとも籠ろう城じようできるところを探して助けを待つか──いや、それより何より莉桜さんとルミ姉ねえと合流だ。いずれにせよ、こんなところに、いつまでもいるわけにはいかなかった。


    　なのにいずなは、玩おも具ちや売り場から離れようとしない幼児のように、ずっとぐすぐずしている。


    　くそ、こんな女見捨ててでも、莉桜さんを追いかけるべきだった。


    「──じゃあ、おまえだけ、ここにいろよ。僕と小こ伏ぶせは行くからな──」


    「──ダメ、行かないで──いやよ、こんなところで置いて行かれたら──そいつら、また動き出したらどうするのよ──、なんで死んでるのに死なないのよ！」


    　大丈夫、脳が破壊されてるからもう動かないよ──とか、理屈で説明してもダメなんだろうなぁ──クソ。僕の意い気く地じなしめ。さっさと見捨てるべきなのに、それが実行に移せない。


    「いずなさん、お願いします、ここは危険なんです！　立ってください！」


    「うるさいうるさいうるさい！　アンタなんかがアタシに命令しないでッ!!」


    「ご、ごめんなさい！」


    　鈴すずは怯おびえ、反射的に謝る。


    　──命令も何も、正論だろうが。鈴が謝罪する必要、どこにある。


    　一体、何様のつもりだ。お姫様か。そうなんだろうな。くそ。


    　学校一の美少女であるいずなは、厳然たる教室内身分制度にあって、クラスの第一階級に君臨するリア充様である。その他大勢のフツメン第二階級を取り巻きとして従えた教室のお姫様。日陰に生えるシメジのように、教室の隅で息を潜ひそめて暮らす僕や鈴のようなオタでマニアな第三階級の人間は、話しかけることさえ許されない、そういうご身分にあらせられる。


    　──こんな非常時だっていうのに、お姫様の言葉は、鈴を怯えさせている。


    　僕だって同じだ。こんな危機的な状況にあってさえ、強く出られずにいた。


    　これが──身分制度の身分制度たる所以ゆえんなんだと思う。


    



    「──安あん東どうさん、どうしましょう──、でも、でも、いつまでもここにいたら、鈴すずたち──」


    　逡しゆん巡じゆんする僕の袖そでを、鈴の手が摑つかんだ。


    　細い指が小さく震ふるえ、上目遣いの瞳ひとみが、捨て猫のように不安に揺れていた。


    　──くそ、何をやっている、安東丈じよう二じ。


    　委員長から鈴を頼まれたじゃないか。彼女を守れるのは、おまえしかいないんだぞ。


    　こんな金髪女なんかどうだっていいが、このままじゃ、三人ともゾンビになるしかない。


    　しっかりしろよ、安東丈二。


    　こういう時、どうすればいいか、わかってるだろう？


    　何度も、何度も、シミュレーションしてきたじゃないか。


    　大変な事態だ。信じがたいけど、本当に、ゾンビだ。本当に、ゾンビハザードだ。


    　でも、それを、おまえは、ずっと望んでいたんじゃないか、教室の端っこで。


    　そうだ。この事態を僕はずっと待っていたんだ。


    　学校にゾンビさえ襲おそいかかってくれば、第一階級も第三階級もない。


    　大感染アウトブレイクさえ起これば、教室内の階級なんて、人類文明と一緒に崩壊する。


    　その時こそ、僕の時代が来るんだって。そうだろう？


    　なら──今がその時だ。


    「大丈夫、小こ伏ぶせ。僕がなんとかする」


    　声に出した。そうだ、僕がなんとかするしかない。


    　確かに、いろいろ誤算はあった。計画通りには行かなかった。


    　だけど、まだ大丈夫。十分修正可能な範囲だ。


    　とにかく、僕はゾンビハザードのただ中にいて、守るべき女の子もいる。しかも二人。


    　最大の誤算は、その片方が莉り桜おさんじゃなくて、死亡フラグ臭全開のブロンド巨乳の性悪女ってことだけど、ま、何事も望み通りには行かないものだ。


    　今こそ、妄想を現実にする時だ。


    　僕はもう、これまでの僕じゃないし、丹たん咲ざきいずなももうクラスに君臨するお姫様じゃない。


    　アイアムアヒーロー。


    　そうだ。やってやる。戦ってやる。


    　感謝しろ、丹咲いずな。しょうがないから、おまえで我慢してやる。おまえがヒロインだ。


    「おい、立つんだ！　行くんだよ!!　死にたくなんてないだろ!!」


    　強く叫んで摑んだいずなの手首は、びっくりするほど細く華きや奢しやだった。


    「い、イヤ──」といずなは抵抗したけれど、彼女は女で、そして僕は男だった。


    　強く力を込めれば、簡単に立たせることができて──。


    「いやなのぉっ!!」


    　一ひと際きわ、大きな悲鳴が上がった。彼女の股またの間、床に、小さな水みず溜たまり。


    「──うわ」と、思わず手を離した。彼女の躰からだが崩れ落ち、ぱしゃんと水音がした。


    　こんなの、シミュレーションになかった。僕には、だって、おもらし属性とかないわけで。


    「み、見ないで、見ないでよぅ──、どっか行って！　噓うそ、行かないで！　でも──」


    　異常に気まずい空気の中、いずなが嗚お咽えつまじりに支し離り滅めつ裂れつなことを言って、それから──、


    「取って来てよぉ──、ねぇ、き、着替え、取って来てよぅ──」


    　それから、泣きながら彼女は懇こん願がんする。あの、丹たん咲ざきいずなが僕に頼んでいた──。


    　取って来いって──着替えを？　パンツを？


    「む、無理ですよ、いずなさん！　今いま頃ごろ、きっと宿舎の方もゾンビでいっぱいです」


    　鈴すずの言う通りだ。おまえのパンツのために命をかける気にはさすがになれない。


    「──えーと、ほら、彼女の借りたらいいんじゃないか？」


    　僕は、斃たおれた私立高の少女を指差した。


    「じょ、冗談じゃないわよっ、オバケのなんて、着れるわけないじゃないっ」


    「だったら、どうするんだよ、乾くまで、あいつらでいっぱいのここにいるのか？　ぼ、僕らはつき合えないぞ。ここに一人で置いて行っていいのかよ、おまえ」


    「──そっ、そんなの嫌いやよ、そんなの、やだっ、やだっ！」


    　──万が一、教室でお姫様にこんな口をきこうものなら、いずな本人はもちろんのこと、その取り巻きたちから一斉に敵認定され、ひどい目にあうのは確実だ。なのに──、


    「──お、お願い、お、置いていかないで──、こんなところに一人は嫌なのよぉ──安東、ね、お願い。新しいの、取ってきてよぉ、お願いだからぁ、安東──安東くぅん──」


    　今、丹咲いずなは、僕にお願いしていた。この僕に、クラスのお姫様が懇願していた。


    「──気持ち悪いよう、やだよぅ──」


    　幼女のように俯うつむき、座り込んだまま肩を震ふるわせ、シクシク泣きながら、この僕に懇願する学校一の美少女（おもらしパンツつき）。これは──アリかもしれん。ていうかアリだ。


    　普段はツンツン、だけど、おもらししちゃうとデレデレ。いわゆるションデレ!?


    　シミュレーションには一切なかった状況だが、けっこう、いや、かなりグッと来る。


    　これだよ、こういうのを望んでたんだ僕は！　ありがとう──ありがとう、ゾンビ!!


    「いずな！　今はそんなこと言ってる場合か！　生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんだ、立てよ!!」


    　僕が！　この僕が、丹咲いずなに怒鳴っている！　命令している！　なんて感動的!!


    「そんな──、濡ぬれたままで逃げろって言うの？　ひどい、やだよぅ──」


    「なら、そのままあいつらに襲おそわれてゾンビになるか？　そしたら一生そのパンツ穿はいたままだぞ。おもらしゾンビだぞ！　今はもう、パンツがどうとか言ってる状況じゃないんだよ！　さあ、さっさとしろ、おい！　そんなに嫌だったら脱いじまえばいいだろ！」


    「──脱げって──、そんな──ノーパンで逃げろっていうの？」


    「ああ、そうだ！　脱げ！　今すぐ脱げ!!　今、ここでパンツを脱ぐんだッ!!」


    　──って、あれ──？　僕、勢いに任せて犯罪的なこと口走ってない？


    　プツン、と何かがキレる音がして、キッと顔を上げたいずなが僕を睨にらむ。


    「いいわよ、わかったわよ!!　脱げばいいんでしょ、脱げば!!」


    　怒りに肩を震ふるわせ、唐突に叫んで立ち上がる。


    　バッといずなは、スカートの中に手を入れた。肉づきのよい太ももが露あらわになる。


    　ピンクのショーツと小麦色の肌の、恐ろしいほど蠱こ惑わく的なコントラスト。


    「後で覚えてなさいよ！　鈴すず、アンタが証人だからねッ！　わかったッ!?」


    「え、あ、はいっ！　あの、す、鈴も──ひどいと、思いました──」


    　──ご、ごめん、口が滑ったんだ。


    「そうよね！　絶対告発してやる！　女の子におもらしさせたりノーパンにさせたりして喜ぶ変態マニア野郎だって！　社会的に抹殺してやるんだから！」


    　もらしたのは僕のせいじゃないだろ!?　──なんてツッコミは、目の前で女の子がパンツを脱いでいくという衝撃的な光景に脳のう味み噌そがフリーズしててできなかった。


    「この、ド変態！」


    　って、うわ！　豪快に投げつけられた濡ぬれ下着を、僕は間一髪でかわす。


    「何すんだっ！　汚いだろっ！」


    「き、汚くなんてないもんっ、わ、わかってるんだからっ、あ、アンタ、本当はアタシの使用済み下着がほしくてほしくてたまらないから、アタシにいじわ──、わ」


    　自意識過剰と被害妄想の塊かたまりのようないずなの暴言が、唐突に止まった。


    　口をぱくぱくさせ、その瞳ひとみが恐怖に見開かれる。──どうしたんだ？


    「あ、安あん東どうさん、う、うしろ──」


    　──鈴まで？　って、まさか──と、慌あわてて、後ろを振り返れば──濡れたパンツを顔面に引っかけた元私立の男子高生のゾンビが、すぐそばに迫っていた。


    「に、逃げるぞ！」「ちょ、ちょっとアタシのパンツは!?」「ほっとけ、そんなの!!」


    　いずなと鈴の腕を摑つかみ、パンツゾンビの横をすり抜けて、廊下へ出れば、そこには──、


    「なんでこんなにいっぱいいるのよ！」


    　廊下を埋め尽くしてこっちに向かってくるゾンビの群れが待っていた。


    　喰くい破られた腹からはみだした腸を、ずるり、ずるりと、引きずるブレザーのゾンビ。


    　左眼は完全に潰れ、右眼は眼がん窩かからこぼれ、それでもこっちを目指すスーツのゾンビ。


    　腕や足を無惨に嚙かみ千ち切ぎられ、真っ白な骨を傷口からのぞかせて歩く海パンのゾンビ。


    　ゾンビ、ゾンビ、ゾンビ。


    「いやあ！」「逃げろ！　小こ伏ぶせも！」「は、はい！」


    　いずなは反対側に駆け出す。僕も鈴の手を取って後を追う。


    「やっつけてよ！」


    「無理だって、あの人数だぞ！」


    「なんであんなにいっぱい来てるのよ！」


    「おまえが大声出すからだろ！」


    「──あ、アンタがデリカシーのないこと言うのがいけないのよ！」


    「ふ、二人とも、ケンカは──」


    「おまえがもらすからだ──って、待てって、上に逃げるな！　待てよ！」


    　なんでコイツは、次から次へとお約束のフラグを立てるのか！


    　こういう時は階段を上っちゃダメだ！　上に逃げたら逃げ場がなくなるだけだろ！


    　僕はいずなを止めようと、彼女の躰からだに手を伸ばす、のだが──。


    　全力で階段を上がっていくいずなの、スカートの中身が、一瞬見えた気がして──、


    　う、と、反射的に視線を下にやってしまって──。


    　その一瞬の躊躇ためらいのせいで、いずなはどんどん上に登っていってしまう。


    「くそ、屋上に追い詰められてバッドエンドなんてパターン、僕は絶対にゴメンだぞ！」


    　なんて叫びながら、けれども、僕も鈴すずを連れて、その後を追ってしまっていて──。


    



    
      †

    


    



    「ど、どうにかしてよ！」「どうしようもない！」「どんどん来てます！」


    　そして、やっぱり、僕らはセミナーハウスの屋上に追い詰められていたのである。


    　ヒネリのない展開でまったく申し訳ないと思う。僕だって、できれば避さけたかった。


    　屋上には、すでに十数体のゾンビがいて、さらにどんどん階段を上ってくる。


    「どうしようもないって、どうするのよ──！」


    「飛ぶしかないんじゃないかな？」


    「と、飛ぶって三階よ！　何メートルあると思ってんのよ!!」


    「で、でも、安あん東どうさん、下にもゾンビがいます。ケガして動けなくなったら──」


    　わかってる。でも──他ほかに方法があるか？　屋上からスタートするシミュレーションはあったけど、屋上に追い詰められるなんて状況、僕の想定にない──くそ、いずなのせいだ！


    「このままじゃ、どのみち無理だ、覚悟を決めろ！」


    　僕は屋上でシーツを乾かしてた物干し竿ざおを握り、近づくゾンビを片っ端から突き返しているけど、こんなの当然、焼け石に水だ。


    「だって、アタシ、穿はいてないのよ！　捲めくれたら、見えちゃうじゃない！」


    「誰だれが見るんだ、誰が！　ノーパンゾンビになりたくなきゃ、さっさとフェンスを登れ！」


    「だから、上がったらアンタに見られちゃうでしょ！」


    「言い争わないでくださいっ！」


    「その通りだ！　じゃあ、いずな、僕と鈴すずが先に上がるから、ここ頼む！」


    「女の子を置いて先に逃げるの!?」


    　──ぶっ殺すぞ、この女。


    　ああ、もうほんとブロンドのバカ女は死亡フラグだ。どうしよう、ホント、見捨てるか？


    　その他ほかに方法ないよな。突然、自衛隊のヘリでも助けに来てくれない限りは──。


    　と、ぐるり、屋上からゾンビだらけの施設の敷地を見渡して──なんだ？


    　不意に視線が、グラウンドに引き寄せられる。


    　大学の野球部員たちも、もれなくゾンビになっていたのだけど──なんか集まり方が妙だ。


    　マウンドに吸い寄せられているみたいな──。


    　いや、違う。


    　戦っているのだ。


    　赤いジャージの女が、マウンドに立って、木刀を振りまわしていた。


    　寄せ来るゾンビを次から次に蹴け散ちらしている。まったくもって──彼女らしい姿だった。


    「いずな、鈴、もう大丈夫だ、逃げなくていい」


    「ちょっと──、どうしたのよ、覚悟しろってんじゃないでしょうね」


    「だ、ダメですよ、安あん東どうさん、最後まで諦あきらめちゃだめです！」


    「違うよ。すぐ助けが来る。これから呼ぶ」


    「助け？　何それ、どういうこと？　アンタ、おかしくなったんじゃ」


    　言って、僕は思いっきり、息を吸い込む。


    　そして──マウンドの人影に向けて叫んだ。


    



    「ルミ姉ねええええええっ!!　たぁあすけてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」


    



    「ちょ、ちょっと、え？　佐さ武たけ先生？」「そ、そんな、あんなに囲まれてますよ──」


    　そして、叫びは、届いた。彼女が、こっちを見た。木刀をぶんぶん振る。そして応こたえた。


    「今いくぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


    「え、ええっ!?」「きゃあ！」


    　いずなと鈴がとっさに耳を塞ふさいだ程の──、そして彼女を取り囲むゾンビたちが一度に吹っ飛ばされた程の──それはもはや、衝撃波に限りなく近い、声だった。


    　そして、ルミ姉──佐さ武たけ来くる実みは、こちらに向け、ゾンビを蹴散らし、猛然と駆け出した。


    



    
      †

    


    



    　ルミ姉ねえが到着するまで三分。


    　屋上のゾンビが徹底的に殲せん滅めつされるまで五分だった。


    　詳しい描写は控える。どう説明したって信じてもらえないからだ。


    　サヴァイバルホラーが突然、スプラッタコメディに変へん貌ぼうした、とだけ述べておく。


    　もしも、カプコンの開発チームがこの光景を目にしていたら、次の『デッドライジング』は、絶対ルミ姉を主人公にすると思う。


    「イキがンのはいいけど、メンチの切り方も知らずにシャシャッてんじゃないわよ。シャベぇわ、アンタら。でしょ、丹たん咲ざきクン、小こ伏ぶせクン？」


    　血と臓ぞう物もつの海となった屋上で、赤く染まった木刀を肩でトントンしながらルミ姉は言った。


    「え、ええ、と──？」「は、はい──？」


    　あまりの事態に、いずなと鈴すずは呆ぼう然ぜんとしている。そりゃそうだ。


    「威勢がいいのは評価できますが、ケンカをする前の礼儀作法も知らない人間が実力もないのに私に手を出すのはやめてください、あなたたちは不良の真ま似ねをしているだけの一般人です。丹咲クン、小伏クン、そう思いますよね？　だってさ」


    「い、いえ、その──、あの、」「え、えっと──、はぁ──」


    　いや、そりゃ、いずなも鈴も困るよ。メンチ切ってくるゾンビとかヤだよ。


    「てーか、ルミ姉、素すに戻ってるよ、いいの？」
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    「あ、えっと──た、丹たん咲ざきクン、小こ伏ぶせクン、大丈夫だった？　ゴメンね、遅くなって。えっと、タイマンもはれないシャバ僧からバックレ──、ああ、ええっと──」


    「一対一のケンカもできないような情けない奴やつから逃げるわけにはいかなかったんだよね？」


    「そうそう、そんなシャバい真ま似ね──あ、」


    「──もう無理だと思うよ」


    「うう、せっかく、今日まで隠してきたのに──真ま面じ目めな教師を貫つらぬいて来たのに──」


    「──ぶっちゃけ貫けてなかったと思う」


    　ガックリ肩を落とすルミ姉ねえ。


    「あ、あの──来くる実みちゃん、あ、いえ、佐さ武たけ先生って──」「何者──なんですか？」


    「あのさ、覇ぱ羅ら児じの駆く屢る魅みって、聞いたことない──？」と僕。


    「ぱらじの──くるみ──、まさか──」「あれって、都市伝説──、え、くるみって？」


    「そのまさかだよ」


    「噓うそでしょ」「噓ですよね？」


    　僕は首を振る。噓であったら、僕の少年時代はどれほど平穏であったか。


    「だって、二十一世紀の今になって暴走族やってたとか」「関東を制覇されたとか」「たった一人で地元のヤクザを壊滅させたとか」「スクーターでポルシェとレースして勝利したとか」「バイク乗り魂で腐るものは腐らせ焼くものは焼いて地球をクリーンにするとか」「人が一番美しいときに、醜みにくく老いさらばえる寸前に殺してしまう殺し屋ですとか──」


    「さすがに後ろの二つは噓だろうけど──」


    　逆に言うと、それ以外は全部本当である。マジで。


    「来実ちゃん──じゃない、佐武、先生が──、その──」「覇羅児の駆屢魅、さん──？」


    「──いやだ、照れるわ」


    　照れるな。


    　通称、覇螺児の駆屢魅。あるいは、北きた崎さき町の赤い彗すい星せい、赫かく奕えきたる異端、炎の魔女。


    　十六歳になった佐武来実ことルミ姉が、一体どういう理由で、関東最強最速のレディース、覇ぱ羅ら児じ紅く楼ろ狼ろ弁べん善ぜんの初代総長、兼、初代総会長、兼、初代特攻隊長、兼、初代遊撃隊長、兼、初代親衛隊長──早い話が、たった一人の女暴走族なんかを名乗り、関東制覇なんてものを目指し始めてしまったのかは、よくわからない。


    「〝スピードの向こう側〟が見たくて──」


    　──というのが、彼女の語った理由のすべてである。


    　そうして夜よな夜よな一人でスクーターを乗り回す（二輪免許の試験にはずっと落ち続けていた。無免許運転は絶対にしない優良不良少女である）彼女は有言実行、高校三年生のときに見事、関東制覇を成し遂げてしまった。一番驚くべきは、この新世紀の現在に、制覇されるべき集団が未いまだ関東に存続していたことだと思う。日本最大のヤンキー原産地である茨いばら城きでは、数万人規模の集団と戦い、あるいは群ぐん馬までは牛や馬に乗った族と走ったらしい。さすがに噓うそだと信じたい。


    　いずなたちが語った逸話も、その中で生まれたものだ。


    　ちなみに覇ぱ羅ら児じ紅く楼ろ狼ろ弁べん善ぜんの命名者は、小学生だった僕である。


    「丈じよう二じ、本とかいっぱい読んでンしょ？　いっちょブリバリなの考えて」と言われてのことだ。


    　それが主にトイレの芳ほう香こう剤ざいに使われる薬品の名前だと、未いまだルミ姉ねえは知らない。


    　──知られたら、たぶん、命がない。だから、これは君と僕だけの秘密だ！


    「そんな人が、どうして古文の教師なんかしてんのよ──」「してるんですか──？」


    「ヤクザに因縁つけられてた国文学の大学教授を助けて一目惚ぼれした」


    　想おもい人のいる国立大学への進学を志こころざしたルミ姉は、スクーターを売った金で、参考書を買い込んで三か月で偏差値を五十上げ（真に驚くべきは元の値だ）、試験の後、疲ひ労ろう困こん憊ぱいして卒倒、一週間昏こん睡すい、合格通知が届いた時には詰め込んだすべてを忘れていた。


    　ちなみに当の想い人は幸せな家庭をもった既婚者であって、それどころか孫までいた。


    　──ちゃんと調べとけよな、それくらい！


    　そっから先のことは僕もよく知らない。学部長を務めていた想い人が、さすがに〝あはれ〟と思おぼし召めしたとか、街の教育委員会の偉い人に、昔、援助交際中にルミ姉に成敗され改心した輩やからがいたとか、噂うわさはいろいろ聞くけど、確かめたことはない。


    「──ど、どうしよ、アタシ」ん？「そ、その──、いつも、授業わかりにくいです、とか」


    　いずなが怯おびえていた。こんな凄すさまじい戦闘能力を見せつけられたら仕方ないか。


    「ああ、安心して、援交とかドラッグとかやんない限りは、絶対、カタギには手は出さないから、ルミ姉は」──正確には、僕以外のカタギ、だが。


    　だいたい、こればかりはルミ姉の授業の方に問題がある。


    「ラ行変格活用ってのはスピードの向こうにあるのよ──？」とか「〝こそ〟ってヤツは──〝連体形ハードラツク〟と〝係結びダンス〟っちまったってわけね──」とか言われて理解できるか。


    



    
      †

    


    



    「はぁッ!?　城しろヶが根ねクンが一人でみんな助けに行った？　アンタ、何してんのよッ!!」


    　次々に襲い掛かってくるゾンビどもの頭をボコスカ砕きながら、僕らを引き連れ、ルミ姉は廊下をズンズン歩いて行く中、突然、大喝が落ちた。それだけでゾンビが数体吹っ飛んだ。


    「し──仕方ないだろう、この女──いずなを頼まれたんだよ！」


    「だからって、女の子一人で行かせてどうすんのッ!!」


    「──そ、そっちの監督責任はどうなるんだよ！　サボって野球なんかしてて！」


    「──ぐ──、相変わらず減らず口ばっかり──しょうがないわね、丈二、男なんだから、きっちり丹たん咲ざきクンと小こ伏ぶせクンを守ること！　まだ、アイツらも結構残ってるし、ブリバリに気合い入れなさいよ、いいわね！」


    「る、ルミ姉ねえはどうするんだよ」


    「みんなと城しろヶが根ねクンを助けに行くに決まってるでしょう。私は先生だし、佐さ武たけ来くる実みだもの」


    　当然のごとく断言するルミ姉。


    「じゃ、じゃあ──僕らは、どうしたらいい？」


    　一階に下り、正門から外に出たところで、ルミ姉は立ち止まる。


    「ん──」と、ルミ姉は、腕を組んで目を瞑つぶり、そして──、


    　小学生の頃ころからずっと変えていない、長く艶つややかなポニーテールがピクピク動いた。


    「北ね。うん、北に逃げて」


    「了解」


    「な、なんですか、それ？」「ちょっと、なんの根拠があって──」


    「いいんだよ、信じて間違いない」


    　ルミ姉には動物的な勘が備わっている。


    　小学校の時の海外旅行も絶対行きたくないと駄々をこねて中止させ、翌日、搭乗予定の飛行機が落ちた。遠征中の栃とち木ぎでの集団暴走中「なんかヤベェ」と思ってブレーキかけた一メートル先でトンネル落盤事故が起きた。衝動買いした懐中時計が次の日、銃弾を受け止めた。


    　この手の話は枚挙にいとまがない。


    「なんか、ヤな予感してたのよ、今回も。相棒持ってきてよかったわ。さっすが、樹齢千年のご神木から切り出した霊験あたらかな木刀、羅ら紅ぐ奈な零れ駆く！　感謝してるわよ」


    「あらたか、だよ、古文教師が古語間違うな」


    　これも命名は僕。修学旅行の京都でお土産みやげに買った安物だ。こっちもバレたら命がない。


    「やっぱり予感あったの？」


    「出発前日から妙にお腹なかが痛かったのよ。ただ、アタシ一人でフケるワケにもいかないでしょ？　──今日になって、いよいよ、ムズムズしてきたんで、準備運動しといてよかったわ」


    　普通ならサボりたかっただけだろ、とツッコむところだが、ルミ姉の場合はマジである。


    　──ていうか。


    「ヤバいってわかってて、僕を連れてきたの？　わざわざ!?」


    「うーん、なんか、アンタがいたほうが、いい気がして」


    　て、え──？


    「アンタ、こういう連中が出てくる映画ばっか、いっぱい観みてたじゃない、いつも」


    「マジなの？」「本当なんですか？」


    「マジマジ。ご飯食べながら血ィドバドバでるようなヤッベェ映画観みてんのよ、コイツ」


    「信じらんない！」「うわぁ──」


    　ほっとけ。だいたいルミ姉ねえも隣でうっひょー！　とか手を叩たたいて喜んでたろ。


    「ま、とにかくさ！」ポンとルミ姉が、僕の肩に手を置いた。「アンタを連れて行けって言ってたわけ、アタシの勘が。信じなさいって。アタシもアンタを信じるからさ」


    「──う、うん」


    　何だよそれ、ふざけんな──そう、思うべきなのに。


    　僕は、頷うなずいていた。不思議な力が、手から伝わってくるみたいだった。


    　ルミ姉が信じてくれている。それは、とても嬉うれしいなって、何な故ぜか、思えた。


    「てなわけで、丹たん咲ざきクン、小こ伏ぶせクン」「は、はい」「はい」「頼りないかもしんないけど、これでも、アタシの舎しや弟てい一号だからさ。アタシの信じるコイツを信じてやってよ、ね──？」


    　妙にアニキっぽい、もとい、アネゴっぽいことを言うルミ姉。


    「は、はい」「わかりました」


    　鈴すずも、そして驚くべきことにいずなまでも、大人しく頷いていた。


    　ルミ姉の引退集会には、全国各地から十万人のレディースが集まったという。


    　──今時、そんなに族がいっぱいいるのかと半信半疑だったけど──これなら信じられる。


    　何か、無条件に、人を信じさせてしまう何かが、ルミ姉には、あるのだ。


    



    「んじゃあ、また後でねー！」と、ルミ姉のまたがったスーパーカブが走り出す。


    　島中がゾンビで溢あふれてるかもしれないってのに、近所に買い物にでも行くような、微み塵じんも悲ひ愴そう感を感じさせない声だった。いや、実際、これっぽっちも脅威を感じていないんだろう。


    　まあ、きっと──ルミ姉さえいてれくれれば、莉り桜おさんは大丈夫な、はずだ。


    「じゃ、早く行きましょうよ──、アタシたちも」「そうですね、まだ、ゾンビいっぱいですし」


    「いや、その前に──」


    　僕らはルミ姉とは違う。ゾンビたちは重大な脅威だ。


    　少しでも対抗する手段を持たないと。だから、そのためには──、


    「一番いい装備を頼む」


    「「は？」」

  



  
     第三章　LEFT 4 DEAD


    



    　なんの理由もなく蘇よみがえった屍し者しやに襲おそわれて、全世界の人類が、次々にゾンビとなっていく。


    　もはや地球上のどこにも逃げ場はない。


    　人間の数が減れば減るほど、ゾンビの数は増えていく。


    　昨日までの家族、昨日までの友人、昨日までの恋人は、もはや、人肉を喰くらうことしか考えないおぞましい化ばけ物となってしまった。生き残りたいと欲するなら、かつて愛していた彼らを、彼女らを、情け容よう赦しやなく打ち倒さなければならない。一片でも躊躇ためらったら、そこで最後だ。自分も、また、ゾンビの一員となる。


    　ゾンビ映画が描き出す終末の、なんとおぞましく、なんと不条理なことだろう。


    　屍者の蘇りに理由はなく、だからこそ解決法もない。


    　人類の滅亡は、映画の始まった時点で、すでに確定している。


    　──できるのは、ただ定められた運命を、せいぜい先延ばしにすることぐらい。


    　だというのに──そんな地獄のような世界が、どうして、こうも魅力的に映るのだろうか。


    　一度、屍者が蘇り始めれば、もはや、政府も、軍隊も、警察も力を失う。


    　──屍者が生者を喰らい、生者が屍者を襲う世界にあっては、法も、倫理も、道徳も無用だ。


    　もはや自分の身を守れるのは自分だけ。いかなる手段を用いてでも生き延びるしかない。


    　恋と戦争とゾンビにおいてはあらゆる戦術が許容されるのである。


    　窮きゆう屈くつな教室に押し込められ、がんじがらめの見えないルールの中で生きていかなければいけない今に比べて、ああ──それは、なんと魅力的な世界だろう。


    　希望は、ゾンビ。


    　──だから願う。大感染パンデミツクの日を。──だから信じる。大感染アウトブレイクの終末を。


    　だから、待ち望み、備える。


    　映画も、もちろんだが、最高のシミュレーターになってくれるのはゲームソフトたちだ。


    『デッドライジング』は、日常のありとあらゆるモノが対ゾンビ戦における武器になると教えてくれる。『LEFT 4 DEAD』は逃げる生者の視点のみならず、追いかける屍者の視点を教えてくれる。準備は万端だ。あとは、その日が来るのを待つだけだ。


    



    
      †

    


    



    「ケホッ、埃ほこりくさ──、こんなところに来て何をしようって言うのよ」


    「決まってるだろう、武器探しだよ」


    「ぶ、武器、ですか？」


    　鍵かぎを無理矢理に壊し、立て付けの悪い戸を引いて、倉庫に入る。


    　講義棟の裏手、教室二つ分ほどの広さのプレハブ倉庫は、なかなか壮絶なカオスだった。


    　段ボールの地層が積み重なっているのはもちろんのこと、運動会か何かのイベントで使ったと思おぼしきドンガラなんかも鎮座していて、倉庫から粗大ゴミ置き場に片足を踏み入れている。


    　おそらく平時なら誰だれも見向きもしないような、半ば忘れ去られた場所。


    　だが今はゾンビハザードの真っ最中なのだ。そうなれば話は違う。ここに並んだ大量の備品が、すべて対ゾンビ用ウェポンとして立ち上がってくる。非常時にあってはＬＰレコードさえも兵器となる。そう、今や、ここはただの倉庫ではない。魅惑の武器庫となったのだ。


    「さあ！　混こん沌とんの倉庫にたゆたいし偉大なる武器たちよ、今こそ目覚めのときうひゃあっ!!」


    「ちょ、何よ！」「どうしたんですか！」


    　ぐんにょり──という肉の感触を足に感じて、僕は悲鳴を上げて飛び上がっていた。


    「みんなっ！　き、気をつけろ、下にゾンビがッ!!」


    　──って、いや。冷静に足元を見下ろせば──埃ほこりが分厚く積もった床に横たわる肉の塊かたまり。


    　ちゃんと僕の足形がついたそれ──いや、彼だ。肉づきのいい、その体格には見覚えが。


    「え、江え戸ど川がわ──だよな？　うちのクラスの。何、やってんの？」


    　ロープで縛られ、ご丁てい寧ねいに口にガムテープまで貼はられた、うちのクラスの江戸川明あき広ひろだった。


    



    「や、やぁ──ごめん、ごめん、助かったよ、ありがとう、うう、口んとこヒリヒリする」


    　縄を解ほどき、ガムテを剝はがしてやると、江戸川は頭をかきながら、そう言った。


    「お、驚かせないでくれよな、ほんと」


    「うひゃあっ!!　だって、ビビっちゃって！」


    「うるさい！　足元から来るゾンビは一番怖いんだ！　気をつけろよ、いずなも!!」


    　ゾンビの動きは鈍いから、近づかれる前に逃げれば、そうそう怖いものではない。だが、まれに足を折ったり、あるいは胴体だけになったまま地面を這はって移動するゾンビがいる。こいつらは厄やつ介かいだ。何せ、蛇へびのように地面を這いずりまわるから、ものすごく見つけにくい。草むらなんかに、この手のが潜ひそんでいたら激ヤバだ。気づかぬうちに近寄られ、足首をガブリ。それで一巻の終わりだ。


    「はいはい、わかりました、怖いですねー、うひゃあ！　だって。くくくく」


    「下から覗のぞかれるってことだぞ。いいのか？」


    「──ッ！　気、気をつけるわ──、ご、ごめんなさい」


    　バッと血相変えて内うち股またになり、スカートの中をガードするいずな。


    　嚙かまれるより見られる方がイヤなのか。マジ、女ってわけわからん。


    「あの、それで、江え戸ど川がわさんは、どうしてここに──？」


    「い、いや、それがね──」


    　昼食の後、クラスメイトたちに縛られ、ここに放ほうり込まれたのだという。


    「酷ひどいじゃないですかっ、そんなの。それでみんな海行っちゃったんですか？」


    「い、いや、遊びだよ、遊び──ネタだって、ネタ、うん」


    　鈴すずが憤いきどおるが、江戸川はそう言って曖あい昧まいに笑った。


    　──どう見ても、いじめだと思うんだけどなぁ。


    　江戸川明あき広ひろもまた、クラスの第三階級に所属する被支配階級である。


    　とはいえ、僕と違うのは、彼は第一階級のイケメン組の友人であるらしいという点だ。


    　──昼飯の度にパシリにされたり、読みたくもない週刊マンガ誌を毎週毎週買ってくる「当番」だったり、大した理由もなく、罰ゲームと称してみんなからケツキックを受けたり、そうして、こんな所に簀す巻まきで閉じ込められるような間柄を友達と呼べるのなら──だが。


    「なんで大人しくやられてるわけ？　イヤって言えばいいじゃない」


    「いや、ぼ、ぼくも、楽しいんだよ、ほ、ほんと──」


    　いずなは、パンがないならお菓子を食べろレベルに傲ごう慢まんかつ無神経なことを宣のたまい、江戸川はしどろもどろに応こたえる。イヤと言ったら、その瞬間ハブが決定。友達のいないオタクな江戸川君の誕生だというのに。ほんと、支配階級って嫌いや。悪気がないところが一番嫌。


    　──ま、僕としても、正直、江戸川のような目に遭あうなら、まだクラスでハブにされていた方がマシだと思うのだけど、彼の価値観はまた別なのだろう。


    　だからこそ、こんな目に遭ってまで、友達だ、遊びだ、ネタだと言い張り、加害者を庇かばう。


    　友達を作らないのも地獄だが、作っても地獄。


    　それが我々にとっての教室だ。


    　しかし、ともあれ──、


    「まぁ、今回ばかりは、そいつらに感謝した方がいいかもな。おかげで助かったわけだし」


    「助かったって──、じょ、丈じよう二じ君、その、さっきから、ゾンビゾンビってなんのこと？」


    「あー、いや。マジで、ゾンビ。ちょっと、外見てきてくれ。その方が早い」


    



    　半信半疑な顔で、倉庫の外に出た江戸川。「うわわわっ！」とすぐに戻ってくる。


    「ぞ、ゾンビじゃないか」「ゾンビだ」「ゾンビって言うらしいわね」「ゾンビなんです」


    「ど、どうするのっ！　い、いっぱい、いるよっ!?」


    「とにかくここを脱出する。そのために武器を探しに来たんだって」


    「だ、脱出って──、ぼ、ぼくらだけで？　む、無理だよ、無理に決まってる──」


    「──江戸川」怯おびえる彼に僕は言った。「学校でさ、屋上に一人でいるだろ。そこにゾンビが来るんだ。テロリストとかでもいいや。無事なのは、おまえ一人──わかるな」


    「ちょっとアンタ、何言って──」


    「黙ってろ、僕は江え戸ど川がわに話してるんだ」


    　僕は江戸川の目をまっすぐに見つめる。


    「今が、それ、なんだ、わかるだろ、江戸川」


    　わかるはずだ。おまえなら。


    　事実──忙せわしなく、自信なく彷徨さまよっていていた江戸川のつぶらな瞳ひとみに、力が宿っていく。


    「そうか──今が、今が、その時、なんだね？」「そうだ。今が、その時だ」


    　江戸川が問い、僕は応こたえた。


    　そう。退屈な学校に突然、ゾンビ（テロリスト等も可）が攻めてきて、冴さえない僕が大逆転──第三階級である以上、そんな妄想をしない男はいない。そして──その日を夢見たことがある以上、今までろくに口をきいたことがない僕らだったけど、同類であり同志だった。


    「ジョー!!」「エディッ!!」


    　謎なぞのニックネーム（しかもネイティヴ発音）でガシッと魂のシェイクハンドを交わす我々。


    「どうしちゃったの、こいつら──」「きっと、男の子同士の絆きずななんだと思います」


    　いずなは呆あきれ、鈴はポッと顔を赤らめた。


    　おい、何か変な想像してないか──？


    



    「というわけで、改めて武器選びだ。我々は奴やつらを斃たおし、ここを突破しなければならない」


    「武器ねぇ──、あ、これなんかどう？」


    　と、いずなが持ち上げたのはチェーンソーだ。


    「素人しろうとが。それは死亡フラグ」


    「なんでよ、映画でもよく出てくるじゃない」


    「映画と現実をごっちゃにするな」


    「──あ、アンタに言われるとは思わなかったわ」


    　伊だ達てにシミュレーションしてきたわけじゃない。確かに見た目は派手だけど、ちょっと考えればチェーンソーがいかに死亡フラグかがわかる。重い上に激しく振動するから、正確に首だけ斬きり飛ばすなんて至難の業わざ。バカでかい音を立てて、さらなるゾンビまで呼び寄せるし、ガソリンが切れたら無用の長物。おまけに一歩間違えば自分や周りの人間まで傷つけかねない。


    「だって、あんなオバケ、どうしろって言うのよ、お腹なか刺されても死なないんでしょ」


    「オバケじゃないよ、ゾンビだよ」


    「どう違うのよ──、あ、ありえないわよ、死んでるのに動くなんてオバケでしょ」


    　どうにも、いずなは強がっているが、相当ビビっているらしい。


    　困ったモンだ。ゾンビなんて冷静に対処すれば大した脅威じゃない。


    「そんな正体不明のモンじゃないよ。ただの動く死体だ。脳を破壊するだけで止まる」


    　むしろ、過剰な恐怖や油断の方が、よっぽど怖い。


    「死体が動いてるだけって──なんで動くのよ──」


    　知らないよ。ゾンビに理由なんて求めるのはヤボだ。


    「可能性として考えられるのはウイルスだ。心臓が止まっても、躰からだは動いて、他ほかの人間を襲おそうようになるって、新種の病気だよ、病気。だから嚙かまれると感染する」


    　とりあえず断言しておく。


    「そ、そうなんだ──オバケじゃ──オバケじゃないのねっ！」


    　と、いずなは顔を輝かせる。


    　別に、理由なんてなんでもいいじゃないか。とにかく奴やつらは医学的には死体で、斃たおすには頭を潰つぶすしかない。人じゃないからぶっ殺しても問題ない。必要な情報はこれだけ。


    　あるいはどこぞの軍事研究所で開発されていた生物兵器が流出したのかもしれないし、惑星イオスの爆発で降り注いだ放射線のせいかもしれないし、墜落した金星探査機のせいかもしれない。一九四二年の秩ちち父ぶと一九四五年のドイツに墜落した凶鳥ＵＦＯが、今度はこの島に落ちたのかもしれないし、最近の流行なら脳住性の寄生虫がオススメだ。


    　いや、中にはブードゥーの魔術とか、呪のろいのテープとかで蘇よみがえる連中もいるんだけど──それを指摘したら、どうせ、また怖がるんだろうなぁ、と黙っておく。


    「つまり、必要なのは、一撃で脳のうを破壊できる武器ってことですよね？」


    　まったくその通り。いずなも鈴すずのこの理解力を見習って欲しい。


    　ゾンビを斃すためには脳を破壊するしかない。でも逆に言えば、脳を破壊するだけでいいのだ。チェーンソーで切り刻むやつはニワカ。通は最小の斬ざん撃げきで斃す。三寸斬きり込めばゾンビは死ぬのだ。もともと死んでるけど。


    「できれば、鉄砲とか、日本刀とかがいいんだけどね」


    「何よそれ。ここは日本の平凡な島なのよ？　無理に決まってるでしょ。バカじゃない？」


    「だから、工夫しなきゃいけないんだって──」


    「こ、このトンカチでブッ叩たたくとかどうかな？」と江え戸ど川がわ。


    「リーチが短すぎる。逆に腕を摑つかまれて嚙かまれかねない」


    「これなら長いわよ」とスレッジハンマーを引っぱり出すいずな。


    「スレッジハンマーはどっちかというと対吸血鬼用武器だなぁ。第一重すぎるよ。そんなの持って走るの？」


    「では、この、金属バットなどいかがでしょう」と鈴。


    「強度不足。二、三人斃したら曲がっちゃうよ。あ、江戸川、それだ！　それの方がいい」


    「え、何なの、これ？　オール？」


    　と、江戸川は手に持ったそれを不思議そうに眺めている。


    「クリケットラケットだよ」


    　クリケットは野球に似た競技、バットと同じくボールを打ち返すのに使う。


    　握りの部分以外は平べったくなっていて、確かに櫂かいのようにも見える。樫かしの木でできていて、とにかく頑がん丈じようだ。その活躍ぶりは『ショーン・オブ・ザ・デッド』を参照のこと。


    「そうすると、ベタですが、やはり凶器としてお馴な染じみのコイツでしょうか」


    　鈴すずは、そう言ってバールのようなもの、もとい、バールを手にした。


    　手に持っているのは一メートル近くある長いものだ。


    　チタニウムの尖とがった先端は的確に頭ず蓋がいを貫通し、その脳のう味み噌そを破壊する。


    「アタシ、重いのは嫌いやだから、これにしておくわ」


    　いずなが手にしたのは小振りな鉈なた。


    　ゾンビ映画には必ずと言っていいほど登場する、それこそ、特徴がないのが特徴、といった感じの武器だが、十分に実戦に於ける証明コンバツトプルーフがなされているってことでもある。


    「僕はこれだ」


    「スコップなんて役に立つの？」


    「殴なぐって良し、斬きって良し、俺おれに良し、おまえに良し」


    　第一次世界大戦では最強の塹ざん壕ごう戦兵器として活躍したのがスコップである。


    　その後は『死霊のはらわた』等々で対ゾンビ兵器として優秀な成績を残している。


    　その他、僕はサブウェポンとして腰に小型のバールをさげる。


    　工具の入ったウエストポーチも。


    　ドライバーの近接武器としての有用性は、莉り桜おさんが証明してくれた。


    　それから忘れちゃいけない非常食なんかをズック袋に詰めて──。


    「──パンツ、ないかしら」


    「ないだろうなぁ──」


    「パンツ？　どうかしたの、丈じよう二じ君？」


    「実は──ちょ、鉈なたはやめて！　マジで死ぬ！　なんでもない、なんでもないッ！」


    　なんて一幕（マジで生命の危機だった）もあった後で、


    「よし、じゃあ、出発だ！」


    「ちょっと待って、アンタ、もしかして、歩いて行く気──？」


    　フル装備に身を固め、意気揚々と出発しようとする僕らにいずなが水を差し──、


    「え──、当たり前だろ？」「え？」「え？」「え？」「──え？」


    　疑問の声が、重なった。


    



    
      †

    


    



    　島の海岸線を一周するアスファルトロードを、僕らを乗せたトラックが走って行く。


    　トラックの横には、紋あや浪なみ島セミナーハウスの文字、ハンドルを握るのは江え戸ど川がわ明あき広ひろ。


    「やっぱ、男は車ぐらい乗れないとダメよねー、江戸川君がいてくれてよかったわ！」


    　当然のように助手席に座った丹たん咲ざきいずなが、まるでバブル絶頂期の女のごとく言う。


    「ホント、道路はゾンビでウヨウヨ！　あんなとこ、どうやって歩くつもりだったワケ？」


    「うるさいッ、たまたま駐車場にキーのついた車が止まってたからよかったけど、ヘタすりゃ完全に無駄足だったんだぞ！　だいたい運転できるヤツがいるなんて思わないだろ！」


    　僕は後ろのシートからたまらず叫んだ。


    「やっぱり何はなくても、男はまず車でしょ車!!　スコップなんか取りにいってどうするつもりだったのかしらねぇ──。ほんと、結局、役に立たなかったじゃない」


    「駐車場に行くとこまでは役に立ったろ！　おまえだってスコップ様の威力を見たはずだ！」


    　だいたい倉庫に行かなきゃ江戸川も救出できなかったのに、なんで、そこまで文句を──。


    「で、でも、ほんと、江戸川さんが運転できてよかったです──」


    「うん！　僕も、いい車に乗れて嬉うれしいよ。好きなんだ、馬力あるヤツ！」


    　ハンドル握ると性格が変わるヤツって本当にいるらしい。ハキハキと江戸川が応こたえた。


    　今、江戸川が運転している車は、セミナーハウスのものだ。


    　４ドアキャビンの後ろに荷台の付いた、ピックアップトラックという車種らしい。


    　──とにかく車を探せ、のどかな島だから、みんな鍵とかかけてないないはず！


    　などと、倉庫で言い始めたいずなに、


    「──田舎いなかに妙な幻想抱きすぎだよ。だいたい誰だれが運転するんだ。免許なんてないだろ」


    　と僕が言えば、江戸川がおずおず「ぼく、できるよ」と手を挙げた。


    　何でも江戸川の家は自動車修理工場を営いとなんでおり、手伝いをする傍かたわら、こっそり勝手に運転したりしていたというのである。


    　このようにして、我々は、今、エンジンの音が快調に響く車内にいる。


    　──まあ、徒歩で逃げるよりは車の方が百倍安全なのは確かである。


    　が、それでも、いずなのなんの根拠もない思いつきの方が正しかったのは面白くない。


    「偉そうにしてたのに車も運転できないのね、アンタ」といずなは理不尽に僕を責め、「でも、江戸川君、ほんとすごかったわよ！　最初は不安だったけど！」と江戸川を褒ほめる。


    「あんなの、ちょっと練習すれば誰でもできるって」


    　江戸川は言って謙けん遜そんするが、確かに見事な運転技術だった。


    　見事なハンドル捌さばきとクラッチ操作で、路上に群らがるゾンビたちを障害レースの如ごとく華か麗れいにかわし、時に豪快に吹っ飛ばしながら、見事セミナーハウスから離れることに成功したのだ。


    　しかし、しかしだ。このいずなの態度はなんなのか。なんたる、わかりやすさ！　そんなに車が好きか。僕だって、おまえを助けやったってのに、感謝のひとつもなかったぞ!?


    　とにかく、そんなわけで、僕らが走っているのは、島を一周する道路だ。


    　急な斜面を削り取って道を造ったのだろう。


    　左手は急な崖がけになっていて、地層がバウムクーヘンのような切り口を見せている。


    　そうして右手は、太平洋の荒波に浸食されて作られた絶壁。二十メートルほど下では、打ち寄せる波の合間から、黒々とした岩石が鋭く尖とがった切っ先を覗のぞかせている。


    　舗ほ装そうされたばかりの真っ平らなアスファルトが陽光に照り輝く。


    「でも、だいぶ、ゾンビも減ってきたわね」といずな。


    「ああ、このへんは民家もないみたいだしな。人がいないところには、ゾンビもいないよ」


    「前からパトカーが来たりしませんように──」と江え戸ど川がわ。


    「この非常時だし、みんな港の方に行ってるだろうよ」


    　万一、来たとしても、無免許運転なんて取り締まってられる状況じゃないだろう。


    　実際、ゾンビも、そして対向車の一台も現れず。


    「もう、窓、開けても大丈夫よね？」


    　と、いずながウインドーを開けた。微かすかに潮の香りを含んだ爽さわやかな風が、吹き抜ける。


    　彼女が外に身を乗り出すと、長い髪が風をはらんで優雅に流れ、夏の日差しを反射して黄こ金がね色いろに輝いた。くそ、悔しいが絵になる女である。


    「でも、ゾンビが少なくなったのはいいですけど──何もなくなっちゃいましたね」


    　まったくだ。行けども行けども空と海と森と道路ばかり。


    　どこか、手近な民家にでも避難したかったのだが──。


    「港の方は結構な都会だったのに、ホント、自然そのままね」


    「十数年前までは、釣り客が来るくらいの何もない島だったらしいからなぁ」


    　紋あや浪なみ島は、太平洋に浮かぶ火山島。縦に長い楕だ円えん形けいの孤島である。


    　行政区分は紋浪町で、一応、東京都の一部だ。


    　百年ほど前に大噴火を起こしたという島の中心部の紋浪山から、今も微かすかに白い煙が立ち上っていることを除けば、本当に、なんの変哲もない島だ。


    　戦前は、それでも観光地として栄えていたというが、それも海外旅行の流行に押されて衰退。一時期、人口は一万人を大きく割り込んだ。島の若者たちは仕事を求めてどんどん本土に移住し、残るは高齢者ばかり、という典型的な過疎化のパターンだ。


    　事態が好転したのは、十数年前のこと。


    　島の広大な敷地に、外資系のとある製薬会社が目をつけたのだ。


    　国内でも最大級の研究設備と工場が建設され、そこからの税収やら献金やらで、一気に黒字財政に転じた町は、好機とばかりに島の再開発に乗り出した。僕らが泊まってた教育機関向けの多目的宿泊施設もそのひとつだけど、他ほかにもリゾートホテルや大型ショッピングモールの誘致に成功。ちょうどその時期に起こった９・11テロのせいで、観光業の趨すう勢せいが一気に国内志向に傾いたのも、プラスに働いた。今では、飛行場まで整備され、その気になれば日帰りも可能な南国リゾート地として発展を遂げ、人口ももとの倍以上に増えた──。


    　──のだが、それもあくまで島の西側、港周辺の市街地に限ってのことなのだろう。


    　この辺りには、再開発の手も届いておらず──というか、西が栄えたせいで一極集中が起こって寂さびれはじめているとも言う。


    「よく知ってるわね、アンタ」


    「しおりと一緒に貰もらったパンフレットに書いてあっただろ」


    「そんなの知らないわ」「よ、読んでいませんでした」「読書家なんだね、丈じよう二じ君──」


    　うるさい。話す友達もいないから、そんなものでも読んで暇ひまを潰つぶすしかなかったんだよ。


    「──しっかしなぁ──この状況下で外資系製薬会社か──明らかにフラグだよなあ──」


    　なんていうか、安易すぎるんじゃなかろうか。もうちょっと意外性というやつがほしい。


    「何よぶつぶつ言って」「なんでもない」「あっそ、なら黙って。景色を楽しんでるのよ」


    　──おまえなあ、そんな吞のん気きなこと言っている状況か？　とは思うのだけど──。


    「こういう感じの方が、島に来たって感じがしていいわね」


    　風に吹かれながら、いずなは言った。


    　なびく前髪をさらりとかき上げる姿は映画の一シーンのようだ。


    「ま、確かにな」「そうですね」「うん、ぼくもそう思う」と皆、同意してしまう。


    　この島に着いてびっくりしたのは、その何ひとつ僕らの街と変わっていないところだった。


    　ファミレスにコンビニにレンタルビデオ屋に新古書店。


    　ファストフードチェーン、カフェチェーン、アパレルチェーン。


    　チェーン、チェーン、チェーン。


    　見慣れたチェーン店で包囲占領されていて、なんの変哲もない僕らの街を、そのままこの島にコピーしたんじゃないかってぐらいの、見慣れた光景が広がっていたのだ。


    　それに比べるとこの辺りは、実に島々しい島さであった。


    　気温は高いが、風もあるし、何より湿度の低いカラっとした晴れ方なので、不快感はない。


    「ふふ、いい風ね」と言ういずなに「まるで島中、ぼくらの貸し切りみたいだ」と江え戸ど川がわ。


    「そうね、こうしてると、まるでドライブみたい。なかなか、この島も悪くないじゃない」


    「うん、ずっとこうして走っていたいよ」


    　おい、おまえら、なんか良い雰囲気になってないか──？


    「油断するなよ！　ゾンビはどこから来るかわかんないだ。だいたい、ドライブ気分で何も考えずに進んでったら、環状道路なんだ、島一周してゾンビ満載な西の市街地だぞ！　江戸川、どこか適当な場所で止めてくれ。いったん、休憩しよう」


    「う、うん、わかったよ」
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    　それから五分ほどして車が止まった。


    　断だん崖がいから海に突き出した岬みさきが、ちょっとした展望台になっていた。


    　海を見下ろす柵さくの前で、僕はスコップを構える。もしも今ここでゾンビが襲おそって来たら、腕をスコップで払って、その脳天を一撃──すると背後に、もう一体のゾンビ──、


    「──なにやってんの、アンタ」


    　ではなく、丹たん咲ざきいずなが立っていた。


    「く、訓練だよ！　ゾンビが来た時のための！　わ、笑うんじゃない！　ちゃんと見張ってるから、おまえも今のうちに寝ておけって！」


    「だって、江え戸ど川がわのいびきがうるさいんだもん、アタシって繊せん細さいでナイーブなのよね」


    「怖くておもらししちゃうぐらいだもんな」


    　車を止めたとたん、緊張の糸が切れたのだろう。


    　江戸川と鈴すずは、相次いで寝息を立てはじめた。だが、コイツの毒舌は健在だった。


    「うるさい、死ね！　ねえジュース買って。お財さい布ふもケータイも、施設に置いて来ちゃった」


    　死ねと奢おごれがナチュラルに繫つながるおまえって凄すごいと思うわ、皮肉抜きに。


    「──って、ごめん、小銭切れてるわ」


    「何よ、このアタシに我慢しろって言うわけ？」


    「いいや──この非常事態だし、多少の緊急避難は許されると思わないか？」


    　そう言って僕は、腰に差してあるバールを握って笑いかける。


    「そうね、許されるわ。緊急事態ですもの！」


    　いずなも、不敵な共犯者の笑えみを浮かべて応えた。


    



    　ペットボトルから空気の抜ける音が二つ続いた。


    「それにしても、アンタは楽しそうね。教室にいる時より生き生きしてない？」


    「当たり前だ。だってゾンビだぜ。最高だ！」


    「最高って何よ、こんなことになってるってのに──」


    　って、いかん。思わず本音が出てしまった。


    「──そ、そう、最高に対処しやすいゾンビでよかったって意味だよ。ほら、おまえだって、あいつらが全力で走って追いかけてきたら嫌いやだろう!?」


    「──そ、そりゃ、嫌ね──走ってこられたら、困るわ。逃げられないし」


    「だろ！　そんなゾンビは偽にせ物ものだ！　この島のゾンビこそ本物なんだ！　知性のない目、のろのろとした動作！　素晴らしい！　あー、その、素晴らしく、逃げやすい！」


    「──、なんかよくわかんないけど──、この状況で元気になれるってのはうらやましいわ。ちゃんとしゃべれるヤツだったんだ」


    「なんだそれ、当たり前だろ」


    「当たり前じゃないわよ。だってアンタ、教室じゃ、たいていムスっとしてるか、窓の外眺めてニヤニヤしてるかのどっちかでしょ」


    　──そりゃ、まあ、僕とおまえじゃ階級が違うからな。


    　実際、まったく奇妙な光景だ。驚きと言う他ほかない。


    　丹たん咲ざきいずなと二人、海を見ながら、潮風に吹かれ、自販機を壊して入手したペットボトルを傾けているなんて。ありえない。これもゾンビ様のお導きか。


    　教室内の階級格差といえば、これは絶対的なもので、人類史の終しゆう焉えんまで続くと思っていた。


    　休み時間ともなれば、顔面偏差値とコミュニケーションスキルに長たけたいずなたち第一階級が、その他、フツメンたち第二階級と机の周りでギャハハハと笑う。笑いたくなくても女王様が笑うのなら笑う。とにかく笑う。その輪がたとえ、僕や鈴すずの机を占領していても、「マニア」で「オタ」な第三階級である限り、どいてなどとは絶対に言ってはいけない。万が一話しかけようものなら「オタがなんか言ってるんですけどー」とか言われて笑いのネタにされるだけ。だから、休み時間が終わるまで、黙ってずっと窓際に立っているくらいしかできない。


    　いくら勉強ができても性格が良くても、この階級差は覆くつがえせない。委員長の莉り桜おさんですら、せいぜい第二階級の頂点。場の空気を読んだ上で、ときどき注意ができるぐらい。


    　そんな教室が、ずっと続くと思っていたのに──。


    「ま──ほんと、よかったわよ」何が。「案外マトモ──いやマトモじゃないけど、変の方向がマシで。アンタみたいなキモいヤツって、ほら、映画とかだとおかしくなって殺人鬼の仲間入りしようとしたりするじゃない──ウヒヒヒッとかって」


    「うるさいなっ！　キモいキモい言うな！」


    　──今は、なんだかいずなとも普通に会話できている。


    「僕だってな、おまえみたいな可愛かわいい子にキモいとか言われると傷つくんだ！」


    　にへらぁ、と突然に、いずなが満面の笑えみを浮かべた。


    　なんだか空に輝く太陽にも負けない笑顔で、不覚にもドキッとした。な、なんだよ。


    「かわいいっだって──、ふふ、やっぱり、アンタもアタシの魅力わかってたんじゃない！」


    「これで性格さえ良ければな！」


    「ふんだ。どうせアタシは性格ブスですよーだ。本当は友達いないもの。だから居残りになっても、見捨てられちゃうんだもん。だから今日だって、置いて行かれたんだもん」


    　なんかいきなりディープな話になってないか、なんだこれ？


    「──そ、そんなの知らないよ。委員長は残ってくれただろ」


    「冗談でしょ。あの子、アタシのこと、嫌いで嫌いで仕方がないはずよ。委員長様は、きっとアンタと二人きりになりたかったのよ」「は？」「勘かんよ、勘。女の勘」


    　あるわけないと思うけどなあ。


    「んで、置き去りにされた恨うらみを僕にぶつけていたと。本当に性格ブスだな」


    「うるさいわね。どうせアンタも、アタシのこと、嫌いだったんでしょ」


    「別に」


    「噓うそ」


    「まあ、性格さえ良けりゃな。顔は可愛かわいいのによ」


    「ふん。だからね──」


    　なんだよ。


    「性格ブスだから、いっぺんしか言わないわ」


    　だからなんだ。


    「その、──、────、助けてくれて、ありがとう、安あん東どう」


    　え──？


    「──その、あれだけ悪口、言ったから、絶対、置いて行かれると思ったのに──ありがと」


    「お、おう──。き、気にすんな──さすがに置いて行ったら、後味悪いからな──」


    　妙な沈黙。──なんだ、これは。フラグが──立ったのか？


    　ザザーンと打ち寄せる波の音。夏。太陽。岬みさき。風。ヒーローに命を救われた美少女。


    　こ、これは──なんだ──冴さえないギーク男子が危機に大活躍してクイーンビーゲットだぜ的なハリウッド式いずなルートを、僕は、邁まい進しんしようと、しているのか──？


    「ね、写メ撮とって！」


    　妙な雰囲気を打ち破ろうというのか、ことさら明るい声でいずなが言った。写メ？


    「──せっかく海に来たんだもの。泳ぐのも、新しい水着も諦あきらめるけど、せめて記念撮影ぐらいしておきたいじゃない」


    　僕が、ケータイを構えると海をバックにポーズをとるいずな。


    　輝く髪。くびれた腰、肉付きのいい太もも。おっぱいがセーラー服を引っ張り、ちらりとのぞくお腹なか。なんというか撮られ慣れていた。自分の躰からだが、どうすれば一番魅力的に写るのか、熟知していた。切りとられた光景に、呼吸が止まった。


    「んじゃ、撮るぞ」と僕は言い──、


    　その瞬間──不意に海からの強い風が吹いた。


    　カメラは、そして、僕の目は、もう、本当に見事にその瞬間を捉とらえたのであった。


    　──ああ、そうか、金髪の女の子というのは、下も金色なんだなあ──。


    　なんて、思った。


    「ば、バカァッ！」顔を真っ赤にして怒る。「見たでしょ──見たでしょう──」


    　上がったはずの好感度が奈落の底へ転落する。何な故ぜかＣＧ回収ルートに来てしまったらしい。


    「だ、大丈夫だ、問題ない。あれだ、そう、──パンツじゃないから、恥ずかしくない」


    　いずなは無言のまま、腰から鉈なたを引き抜いて、猛然と飛びかかってきた。


    「不可抗力だ。別に狙ねらったわけじゃない。マジ、しゃれにならんって！　死ぬって！」


    　振るわれた鉈を間一髪、スコップで受け止める。


    「──死ね！　死になさい！　死んで頂ちよう戴だい！」


    　僕は全力で逃げた。いずなは全力で追ってきた。


    　ぶっちゃけ、ゾンビが迫ってきた時より、よっほど怖かった。


    「──あれ、なんでこんなところに家が──」「パンツがあるかも！」


    　逃げ込んだ小道の先に、小さな一軒の家がなかったら──。


    　それで、いずなの関心が別の方向に向かわなかったら、僕はきっと、始末されていただろう。
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     第四章　THE HOUSE OF THE DEAD


    



    　ゾンビハザードの日々は、教室の日々に似ている。


    　教室の日々は、ゾンビハザードの日々に似ている。


    　そこでの方法論を突き詰めれば、両者とも、次の一点に辿たどり着くからだ。


    　すなわち──勝利を目指すな。ただ、生き残ることのみを考えろ。


    　群れをなして襲おそい来るゾンビを何体、斃たおしたところで一時の勝利に酔うことしかできない。


    　人間の体力と気力には限界がある。いずれ刀剣は折れ、銃弾は尽きる。


    　だが屍し者しやの数は無限であり、斃すべき親玉など存在しない。


    　教室の悪意が無限であり、根本的な解決など存在しないように。


    　──勝利など、けして、望めない。生き残ることしか、できないのだ。


    　だから、教室、ゾンビハザードも、目指すところは同様だ。


    　──隠れ潜ひそんで息を殺し、目立つことなく日々をやり過ごすこと。


    　誰だれの目にもつかず、逃げ隠れて昼食を取る術すべの方が、いざという時、よほど役に立つ。


    　教室のゾンビどもに比べれば、本物のゾンビたちは、よほど、素朴で、純粋で、善良だ。


    　教室で生き延びるだけの知恵があるなら、きっとゾンビハザードも生き延びられる。


    



    
      †

    


    



    　玄関には「売家」という看板が掲げられ、不動産の連絡先が書かれていた。


    　けれど風雨にさらされて、印刷もだいぶ薄れかけていて、細かい数字は判別が困難だった。


    「ごめんなさい、ごめんなさい、緊急事態なんです、ごめんなさい」


    　謝ってから、バールのようなもので「緊急避難」し、僕ら四人は二階建ての家屋に入る。


    　家財道具はあらかた撤去されていて、床にはうっすらと埃ほこりが積もっていた。


    　電気もガスも止まっている。水は何な故ぜか出たけど。


    　家具がないことをおいても、殺風景な内装だった。一階にいたっては、フロア全体をぶち抜いたガランとした吹き抜け。コテージ風の外見からして、別荘かなんかだったのかもしれない。バブルの時に、金余りの成金が建てたか、なんかの。


    「ま、贅ぜい沢たくは言えないしな。一夜の寝床としては十分だろう」「そうですね」「そうだね」


    「全然、十分じゃないわよっ、どうしてパンツがないのよ──避難してきた女の子のために、一枚ぐらい残しておいてくれてもよかったじゃない──」


    　いずなが小さく毒づいた。ニッチすぎる要求だ。


    「──なあ、あれだったら──僕の穿はくか？　ほら、僕はズボンあるし──」


    「──イヤ。妊娠する。性病がうつる」


    　どうせ、そう言われると思ったよ。


    「おい、窓の近くに立つな。いつガラスを割ってゾンビが飛び込んで来るかわからないんだ」


    「お、脅おどかさないでよ──」


    「脅かしてなんかない。一番多いパターンだ」


    　ゾンビ映画じゃ、窓際に立ったら死亡フラグと思ってまず間違いない。有史以来、一体、何人が、そうやってゾンビに喰くわれただろう。もちろん、僕はその轍てつを踏んだりはしない。


    「休むのは、もう少し後だ、みんな手伝ってくれ」


    　ゾンビ蠢うごめく夜の森、一軒家での籠ろう城じよう戦せん。


    　いいぞ『NIGHT OF THE LIVING DEAD』みたいだ。


    　雨戸を閉める。玄関や割った窓のところに、残されていた数少ない家具でバリケードを作る。


    　二階に死体が転がってたりしないか、地下室に親子が三人隠れてたりしないかも確かめた。


    　──死体も地下室もなかった。


    



    　そうこうしているうちに、日も落ちて、電気もないから室内は真っ暗である。


    　キャンドルの光が揺らめく中、僕らは車座になり施設の倉庫から持ち出したカンパンを囓かじる。


    「カンパンだね」「カンパンですね」「うん、すごくカンパンだ」「カンパンよ文句ある？」


    　江え戸ど川がわが言い、鈴すずが言い、僕が言って、いずなが言って、以下、沈黙。


    　会話が続かなかった。本当に偶然集まってしまった四人であるから、それも当然だ。


    　ああ、莉り桜おさんがいてくれたらなあ、と思う。クラスの誰だれにでも優しく、知的な莉桜さんであれば、きっとこのメンツでも会話が弾む共通の話題を見つけてくれるだろう。


    　例えば、このカンパンの由来やら保存性の秘密やら何やらについて知的なウンチクを披ひ露ろうし、僕らを感心させてくれるに違いない。


    　莉桜さんがダメなら古ふる内うち潮うしおでもかまわない。普段は呼びもしないのに寄ってくるのだから、こういう時ぐらい役に立ってほしい。あいつは、ぼっちを見つける嗅きゅう覚かくみたいなものがある。学食なんかで一人寂しく──いや、一人優雅に孤独のグルメを楽しんでいると、必ず寄ってくるのである。こないだだって──。


    　昼休みの教室。ざわめきと喧けん噪そう。数日前のことなのに今となっては懐かしい日常の風景を僕は思い出す。


    「おう、丈じよう二じ、おめー、何一人で弁当食ってんだ、おい、こっち来いって、こっち」


    「うるせーな、僕は一人が好きなんだよ！　──来んなって！」


    「おれは一人が嫌いだ──ほれ、ちょい詰めろ──、おう、そこの──江戸川だっけ、おまえも一人ならこっちこいよ、遠慮すんな、なに喰くってんのそれ、パン、いやパンはわかるけど何パンよ。餅もちパン？　一口くれ一口、お、うめーな斬ざん新しんな味だな。ほい、俺おれのトンカツやる。好き？　だろ、好きそうだよな！　丈じよう二じ、お前も餅パンもらえ。江え戸ど川がわ、代わりに、丈二から唐揚げもらえ、コイツんちのマジうめーぞ、って、おーい、いずなちゃーん、こっちー」


    「え、えっとー、何、これ何メンツ？　仲良かったの、アンタら」


    「親友、マジ親友。な、丈二。江戸川とも今日から親友。な？」


    「知らねーよ、おまえなんか──」「え、あ、はい」


    「ほい、いずなちゃん、そんだけじゃ栄養足りないだろ、唐揚げあげる」


    「わーい、太っちゃうけどうれしー！　ウッシーくん、ありがとー！」


    「俺じゃねぇの、それ、丈二の。お礼はこっち」


    「そ、そうなの？　やだ、食べかけじゃないでしょうね！」「──、──ちがう」


    　──ってな具合だ。


    　本当に、ヤツほど空気の読めない男も珍しい。ぼっちもお姫様も、教室の階級も関係ない。


    　ヤツはイケメンかつスポーツ万能のナチュラルボーンリア充だから、そんなこと一切気にせず生きていけるんだろうが、僕は違うのだ。引っ張り出されるたび、突然お日様に晒さらされた石の下の虫の気分を味わうのである。余計、みじめになるのである。


    　しかし、そんなヤツの死ぬほど軽い会話、今ならＢＧＭ代わりになるだろう。どっかから、この気まずい気配を察知して現れないもんか。無理か。──せめて無事でいてくれりゃいいんだが。


    　って、クソ、なんで僕は古内の心配なんかしてるんだ。あんなヤツはどうでもいい！


    　話題がないから、どうしたって、そういう暗いことしか思いつかなくなるのだ。


    「莉り桜おさんや、みなさん、どうなったんでしょう──」


    　──だから結局、そういう話になってしまう。


    　重い沈黙が、立ちこめる。部屋の闇やみが、一段深まった気さえ、した。


    「無事で──みんな、無事でいるわよね──、きっと、無事よね──？」


    「たぶん、ね──、ルミ姉ねえ──佐さ武たけ先生もいるし、莉桜さんはなんとか──」


    　僕はそう言った。もちろん、普通に考えれば、他ほかは絶望的、だ。


    　いくら、ルミ姉が超人的とはいっても、百人近い生徒を全員助けるなんて無理がある。せいぜい、途中で莉桜さんに追いついて、二人で生き延びていることを祈るのみだった。


    「──いちこ、──、ゆなぁ──、」と、いずなは、誰だれかの名前を呟つぶやいた。


    　それがいつも彼女と一緒にいる女友達だと思い至るまで、しばらく時間がかかった。


    　──なんだ、性格ブスとか言うわりには、ちゃんと人の心配できるじゃないか。


    　ルミ姉と、莉桜さん──あとはせいぜい、古内。それ以外クラスメイトなんて、僕にとってはまったく他人も同然で、身を案じる気持ちなど、一ミリたりとも湧わいてこなかった。


    　僕のほうが、よっぽど薄情だった。


    「東京は大丈夫なんでしょうか？」「そうだね、都会は人が多いし──」「パパ、ママ──」


    「ああ、そっちは大丈夫だろ」


    　ゾンビで世界滅亡となったら、なかなか素敵だろうが──残念ながら、ま、それは期待薄だ。


    　──とは、もちろん、口にできないので、軽く笑い飛ばすに留とどめた。なのに──、


    「気休めなんか、いらないわ」「人の多いほど危ないんですよね？」「東京なんか、きっと」


    　と三人は口々に、絶望を含んだ声で、抗議するように言った。


    　って、あれ──。


    「いや、大丈夫に決まってるだろ、常識的に考えて」


    「どうしてよ！」といずなが半ギレ。他ほか二人も怪け訝げんな顔。あれ、本当にわかってない？


    「だって、簡単だろ、ちょっと頭使えって」


    「な、何がよ、何が簡単なのよ」


    　いいか、よく聞け、と僕は言う。


    「離島って言うのは、本来は一番安全なんだよ。ゾンビたちは、あんまり泳ぎが上う手まくない。海に落ちたら鮫さめの餌えさになるしかない。川だって滅めつ多たに渡らない。潜伏期の感染者が渡ってくる確率だって、地続きの場所と比べたらずっと低いんだ」


    「安全って、だって現に──」といういずなの発言を「だからさ」と手で押しとどめる。


    「もしも首都圏や、世界のどこかの大都市で、最初にこれが起きていたら、いくらなんでも先に情報が入ってきていたはずなんだよ。だけど、そんな兆候はなく、突然、この島に奴やつらは現れて、電話もネットも一度にダメになった。だから、たぶん発生源はこの島だ。そう考えた方が自然だよ。だろ？　こんなことになってるのは、たぶん、ここだけさ。下へ手たすると、僕らが酷ひどい目に遭あってるってことさえ、本土のみんなは知らないんじゃないかな」


    「じゃあ、パパとママは無事なの？」といずながパッと顔を輝かす。


    「──そう、そうなんですか──」「なんだか、──安心しちゃったよ」


    　いずなだけでなく、鈴すずや江え戸ど川がわも安あん堵どの声を漏もらした。


    「だから、僕らや島の人にとっちゃ災難だけどさ、考えられるうちじゃ、一番マシなパターンだよ。ゾンビの恐ろしさは、そのネズミ算式に増えていく感染力、増殖力にある。感染ルートが限られた孤島では、その最大の武器がすでに封じられたに等しいんだ」


    　──てーか、案外、それも計算の内だったのかなあ。


    　電話もネットも一度にダメになるなんて、普通に考えれば、いくらなんでもおかしい。


    　製薬会社ってのが、もう、いかにも怪しすぎ。どうせウイルス漏もれも想定してたに違いない。


    　そこが情報インフラ全部握ってて、隠いん蔽ぺいのために一気に遮断したとかじゃなかろうか。


    「じゃ、じゃあ──アタシたち、助かるの──？」


    「へ──、当たり前だろ？　助からないと思ってたのか？」


    　答えの代わりに、すすり泣きが、部屋に満ちた。いずなが、突然、泣き出したのだ。


    「お、おい、大丈夫か？　お、おい──」


    「──ひっく、ご、ごめ──、あ、安心、しちゃって──」


    　──びっくり、だ。


    　ちょっと考えればわかる常識だと、と思っていたことなのに、いずなやみんなにとっては、わけのわからないことだったのか。当たり前のことを、説明するだけで、みんなを、安心させることができるのか。僕の知識が本当に役に立つのか──拳こぶしを強く握る。


    「また──また、パパとママに会えるかなぁ──？」


    「会えるよ、当たり前だ。安心しろ。しばらく耐えれば救助が来る。僕らは助かる、平気さ」


    　断言した。


    　不運要素だってある。船や飛行機で脱出した感染者が、人でごった返す空港や港でゾンビ化しようものなら、一気に大感染だ。あるいは、本当に全地球規模で死体蘇よみがえり現象が起きた可能性も、ゼロじゃない。でも、今、僕がすべきなのは、あえて言いきることだと思った。


    「──アンタ、ただのマニア君じゃなかったのね──」


    　また、脳のう裏りに好感度の上昇の音が響いた。


    「あ、ありがと、安あん東どう」「鈴すずも、安心しました」「丈じよう二じ君ってすごいんだね」


    　──そうだ。僕は、本当に、この島でなら、ヒーローになれるのだ。


    　今、必要なのは、車の運転技術じゃない。古ふる内うち潮うしおばりの会話術なんかでもない。


    　ゾンビという脅威に、冷静沈着、正確無比に対応できる、この安東丈二の冴さえた頭脳だ。


    　きっとこの家にも、遅かれ早かれ、ゾンビたちが押し寄せてくるに違いない。


    　それこそ『NIGHT OF THE LIVING DEAD』のように。


    　──だが、あの映画と、僕たちの間には、決定的な違いがある。


    　手にしたスコップビュンビュンと唸うなる、ゾンビ退治の専門家、安東丈二の存在である。


    　押し寄せるゾンビをものともせず、僕は冷静沈着に指示を出し続けるだろう。


    　夜を徹してのゾンビたちとの戦いの中で、女の子の好感度は、天へと駆け昇る龍りゆうの如ごとく高まり、決定的なフラグが厳然と打ち立てられる。


    「やっぱり、車を運転できるだけの男なんてダメね！　男はやっぱりゾンビと戦えないと！」


    「安東さん、鈴、鈴、怖かったです──」（中略）「「抱いて！」」となるだろう。


    　──さあ、いつでも来い、ゾンビども、当方に迎撃の用意あり！
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    　──けれど、ゾンビは来なかった。


    　あの後、交代で見張りを立てた。最初の当番を引き受けたのは僕だった。


    　ゾンビの襲来を今か、今かと待ちわびた、心躍る時間であった。


    　結局、襲来はなく江え戸ど川がわに交代し、寝床──カーテンを床に敷いただけのものだ──に横になっても、あまり眠れなかった。ゾンビが来るのが楽しみで仕方がなかった。


    　だが──結局、その晩、ゾンビたちはやって来なかった。


    　最後に見張りに立った丹たん咲ざきいずなが、思いっきり眠りこけるという最大級の死亡フラグまで立てていたのに、来なかった──ていうか、おまえはマジちゃんとやれ、殺すぞ。


    　ともあれ、まあ、そういう日もあるさ、と僕は思った。


    　一晩休んで気力体力も充実している。今日こそ決戦だ──と拳こぶしを握って決意を新たにした。


    　しかし、その日もゾンビはやってこなかった。その次の日もゾンビはやって来なかった。


    　平和だった。


    　平和すぎた。まるでゾンビハザードなんて起こってないみたいだった。


    　僕はまるで永遠に来ることのない待ち人を待ち続ける不条理劇の主人公のようだった。


    　三日目になると、対ゾンビの襲来に備えた家の補強も、あらかた終わりつつあった。


    　というか、工具の使い方に慣れた江戸川の独壇場であった。


    「その持ち方だと、手首痛めるよ。貸して。こうやって、躰からだ全体で引くんだ」


    「丈じよう二じ君、そんな風に何本も釘くぎを打ってもダメだよ」


    「うーん、こんな腐った木を渡しても意味ないんじゃないかな──」


    　──本来ならば、僕が陣頭指揮を執るべきだというのに、いつの間にか、江戸川の助手というか弟子というか、そんな感じになっていた。


    「うーん、丈二君、ごめん──、手伝ってくれるのは嬉うれしいんだけど──」


    「ええっと──、うん、ここは大丈夫、ぼくがやるよ」


    「──あのさ、床の掃除──雑ぞう巾きんがけ、お願いできる？」


    　何な故ぜだ──。こんなハズではないのだが。


    　しかし、それよりも何よりもの誤算は、小こ伏ぶせ鈴すずの活躍っぷりであった。


    　白衣を着た色白貧血系少女、というどう考えてもインドア属性のはずの彼女が、突如、森に入って野草を取ってくるわ、木々を集めて焚たき火を起こすわ、とサヴァイバルモードに入ったのである。体力作りもかねて、救急救命士のお父上と、よくキャンプに出かけていたらしい。


    「救命隊員は災害救助の現場に派遣される時もあります。ライフラインが全部止まってしまった時、それでも、自分一人で生き残ることができないと、他ほかの人を助けるなんてできませんから。きっと、お医者さんも同じですよね──」


    　そう言って彼女は、たった一人で、我々四人のライフラインを繫つないでしまった。


    　先日は、なんと即席の罠わなで、野ウサギを捕獲。僕らが見ている前で、これを鮮やかに捌さばいてしまった。ちなみにその際、


    「ウサギさんがかわいそうじゃないっ！　こんなに可愛かわいいのにぃぃ～（悲）」


    　とかなんとか泣きわめいたクセに、匂においにつられて一口食べたら、美お味いしい美味しいと、人一倍食いやがったのが丹たん咲ざきいずなである──誰だれかこの女を殺してくれ、マジで。


    　──こいつはもちろん、ただの役立たずである。


    　そのくせ、


    「江え戸ど川がわも鈴すずもすごいのに、アンタはほんと、無能ねぇ」


    　などと言うのである。上がったはずの好感度もまた、元通り。


    　しかし、実際、その通りであった。僕の立場が不ま味ずかった。


    　今だって、玄関の軒先で、バールのようなものを抱かかえて座っているだけだ。


    「ぼ、僕は、何をしたら、いいのかなあ、さ、参考までに、意見を聞きたいなぁ」


    「そ、そうだね、うーんと、見張りかな」「見張りをお願いできますか？」


    　──という、作戦会議により決定された。


    　時折、「丈じよう二じくーん、ちょっと、ここ押さえておいてくれるかなぁ」という声がかかる他ほかは、木陰の隙すき間まから流れゆく雲を眺めるのが、僕の任務であった。


    　──空が青いなぁ。こうしていると、ちっぽけな人間のことなんてどうでもよくなるなぁ。


    　って、おかしい。これは違う。


    　これでは、教室で窓の外を眺めていた時とまったく同じではないか。


    　このままでは、全然、いいところみせられないまま救助されて教室に戻されてしまう。


    　嫌いやだ。僕はまだ帰りたくない。せっかくのゾンビハザードを満喫しきっていない。


    　ゾンビが──必要だった。ゾンビに来てもらわねば、困るのだ。


    　ゾンビが来なければ僕の対ゾンビ戦闘能力が発揮されることはない。単なる孤島のキャンプであって、そうなれば小伏鈴の独壇場である。僕が無能なわけではない。ただ、もっと衣食住を保証された環境じゃないと、僕の対ゾンビサヴァイバル術は機能しないのだ。


    　例えば、そう──ショッピングモールとか!!
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    「ここにいては、いけない。移動すべきだ」


    　野草で作った塩のスープとカンパンで夕食を取りながら、僕は言った。


    「は、いきなり何よ？」「どうしたんですか？」「何かあったの？」


    　怪け訝げんそうに問う三人に、僕は「☆楽しい合宿のしおり☆」にあるこの島の地図を見せた。


    「南の端がセミナーハウス、そして今僕らがいるのは、このへん。僕らはルミ姉ねえ──佐さ武たけ先生の指示で道路沿いに北を目指したけど、位置としては東にいる。これでいいんだろうか？」


    「いいんだろうかって、いいんじゃないの、安全なんだし」


    「いや。見てくれ、セミナーハウスから正確に北にあるのが、この建物だ」


    「──紋あや浪なみヒル、ショッピング、モール？」


    「そう、アパレルにスーパー、レストランはもちろん、シネコンに家電用品店まで揃そろえた大型複合施設。食料はもちろん、服も、家具も、なんでもある。それに──、そうだ生存者──クラスの人たちが生き残っていれば、ここにいる可能性が一番高い──」


    　そうだ。こんなとこに立て籠こもろうとしたのが間違いなのだ。なんと言っても、ゾンビの本場と言ったらショッピングモール。最初からモールを目指すべきだったのだ。


    「でも──今いま頃ごろ、中はゾンビでいっぱいなんじゃないですか？」


    「いや、携帯電話が使えなくなった時間から推定するに事件発生は深夜か早朝。モールの開店前であれば、店内はほぼ無人のはず。ゾンビが侵入してない可能性は十分にある」


    「十分にあるって、──でも、だからと言って、どうしてわざわざここを捨てて移動を？」


    　──いつまで経たってもゾンビが来ないし、僕が活躍できないからだ。とは言えなかった。


    「食糧の問題もある。いくらなんだって、このまま野草とカンパンだけで食いつなぐわけにも行かないんじゃないか？　救助が来るのがいつになるかはわからない。例えば、ここで一ひと月つきや半年暮らせるかい？　体力があるうちに移動すべきだと思うんだ。それに大きな施設なら見つけて貰もらえる可能性も高い」


    「でも、大丈夫なの──下へ手たに移動して？」


    　ううむ。旗色が微妙である。仕方ない、こうなれば──。


    「──いずな」「──なによ」


    　あまり使いたくない手だが、手段は選べない。僕はそっと耳打ちする。


    「──テナントには、アパレルも入ってるって言ったろ」


    「──当たり前でしょ」


    「──パンツもあるぞ」


    　その瞬間、稲妻に撃たれたかのように、いずなの躰からだが震ふるえた。


    「ショッピングモールに行きましょう！」


    　ドンと床を叩たたき、断固たる決意を込めてブロンド女は叫んだ。


    　五分五分であった議論の趨すう勢せいが決定的に傾いた一瞬であった。


    



    　かくして、我々四人は新天地を求めて、ショッピングモールへと向かうことが決定された。


    　仮かり初そめの平穏に身を委ゆだね、座して死を待つのではなく、あえて火中の栗くりを拾い、危険の中に身を投じることで輝かしい未来と、勝利の栄光と、新品のパンツを獲得するために。


    　──待っていてくれ、ゾンビたち。今、行くからな。


    　今度こそ、僕が活躍する番なのだ。

  



  
     第五章　デッドライジング


    



    　ゾンビハザードは場所を選ばない。


    　人間が生きるところなら、奴やつらはどこにでも現れるからだ。


    　大都市にも寒村にも。夏の砂浜にも冬の雪山にも。豪華客船にも大型旅客機にも。


    　だから心は常在戦場。いつ、いかなる時も、ゾンビに備えていなければいけない。


    　だけど──もしも願いが叶かなうなら。


    　戦場を選ぶことができるのなら──やっぱりショッピングモールが一番だ。


    　高校野球と甲こう子し園えんが、名探偵と嵐の山荘が、吸血鬼とゴシック様式の洋館が、切っては切り離せない関係であるように、ゾンビとショッピングモールも決して分けては語れない。


    　一九七八年のイタリアとアメリカで、翌年の日本で、ジョージ・Ａ・ロメロの歴史的傑作『DAWN OF THE DEAD』が公開されたその時から。


    　本作において、観客は、ほとんどなんの説明もなく、ゾンビが跋ばつ扈こするアメリカへと放ほうり込まれる。


    　ゾンビハザードによって人類社会が崩壊する中、混乱する職場からヘリコプターで脱出したテレビ局員とＳＷＡＴ隊員の四人は、無人のショッピングモールに辿たどり着き、そこに籠ろう城じようすることになる──。


    　そこでの生活は、まるで滅ほろび行く人類文明の、資本主義社会の、最後の輝きのようだ。


    　自家発電機を備えたショッピングモールは、彼らに何不自由ない暮らしを提供し、彼らは思う存分に消費の快楽にふける。


    　突然の乱入者が屍し者しやとともに雪な崩だれ込んでくる、その日まで──。
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    　夜明けとともに、我々は、三度の夜を過ごした一軒家に別れを告げ、出発した。


    　江え戸ど川がわの運転するピックアップトラックが、ショッピングモールを目指す。


    　ヤシの木が沿道に並んで植えられた、いかにも南国然とした町道を抜け、ガジュマルの木が生い茂る坂道を登っていく。木こ漏もれ日の落ちる道の脇わきでは、亜熱帯性の植物が、毒々しいほど赤い花を咲き誇らせていた。


    　目指す紋あや浪なみヒルショッピングモールは、その名の通り、島の中心にある紋浪山の六合目ほどに建てられた施設だ。その立地からもわかる通り、観光施設としての要素も強い。山の雄大な景観と太平洋の絶景を一度に見渡すことができる。大型のスパやスポーツジムも併設され、単なる商業施設を超えた総合娯楽施設として、人気を集めている。


    「──相変わらず、よく知ってるわね、それもパンフレット？」


    　助手席のいずなが、また呆あきれたように言う。


    「そうだよ、文句あるか」


    「別に。恋人もいないのにデートコースだけ考える男っているわよね」


    　僕はそんなことはしないっての！


    「ゾンビだ。かわすよ。後ろもちゃんとシートベルトしてる？」「ＯＫ」「してます」


    　前方、車道を歩く人影。水着の若い男女──だった二体のゾンビを、迂う回かいし追い抜く。


    「リア充爆発しろ」と僕は言い「アタシの勝ち」と女性のスタイルについていずなは述べた。


    「だいぶゾンビが増えてきたね。生きてる人は、見あたらない──」


    「でも、なんだか、さっきから、みんな同じ方に向かってませんか？」


    「そうね、私たちと目的地が同じみたい」


    「き、気のせいじゃないかな──、気のせいだよ、たぶん」


    　やっぱり映画の通りだ！　なんてことは、もちろん口には出せない。


    　ゾンビたちは、完全に知性や記憶をなくしてしまったわけではない。飲み干した缶ジュースの底に溜たまった雫しずくほどには、生前の記憶を残している。だから周りに餌えさがなければ自然と馴な染じみ深い場所に集まっていく。なんといっても、そんなゾンビたちを惹ひき付けて止やまないのが、ショッピングモールだ。そこに行けば何でも揃そろう、どんな欲望も叶かなえられる──そんな消費の殿堂が、ゾンビたちの腐った脳のう味み噌そでさえ虜とりこにする。


    「うむ、どんどん増えてるな、くそっ、ちょっと強引に行くよ──」


    　江え戸ど川がわが罵ののしる。前方、学ラン姿のゾンビたちが、十人近く、横いっぱいに広がり歩いている。


    　中高生というのは、どうして、ああ横になって歩きたがるのか、その習性はゾンビになっても変わらないらしい。あれでは、迂回しようもない。


    「ちょ、ちょっと、あれ──、ウチの学校の子じゃないの？」


    「よく見ろ、制服が違うだろ、安心しろって」


    　──案外、もうみんな、ゾンビになってモールに辿たどり着いていて、変わり果てた姿で再会かもしれないけどね、と続く言葉を飲み込んだ。


    「みんな、摑つかまっててね！」


    　江戸川がアクセルを踏み込む。トラックが加速。エンジンが排気音を轟とどろかす。


    　前を行く学ランゾンビたちが、ようやく気づいて振り向いたけど、もう遅い。


    　ドンっと軽い衝撃、二、三人まとめて撥はね飛ばし、走り抜ける。


    「──だから道路は脇わきを歩けって言うんだ」と、江戸川。ちょっと口調が怖い。


    「北きた高生もああいう歩き方してる連中多いよね。撥はね飛ばしてやろうかとか思わない？」


    　──人は、いろんな内面を抱かかえているもんだなぁ。


    　とにかくそんな感じで、ゾンビをかわし蹴け散ちらし、車は山道を上り──不意に広がる視界。


    「わ、」「わあ、」「おぅ、」「きゃ、」と、四人揃そろって、感嘆符を漏もらしてしまう。


    　生おい茂る森に閉ざされた天然の屋根が不意に途切れて、青空が広がった。


    　山の中腹を大胆に切り開いた、アホみたいに広大な平地が、なんの脈絡もなく出現した。


    　スカイブルーを背景に、数千台が駐車できるだだっ広い屋外駐車場。


    　──しかし、やはりゾンビハザードの発生は閉店時だったのだろう、駐車している車は、業務用と思おぼしきものがほんの数台程度だった。


    　東側は、綾あや浪なみ山の山頂から遙はるか海まで続く、荒涼として雄大な岩砂漠だ。


    　百年前の大噴火の際、海へと流れ出した溶岩が、山の東側に生い茂っていた亜熱帯雨林をすべて焼き払ったのだという。流れ出したマグマが真っ黒に冷えて固まって大地を覆おおい尽くし、溶岩でできた奇石、奇岩が、ぽつぽつと墓石のように列をなしている。


    　月の裏側か、それでなければ、地獄を思わせるような光景である。


    　西側には、波打ち寄せる太平洋が見渡せ、そして正面に聳そびえるのが、我らのモールである。


    　壁面には〝AYANAMI HILL SHOPPING MALL〟と緑色の大きな店名。その下には、カフェチェーンにファストフード、ドラッグストア、カジュアルファッションブランドの色とりどりのトレードマークが陽光を反射する。


    　薄い茶色の外壁は、ちょっとした丘か、あるいはレンガ造りの巨大な砦とりでとさえ見えた。


    「僕のショッピングモールを見てくれ、どう思う？」


    「すごく、大きいです」と鈴すず。「アンタのじゃないでしょう!?」といずな。


    「これから僕らのものになるんだよ、江え戸ど川がわ、出してくれ」


    「で、でも、結構、ゾンビが一杯だよ、大丈夫なの？」


    　彼の言う通り、この島、こんなに人がいたのか、と思うほどのゾンビが駐車場に押し寄せ、ゆらゆら、おぼつかない足取りでモールを目指している。


    　──だからこそ、いいんじゃないか。衣食住を保証されたゾンビサヴァイバルだ！


    「何よ、今さらここまで来て引き返せって言うの!?」といずな。


    　まるでそれに賛同するかのように、僕の横のウインドーを叩たたく音。「わっ！」


    　アイドリングの音を聞きつけた中年女性のゾンビが、舌をだらんとたらして窓に張り付く。


    「このままじゃ、囲まれちゃいますよ！」


    「覚悟を決めるんだ、江戸川！　中に入ってしまえば問題ない！」


    「了解──、どのみち、ガソリンも残り少ないしね！　コミケ三日目よりは全然マシだ!!」


    「二日目よりもです！」


    「待っててね！　アタシのパンツたち！　全部、穿はいてあげるから！」


    　四者四様の決意と欲望を乗せ、トラックが再び走り出す。


    「どうしたらいい!?　ショーウインドー割って、無理矢理突入するかい!?」


    「そしたらゾンビたちまで中に入ってくる！　裏に回ろう。裏口か搬入口の扉を壊す！」


    「了解！」と江え戸ど川がわがアクセル。ますますその密度を増すゾンビ。もはや避よける余裕もない。


    　老ろう若にやく男なん女によの区別なく屍し者しやを撥はね、フロントガラスが赤く染まる。まるで肉の壁だ。


    「スピード落とすな！　囲まれたら最後だぞ！」


    「けど、こ、こんなに多くちゃ──」


    　江戸川の声に、若干の焦あせりが交じり始める。


    　あれ──ヤバいか、無謀すぎたか──？　と冷たい汗が僕の背中を伝ったその時だ。


    　突然──運命が戸を叩たたく音が、駐車場に鳴り響いた。


    「わ、」「な、何よっ！」「何だ？」「第五、ですか？」


    　比ひ喩ゆでも何でもない。駐車場内のスピーカーというスピーカーが、ベートーヴェンの交響曲第五番「運命」を突とつ如じよとして奏かなでたのだ。車内にいてさえ、思わず耳に手をやってしまったほどの大音響だ。当然、音に敏感なゾンビたちの注意は、そっちに集まる。


    「なんだかわかんないけど、チャンスだ、江戸川!!」「りょ、了解!!」


    　薄くなったゾンビの壁を突破。アクセルを踏み込む、タイヤが跳ねて、再び加速し出す。


    「あ、あれ！　二階のテラス!!　人がいるわ!!」「裏に回れって言ってるみたいです！」


    　──先客がいたのか？　僕たちを援護してくれてる？　いいや、とにかく助かった！


    「江戸川、頼む！」「わかった!!」


    　モールが近づく、どんどん大きくなる、フロントガラスを埋め尽くす。


    「摑つかまっててッ!!」強引に曲がる。ドリフト──後輪が流れる。


    「きゃ、きゃあっ！」「大丈夫か!?」鈴すずの小柄な躰からだを受け止める。


    　ドンとゾンビを撥ね飛ばす衝撃、タイヤが障害物をゴッと乗り越える振動。


    　殺風景で、ゾンビもまばらな薄暗いモール裏側。固く閉ざされたシャッターが並んでいる。


    「どうすれば!?」「どこから入ればいいのよ!?」「ぼ、僕に聞くな!!」


    　もうダメ!?　ここで？　──と嫌な予感が脳裏をかすめる。


    　その瞬間──。


    　シャッターの隣の分厚く大きな鉄の扉が、爆発するみたいに内側から勢いよく開いた。


    　そして──中から、黒い人影が飛び出した。


    「ゾンビっ!?」と、叫ぶいずな。


    　──ゾンビが走るかボケ、とは──突っ込めない。


    　僕だって、忍者ッ!?　とか、間抜けなことを思ってしまったからだ。


    　黒服たちの一人がこっちだ、と手を振る。他ほかの者たちが、手近なゾンビに走る。


    　槍やりのような長なが物ものを振り下ろし、ゾンビの頭が石榴ざくろのように砕ける。


    　開かれた扉は、大きな搬入口だ。きっとトラックが、あそこで荷物を積み下ろすのだろう。


    「江え戸ど川がわ、あそこなら車も入る！」「わかってる！　みんな、摑つかまってッ!!」


    　タイヤが跳ねて宙を空回り、エンジンが最後の頑張りどころと唸うなりを上げる。


    　急加速に、僕の躰からだがシートに押しつけられ──。


    



    
      †

    


    



    「はぁ、はぁ──」「た、助かった、の──？」「着いたんですか──」「みたい、だね」


    　飛び込んだ搬入用の駐車場は、ジャンボ機だって納められそうな広大な空間だった。


    　ガシャン──と勢いよく扉が閉まる音が、ガランとした空間に響き渡った。


    　助かったと、大きくため息。


    　──ちょっと、やっぱり無謀だった。無謀、すぎた。


    　彼らが、いてくれなければ──たぶん、マジでやばかった──。


    　一息ついてようやく、僕の脳のう味み噌そに、起こったことを時系列順に整理する余裕が生まれる。


    　飛び出してきた黒ずくめたちは、皆、頭にフルフェイスのヘルメットをかぶり、レザーのツナギを着ていた。手にはゴツゴツとしたグローブをはめ、脚にも見るからに重そうな金属光沢のする安全ブーツ。さらにその上から、キャッチャー用プロテクターで、胴体や肘ひじ、膝ひざなどを守っている。まるで鎧よろいの騎士や変身ヒーローのような重装備ぶりで、肌の露出は一切ない。


    　──嚙かまれて感染すれば、どんな屈強な男でもゾンビになってしまう。それがわかっているのに、映画じゃ半はん袖そでで逃げたりするバカが多すぎる。


    　それに対して、彼らの装備は完かん璧ぺきだ。あれなら感染のリスクを最小限に抑えられる。ゾンビディフェンスのお手本として、写真に撮とって記念にしたいぐらいだった。


    　完璧なのは、装備だけではない。


    　その行動も完璧。扉を開け、近くのゾンビだけを的確に斃たおす。彼らの目的は、あくまで出入り口の安全を確保すること。だから、寄ってくるゾンビ以外にはけして手を出さなかった。


    　そうして、僕らが逃げ込んだ後は、すぐに扉を閉鎖、頑がん丈じような鉄のカンヌキをかける。


    　駐車場で音楽を流したところから含めて、あまりに見事、あまりに鮮やか。


    　ゾンビに対する、正確な知識と、深い理解がなければ、ここまではやれない。


    　同志だ。彼は──僕たちを助けてくれたフルフェイスは、相当なゾンビ者に違いない。


    「ありがとうございます！」「ご、ございます！」「ありがと！」「助かりました！」


    　車を降りた僕らは、口々に言って、リーダーらしき男に頭を下げる。


    　だけど──、


    「おー、やっぱ、安あん東どうだわ！　いずなちゃんと小こ伏ぶせも！　そっちは、江戸川か!?」


    　フルフェイスヘルメットを脱ぎ去った彼は、開口一番に言った。


    　え──。


    「マジだよマジ！」「よく無事だったな！」「江え戸ど川がわ、車、乗れたんか、すげーな！」


    　続いて、他ほかの面々もメットを脱いで、露あらわになった、その顔は──。


    「──お、大おお浦うら──？」「み、みなさん──？」「み、みんな！」


    　野球部の大浦にサッカー部の川かわ田だをはじめ、同じ学校の運動部連中だった。


    「ア、アンタたち、無事だったの!?」


    「おう、おまえたちが最後だよ。これで、北きた崎さき高校の生徒は、七十六人、全員無事だ」


    「本当に!?」と、歓声を上げるいずな。


    　──なんだ、それ──、マジでか？


    　そりゃ、二、三人は運良く生き残るくらいはあるかもしれないけど──この状況で全員が生存だって？　どんな冗談だ？　どんな奇跡だ？


    「アタシ、怖かったの──怖かったよぅ、怖かったのぅ──」


    「お、おい、おい、丹たん咲ざき、やめろって、おい」「──役得っすねぇ、隊長」「うるせぇ」


    　いずなは感極まったように、大浦君の胸に飛び込んで、おいおい泣き始めている。


    　だけど僕の心には、クラスメイトとの再会の喜びではなく、戸惑いばかりが渦巻いていた。


    　だって──、


    「──そんな、だって、あんなゾンビがいっぱいで、どうやって──」


    　再会を喜ぶより先に、僕の口をついて出たのは、茫ぼう然ぜんとした疑問文だった。


    「ああ。我らの指導者の──、委員長のおかげだ──」


    「いいん、ちょう、──？」


    



    「──久しぶりね──安東君。ずいぶん、遅かったじゃない」


    



    　凜りんと水晶のように硬く透き通った声が響いた。


    　コンクリの冷たい床をヒールがカツンと叩たたき、姿を現した黒髪の少女は──、


    　その姿は、間違いない委員長──城しろヶが根ね莉り桜おさん、だった。


    　無事だったんだね──っと、喉のどまで出かかった叫びを僕は飲み込んだ。


    　気け圧おされたからだ。違う、何かが違う。莉桜さんであって、莉桜さんではない。


    　──服だろうか。


    　セーラー服の上から羽織るのは、コート、というより、外がい套とうと漢字で書いた方が似合いそうな上着。肩に厚いパッドが入っていて、軍服じみた威圧感を放っている。


    　それが、妙に厳いかつい印象を与えているのだろうか。


    　いや、違う──そうだ、眼鏡めがねだ。


    　委員長を委員長たらしめる必ひつ須すアイテムのはずの眼鏡が消えていた。


    　ああ、なんてことだ。人類全体の損失だ。貴重な眼鏡っ子がまた一人失われたなんて。


    　でも──本当にそれだけだろうか。


    　──本当に、眼鏡めがねがなくなったというだけで、こうも印象が変わるものだろうか。


    　温和な──聖職者のように、すべてを優しく包み込む慈愛に満ちた笑えみは、今や、彼女の顔から完全に消え失せている。あの優しかった委員長スマイルをどこにも見いだせない。


    　そこに浮かぶのは、まるで氷の彫刻のように冷たく鋭い表情だった。


    　それはまるで──厨ちゆう二に病じみた比ひ喩ゆをお許し頂けるなら──吹雪に凍いてつくヴァルハラで、死せる兵士たちを率い、永久に戦い続ける戦乙女のようだった。


    　何が、彼女に、そんな表情をさせているのか──？


    「莉り桜おー、会いたかったよ、怖かったよー!!」


    　僕のそんな思考を、いずなの空気を読まないアニメ声がかき乱す。


    　莉桜に駆け寄って、抱きついた。


    「無事だったのね。小こ伏ぶせさんを預けてよかった。それに江え戸ど川がわ君まで。ありがとう、安あん東どう君」


    　え──、いや、その──。


    「安東がいずなちゃん助けたのか」「お手柄だ」「やるじゃねぇか」「ＭＶＰだな、安東」


    「ちょ、ちょっとやめてよ──、何よ、それ！」


    「丹たん咲ざきさん、安東君や皆に助けられてきたんでしょう？　ちゃんと、お礼をするといいわ」


    「や、やめてよ、そんな言い方！　安東なんかとずっと一緒で最悪だったんだから！」


    　それは本当に、いつも通りの口調。教室で何度も何度も聞いた、僕を、僕らを嘲あざける笑い声。


    　僕らを、クラス内第三階級を平然と見み下くだす、自分にはその権利があると信じてまったく疑わない姫の声。


    　ちらりと、横の江戸川と鈴すずを見れば、二人も、居心地悪そうに俯うつむき気味だ。


    　僕だって、そうだ──、運動部連中は、あまり一緒にいて心安らげる人間じゃない。


    　──と、そこまで考えて、ああ、と僕は理解した。


    　クラスメイトとの再会の場にあって、喜びの代わりに僕の心を満たしていたものの正体に。


    　それは、失望だ。僕は失望していたのだ。みんなが生き残っていたことに。


    　最悪の男だな、僕は。いずな、おまえの言う通りだ。


    　クラスのみんなが無事だった事実を喜べなかったのだ。


    　だって、それは夢の終わりにほかならない。


    　せっかく活躍できる場を求めてモールに来たっていうのに、待っていたのは、この現実。


    　みんなは無事で、もうすぐ救助が来て、僕は、僕らは学校に戻るのだろう。


    　夢と希望とゾンビに溢あふれたこの島から、悪意に満ちた教室へ。


    　すべては元通りになるのだ。


    　塵ちりは塵に、灰は灰に、カエサルのものはカエサルに。


    　丹咲いずなはクラスのお姫様に、安東丈じよう二じは教室の除のけ者に戻るのだ。


    　この三日間のことなんて、彼女にとっては、今この瞬間をもって黒歴史と化したのだ。


    　僕を軽けい蔑べつし、罵ののしり、汚物のように扱う、いつもの丹咲いずなが戻ってきたのだ。


    　──非日常は終わりだ。


    　そんな湿った喪失感が、黴かびのような絶望とともにじわじわと押し寄せてくる。


    　まあ、いいさ。こんなものだろ。ヒーローなんて、僕の柄じゃなかったのだ。


    　そこそこ楽しかった。僕には、過ぎた日々だった。


    　──そんな風に、小さくため息をつく。


    「ね、一緒だったって内緒にして!?　学校に帰ってから変な噂うわさになったら、いずなもう、生きてられない！　ね、莉桜ぉ、みんなぁ、お願い！」


    　──なんて言ういずなを、莉り桜おさんは苦笑しながらなだめる──はずなのに。


    　莉桜さんの表情が、いずなの言葉によりいっそう冷たく凍りつき──、そして──。


    



    「私に触るな、雌めす豚ぶた」


    



    　空耳だと、思った。


    　そう思う他ほか、なかった。だって、ありえない。


    「へ──？」


    　いずなだって、間抜けな声を上げる他なかったろう。


    「聞こえなかったのか？　俗物が、私に触るなと言っている」


    　だけど──それは間違いなく、城しろヶが根ね莉桜の口から発せられたものだった。


    「え──な、何、言ってるの──、ぜ、全然、面白くないよ、その、冗談」


    　冗談などでは、ない。いずなにだって、わかったはずだ。


    　莉桜の声は、魂たましいを鷲わし摑づかみにするような威圧感を持って、冷たく響いた。


    　でも、それでも──、冗談とでも、思うしかないだろう──、こんなの。


    「親衛隊長、この女を跪ひざまずかせろ」「はっ。川かわ田だ、富とみ井い、やれ」


    「ちょ、ちょっと、何よ、離してよ──、な、何すんのよ──」


    　大おお浦うら君に従い、屈強な運動部員の肉体が丹咲いずなを城ヶ根莉桜から引き離して、冷たく湿ったコンクリートの上にその躰からだを押さえつけた。まるで犯罪者を拘束するように。


    「な、何をするの──よ、ねぇ、何なのよ──ッ」


    「親衛隊長」と、いずなの抗議を無意味な雑音のように完全無視し、彼女は大浦に告げた。


    「今回は、概おおむね十分な手際だった。訓練の成果に、私は満足しているわ」


    「ありがとうございます」


    「だけど──初動はともかく発見が遅かった。徒歩の避難者ならともかく、あいつらには車両の運転なんて不可能だと教えたでしょう。見張りは付いていたのよね？」


    「岸きし山やまが──。ですが──」


    「責めているのではないわ。改善の余地を指摘しているだけ。問題点を洗って報告して」


    「了解です」


    　なんだ──これは？　目の前の現実が、信じられない。


    　僕は戻ってきたはずなのだ、日常に。帰ってきたはずなのだ、教室に。


    　だとしたら、この光景は一体なんだ。


    　クラスのお姫様が──丹たん咲ざきいずなが地に跪ひざまずき、その頰ほおを汚れたコンクリートに押しつけられている。無惨にも地に広がった黄こ金がねの髪を、城しろヶが根ね莉り桜おの足が雑草のように踏みつけた。


    　栄華を誇った王国は炎に包まれ、無慈悲な征服者が、可か憐れんな姫を意のままに蹂じゆう躙りんする。


    　そう──征服者。今や、城ヶ根莉桜こそが支配者なのは決定的に明らかだった。


    　大おお浦うらも、彼に付き従う黒ツナギたちも、莉桜の蛮ばん行こうを咎とがめようとはしない。直立不動の姿勢で、彼女の言葉を一言一句聞き漏もらさんとし、その瞳ひとみには信仰にも似た忠誠の色が浮かぶ。


    　あまりの事態に、僕は言葉を失う。江え戸ど川がわも、鈴すずも、同じだろう。


    　そうして──、


    「ねえ、丹咲いずな──、あなた、今がどんな状況だか、わかっているの？」


    　ゴキブリでも潰つぶすみたいに、ブロンドヘアを踏みにじりながら。


    　背筋を凍らせるほど冷たく乾いた声で、莉桜さんは、莉桜さんだったはずの彼女は問う。


    「わかっているわよね、わからなければおかしいわ。だって、あなたは、今日まで外の世界で生き抜いてきたんでしょう？　十分に、存分に、理解したはずよ、現実を。世界の関節は外れてしまった。今日の世界は昨日までの世界じゃない。地上は蘇よみがえった屍し者しやで満ちた。私たちは、否いや応おうなしに生者と屍者の生存競争に巻き込まれてしまった。自分が生きのびるために誰だれかを見捨てても仕方のない世界よ。そんな世界で、わざわざあなたをここまで連れてきてくれたのは誰だれ？　あなたが今、奴やつらの仲間にならずにいられるのは誰のおかげ？　ねえ──？　応こたえて。応えて、丹咲いずな──私は応えろと言っているッ！」


    「は、はい──安あん東どうたちの──、ご、ごめんなさいっ、安東君たちのおかげです！」


    「そうよね。戦うための体力も、生き残るための技術も、それどころか、現実を理解する知性さえも持たない──ただ姦かしましくわめき騒いで男たちに媚こびを売るしか能のない雌めす豚ぶたが、それでも生きてここに辿たどり着けるなんて、誰かの助けがなければ不可能よね。そんなこと、耳みみ搔かき一杯分の脳のう味み噌そがあれば誰にだって理解できる。私も、ここにいる者たちも、みな理解している。だのに──だというのに──、あなたは、感謝するどころか、危険を顧かえりみずにあなたを助けてくれた彼らを罵ののしることさえする。あなたは何も変わらなかった。傲ごう慢まんさを省かえりみず、驕きよう慢まんさを捨て去ることなく、高慢さを改めることもない──」


    「ご、ごめんなさい──許して、許して、莉桜ぉ──」


    「雌豚が軽々しく私の名を呼ぶなッ!!」


    　水みず飴あめのように甘ったるく粘ねばつく懇こん願がんを、容赦なく切り捨てる。


    「ねえ、あなた、人の話を聞いてたの？　聞いてないわよね。そうやっていつも場当たり的に媚こびを売って生きてきたんでしょ。話しても無駄よね、謝るのが誰だれかさえわかっていないもの」


    「──あ、謝ります、ごめんなさい、安あん東どう君、みんな、ご、ごめんなさい──」


    「謝り方というものがあるでしょう？」


    「は、はい──、謝ります、ちゃんと、謝りますから──」


    　莉り桜おが目で下げ知ちを下し、そして黒ツナギたちが、いずなの躰からだを解放した。


    「あ、あの、安東、君、それに、江え戸ど川がわ君」


    　いずなが──、僕ら三人へと向き直り──、


    　いずなが──、あの丹たん咲ざきいずなが──、みずから跪ひざまずき──手をつき、そして──、


    「この──ッ！」


    　バネみたいに飛び上がって、城しろヶが根ね莉桜に摑つかみかかろうとし──彫像みたいに、硬直した。


    　城ヶ根莉桜の手に鈍にび色いろの輝きを放つ物体が握られていた。


    　拳けん銃じゆうだ。


    　それが、丹咲いずなの眉み間けんに照準を合わせている。


    「あ──、あ──」


    「それが、結局、あなたの本性ってわけね」
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    　城しろヶが根ね莉り桜おは、小さくため息をついた。


    「──ここはもう、あなたの教室じゃないのよ、丹たん咲ざきいずな。ここは人類最後の砦とりで。ゾンビの群れに包囲された砦。私たちは持てるすべての能力を結集し、屍し者しやと生者の絶滅戦争を完かん遂すいしなければならない。大量生産と大量消費の退廃の中で肥え太り、思い上がった雌めす豚ぶたが、面白半分に人を貶おとしめ、嘲あざけり、傷つけ、踏みにじる──そんなことの許される世界じゃないの。なのに、あなたはそれに気づけていなかった。新しい世界で数日を過ごしてなお、それに気づけていなかった。そんな人間を私たちの一員に加えれば──、きっと私たち全員の命を危険に晒さらすことになる。委員長として──皆の生命と財産を付託された責任者として、その危険を看過することは、私には、絶対に許されない」


    「そんな──噓うそでしょ、偽にせ物ものよね──、お願い、許して──」


    　丹咲いずなは必死に懇願する。


    　黒ツナギたちがいずなの躰からだを押さえる。


    　銃口が、色を失って怯おびえ震ふるえる彼女の額ひたいに向けられて──、


    「いや、やめて──、殺さないで──アタシ──、アタシまだ、死にたく──死にたく──」


    「ねぇ、安あん東どう君──こんなことを言っているけれど、どうしようかしら？」


    「え──、あ、」


    　そんな唐突に話を振られても、応こたえられるわけなんてない。


    　あまりの事態に、僕だって完かん璧ぺきに固まってしまっていたのだ。


    「──い、いや──、その殺すのは、やりすぎじゃ、ないでしょうかと、はい、思います」


    　そんな間抜けなことを言うのが精一杯。


    「この女の本性がどういうものか、あなただってわかっているでしょう。ここに来るまでに、あなたたちの命を危険に晒したことも一度や二度じゃないんじゃないの？　生かしておいたら、かならず、私たちに危機をもたらすわ。この女のせいで全員が死んでもいいの？」


    「いや、そこまでじゃ──いずなだってわかってる。ちょっと、調子に乗っただけだ、みんなが生きてるってわかって、安心したんだよ──。大人しくさせておけば、そのうち反省するさ」


    　凍った時間の中の長い沈黙。どれほどだったか。実際は、ほんの数秒だったかもしれない。


    　──城ヶ根莉桜が、拳けん銃じゆうを──降ろした。


    「──いいわ。そのかわり彼女の処遇は私に一任してもらう。いいわね？」


    「あ、ああ、それでいい、生かしといてくれるなら、なんでも」


    　だはぁ──っと、肩で大きくため息をつく。膝ひざがガクガク言っていた。


    　さすがにクラスメイトが目の前で射殺される光景なんて見たくなかった。


    「親衛隊長、聞いた通りよ。丹咲いずなを総括室に収容しておいて」


    「ほら、きりきり歩け！」「やめて、やめて、やーめーてー」


    　そう言って黒ツナギ二人が、いずなを引っ立てていき──。


    　彼女が這はい蹲つくばっていた場所には、小さな水みず溜たまりができていた。


    「不ぶ様ざまね──」と城しろヶが根ね莉り桜おは言う。


    　──ああ、今回はパンツ汚さないで済んでよかったなあ、もとから穿はいてないしなぁ──なんて間抜けなことを考えていると──、


    「──それから、」


    　と城ヶ根莉桜が再び銃を上げた。一気に背筋が再び緊張。


    「一度、この敷地内に入った以上、あなたたちも私の命令には絶対に服従してもらうわ。嫌いやなら出て行け、なんて言わないわ。ここから出て行くなんて無謀、結果は見えている。なら、クラスメイトがゾンビになるのより先に手を下してあげるのが慈悲よね。どう？　私は返事が聞きたいのだけど」


    「は、はい、わかりました！」「ぼ、ぼくも、従います！」「鈴すずも従います！」


    　僕たちは慌てて応こたえた。それ以外にどうしろというのだ。


    「それじゃあ──まず最初にこれを飲んでもらうわ」


    　莉桜さんが胸のポケットから取り出して僕らに配ったのは、小さな錠剤だった。


    　黒ツナギの一人が、ペットボトル入りの水を持ってくる。何これ？　飲めってこと？


    「落ち着いてよく聞いて。この島の大気には未知のウィルスが蔓まん延えんしているわ。人間を生ける屍し者しやに変えるウイルスよ。だから、私の許可なく屋外に出たり、扉を開放することは絶対に禁止する。だけど──私やあなたたちもたぶんもう感染してしまっているかもしれない。だから発症を抑えるための薬を飲んで。そうしないとあなたたちもゾンビになってしまうわ」


    「え？」と頓とん狂きような声を僕はあげてしまった。


    　未知のウイルスはともかく、ゾンビ化を抑える薬？　そんな都合のいいもの、ゲームじゃあるまいし、存在するわけないじゃないか。万一、仮にあったとして、モールのドラッグストアの棚に並んでいるようなモンなのか？


    　──なんて疑問が渦巻くけれど、莉桜さんの瞳ひとみは何も言うなと強く告げていた。


    　猛烈に怪しいけど、下へ手たなことを言おうものなら射殺されかねない。


    　だから、僕も他ほかの二人同様、黙って、その錠剤を飲み込んだ。


    　半分が優しさでできているような味だった。


    



    
      †

    


    



    「ね、ねぇ──城ヶ根さんて、あんなに怖い人だったの？　優しそうに見えたのに」


    「た、たぶん、みんなをまとめ上げるために、わざとああいうフリをしてるんだ、きっと」


    　そうに違いない。じゃなきゃ、あの変わりようは説明できない。ですよね、莉桜さん？


    「で、でも、それにしたって丹たん咲ざきさんに拳けん銃じゆう向けるなんてやりすぎじゃ？」


    「そ、そんなことは、ない。ちょうどいいお灸きゆうだ。うん、これでいずなのやつも、助け合いの精神に目覚めるだろう──愛の鞭むちというやつだ、たぶん。きっと、そうだ──」


    「──と、とりあえず、お風ふ呂ろ入ろうか？」


    「──そうだな」


    　あの後、莉り桜おさんの指示で、僕ら三人が黒ツナギたちに連れて行かれたのは、スポーツジム内に造られたスパだった。鈴すずと別れて、江え戸ど川がわと二人、脱衣所に。


    　脱衣所の鏡の前で自分の躰からだを見てみれば──なんともひどい有様だった。


    　爪つめには赤黒い何かがつまっている。襟えりは垢あかで真っ黒。学生服も泥やら何やら得体のしれない汚れにまみれているし、髪だってゴワゴワ。ゾンビどもの返り血を浴びながら、汗みどろで三日間も過ごしたのだ。今の自分は相当ひどい臭においを発しているに違いなかった。


    　こんな格好で、莉桜さんの前に立っていたのかと思うと、今さらながらに恥ずかしい。


    　浴室に足を踏み入れれば、一クラスまるごと入れそうな、めちゃくちゃに広い湯船に、溢あふれんばかりのお湯が湯気を立ち上らせている。


    「こんなの二人だけで使って──いいのかな？　後で贅ぜい沢たくは敵だ！　とか言われたり──」


    「ま、源泉掛け流しの温泉だから、むしろ使わなきゃ損だろ。さすが火山島だよな。ちなみに、二酸化炭素泉で、筋肉痛や打撲なんかに効能あり」


    「それも、パンフレット──？」


    　そうだよ、悪いか。


    「痛てぇ」「しみるぅ」


    　ともかく、江戸川と二人並んで、熱いシャワーを浴びる。


    「いやあ、シャワーは命の洗濯だね」と江戸川。まったくだ。


    　あちこちに頭をぶつけたせいで、お湯は少し染みたが、そんなの問題にならない。


    　しかし、なんとも、ひどい汚れ方をしたものだ。頭なんて、シャンプーぶちまけ、かきむしってみてもさっぱり泡が立たない。こりゃ大変だ、と思った時だった。


    「安あん東どう様──」「江戸川様──」


    　背中に、女の子の声が、かかったのは──。


    「──狩かり野の友ゆ奈なと？　──釜かま谷たに一いち子こ？」


    　驚いて振り向けば、後ろに立っていたのは、僕のクラスメイトだった。


    　二人は、丹たん咲ざきいずなの取り巻き。当然、クラス内では第一階級所属。


    　いわばクラスのナンバーツーとスリーである。


    　いずなに次ぐ、クラス第二の巨乳の持ち主である狩野友奈は、極限まで面積を減らした紐ひものようなハイレグ水着。いっぽう陸上部所属の釜谷一子は、競泳水着。


    　──一体、何だ？　と言葉を失う僕と江戸川に、


    「「──お背中、流させて頂きます」」


    　二人は声を揃そろえて言った。


    「「──これなんてエロゲ？」」


    　僕と江え戸ど川がわも、顔を見合わせ、声を揃えて言った。


    



    　──ああ、女の子の指というのは、ああまで繊せん細さいなものなのか。


    　ぽわわわわん、と湯船につかりながら、回想モード中である。


    　シャンプーひとつとっても、自分で洗うみたいにグシャグシャッと髪をかきむしり、頭皮をひっかくような洗い方じゃなくて、櫛くしを入れるみたいに髪を解ほどきながらながら、指の腹で頭皮全体をマッサージするような洗い方。少しずつ、泡だてて。


    「こんなに、ご苦労をされて」


    　なんて言われながら、背中を流されて。


    　たおやかな手が、躰からだをなでる。何度か、背中に、柔らかな、それでいて確かな質量を感じさせる何かが押しつけられ、背中で、つぶれた。背筋が溶けるかと、思った。そうして、そのまま魅惑のふくらみと躰全体で背中をこすられて──。


    「前は自分で洗うからいいです！」


    　隣で江戸川が悲鳴を上げていなければ、そのまま、されるがままになっていたに違いない。


    　女の子たちは、それでも僕らから離れなかったけれど、二人が必死に遠慮すると、


    「今後とも、私たちをご指名ください」と言い残して、浴室から出て行った。
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    　本当に、一体、何が起こったというのだ？


    　僕を誰だれだと思ってやがる？　安あん東どう丈じよう二じだ。「気持ち悪い」とか「触るのもイヤ」とか「同じ空気も吸いたくない」とか言っていた連中が、なんでまた？


    「夢じゃないのか、これは──」


    「違うみたいだね」自分の頰ほおをつねって江え戸ど川がわが言う。


    



    
      †

    


    



    　狩かり野の友ゆ奈ながハイレグ水着で釜かま谷たに一いち子こが競泳水着なら、丹たん咲ざきいずなはノーパンエプロン姿だった。


    　制服をはぎ取られ、上はブラジャーのみ、下半身には薄い布きれを纏まとうだけ。しかも首輪付きである。


    「あ、安東君──あ、安東様、アタシ──わたくし、丹咲いずなは、安東様に命を助けて頂いたにもかかわらず、そ、そのことをよく理解しておりませんでした。い、今は、ちゃんと、反省しています。ですから、その罪滅ぼしと恩返しのため、今日から、──その、安東様の──、安東様の──、ど、ど──、ど──」


    「丹咲」


    「あ、安東様の奴ど隷れいとして、ご、ご奉仕、させて頂きます!!」


    　丹咲いずなは最初口ごもっていたが、城しろヶが根ね莉り桜おが拳けん銃じゆうをちらつかせると、一いつ気きに叫んだ。


    



    　風ふ呂ろから上がった後、黒ツナギの運動部員に「江戸川様、小こ伏ぶせ様はこちらへ──、安東様は城ヶ根委員長がお呼びです」とたった一人で連れてこられた三階奥の従業員区画。


    　体育の授業がある度に、モヤシとか貧弱とか罵ののしられていた相手から、いきなりの様付けだ。


    「こちらへどうぞ──」と言われるがまま、守衛室と書かれた扉を開ければこれだ。


    　普段だったら、警備員が詰めているのだろう、コンクリが剝むき出しになった壁、コンソールには何面ものモニターが並び、監視カメラによる店内の映像が表示されている。


    　ショッピングモールの従業員区画といえば『DAWN OF THE DEAD』では主人公たちの生活の拠点となり、『デッドライジング』でも攻略の拠点となり──とにかく高校球児にとっての甲こう子し園えんや推理小説ファンにとってのベイカー街２２１Ｂぐらい憧あこがれの場所なのだが──。


    　首輪から延びた鎖を城ヶ根莉桜に握られて土ど下げ座ざする丹咲いずな──という光景に、感動するどころじゃなかった。


    「あ──、え──」──と絶句する他ほかない僕にいずなは続ける。


    「お、お願いいたします！　な、何もできない、無能で、役立たずで、何もできないし、頭の栄養が全部胸にいっているアタシ──私わたくしですけれど、い、一生懸命──一生懸命、働きます。ご奉仕いたします──、そ、その──安あん東どう様が──安東様が──、その」


    「丹たん咲ざき」


    「安東様が望まれることなら何でも致します！　ですから、どうか、私を安東様の奴ど隷れいにしてください!!　でないと、私──、私──!!」


    「どう？　安東君？　こう言っているけど、この雌めす犬いぬを飼ってやるつもりはあるかしら？」


    「か、飼う──って──」


    「──あなたが言ったんじゃない、大人しくさせておけって。考案者のあなたに、引き受けてもらおうとおもって。ちゃんと首輪を繫つないで餌えさをやってくれれば好きにしてくれてかまわないわ。それとも面倒？　面倒なら、やっぱり処分しても構わないけれど──？」


    「い、いや、いります！　か、飼います！」


    「ですって。どう、丹咲いずな？　嬉うれしいわよね？　どうすればいいかもわかるわよね？」


    「は、はい、いずなは、安東様にご主人様になって頂けて嬉しいです！　こ、これから毎日、ご奉仕いたします──、なんでも、なんでもいたします！」


    　──一体、なんだ、これは。


    　なんでもって、本当に、なんでもか──？


    　その、ご奉仕というのは、いわゆるエロゲ的な意味でか？　どうしてとつぜん監禁調教ゲームが始まっているんだ？　ゾンビはどこに行った。


    　一体、僕がお風ふ呂ろに入っている間に、何があったというのか。丹咲いずなは怯おびえきっていて、もう城しろヶが根ね莉り桜おに絶対服従という感じであった。


    「そう、よかった──それでね、安東君。私は安東君と二人で話がしたいの。申し訳ないのだけど、終わるまで廊下に立っておくようあなたの飼い犬に命じてもらえるかしら？」


    「──ひっ、そ、そんな、こんな格好で、廊下──なんて──」


    「躾しつけの悪い犬ね。ご主人様の発言の許可はもらったのかしら？」


    「ひ、ひぃっ」


    「──い、いずな、言う通りに、しろ──外に出てるんだ──」


    　銃をちらつかせる城ヶ根莉桜を前にして、そう言う以外に、どんな方法があったろう？


    



    「目め障ざわりな雌めす犬いぬもいなくなったし、これでゆっくり話ができるわね」


    　守衛室の小さなテーブルに座る僕に、城ヶ根莉桜は珈コー琲ヒーを注いでくれる。


    「ホットでいいわよね、ちょっと空調効きすぎているし」なんて断るところは、セミナーハウスとまったく一緒だけど、それ以外が、あまりに違いすぎていてた。


    「久しぶりのお風ふ呂ろはどうだった？　彼女たち、何か、粗そ相そうはしなかったかしら？」


    「え、ええと──狩かり野のと釜かま谷たにのことでしょうか──、それなら、全然。で、でもなんで──」


    「丹たん咲ざきいずなと同じよ。顔と躰からだ以外にはなんの取り柄もない無駄飯喰ぐらいに、それを活かせる仕事を用意してあげたってだけ。強制はしてないわよ。彼女たちが志願したの。ここはもう、教室じゃない。能力がものを言う世界だってわかってくれた？」


    　──莉り桜おさんは、こんなことを言う女の子だったろうか──。


    「それにしても、だいぶ遅かったわね。三日間もどこで何をしていたの？　あなたの方が先に着いているものと思ったのに。何かあったんじゃないかって心配していたわ」


    「──さ、先に着いてるって──」


    「あら、だって、ゾンビと言ったらショッピングモールじゃない。当然、あなたもここを目指すと思ったから、小こ伏ぶせさんを任せたのよ」


    　すらすらと莉桜さんの口から出てくる言葉に、僕はついていけない。


    　いや、言っている意味はわかる。だけど、なんで莉桜さんが、それを──。


    「それにしても、まさかこの島で起こるだなんて意外だったわ。あなたは予想していた？」


    「──い、いえ──、そんな、こと──」


    「そうよね。普通は学校で起こるって思うわよね──迂う闊かつだったわ、ほんと。武器なんかドライバーしか持ち歩いてなかった。せっかく籠ろう城じよう用に準備しておいたカロリーメイトとボルヴィックも全部、無駄になっちゃったわ。一体、なんのために用意したのかしら。本当に空気を読んでほしいわよね、ゾンビたちも」


    「──ええと、いや──、ゾンビたちは空気を読めないんじゃないでしょうか？」


    「あらそう？　ムカつく金髪女とか、自分のことしか考えてない悪党はきっちり喰くい殺してくれるところなんて、なかなかわかってると思わない？」


    「──たしかにそうかも、しれませんが──」


    　ていうか、僕はどうして莉桜さんとこんな会話をしている？　こんな会話ができている？


    　まさか──いや、明らかだ、それしかありえない──。


    「──委員長は──莉桜さんは──、ゾンビを、知っているの？」


    「ええ、あたりまえでしょう。表はあいつらでいっぱいじゃない」


    「いや、そうじゃなくて、その──、莉桜さんは──ゾンビが──その、好き、だったり？」


    　何をバカなと笑わせれるのを覚悟で、おそるおそる、僕は問う。


    「ええ。愛しているわ」


    　だけど、莉桜さんは──きっぱりと応こたえた。


    「──う、噓うそだろ。だって、委員長、だろ──？　莉桜さん、だろう──？」


    　咄とつ嗟さに否定していた。否定するしかなかった。信じられなかった。


    　成績優秀、品行方正、誰にでも優しく、この世のすべての邪悪から無縁。生まれてから今日までずっとずっと光差す道の中を歩いて来たはずの莉桜さんが、映画館の暗くら闇やみに蠢うごめく人ひと喰くいの屍し者しやを愛する者だって──？


    「あら、私がゾンビを愛してちゃいけないのかしら？」


    「い、一番好きなゾンビ映画は？」


    「もちろん『DAWN OF THE DEAD』──でも、試すにしては簡単すぎる質問じゃない？」


    「──な、なら、一番、一番好きなバージョンは？」


    「今度は難しい質問ね。軽く空あいた時間に何度でも観みたいのが軽快なアルジェント版、じっくり腰を据すえるなら重厚な米国劇場公開版。ディレクターズカットも悪くないけれど、少し冗じよう長ちようだから最初に観るにはオススメできない。これで認めてもらえるかしら、安あん東どう君？」


    　的確な、応こたえだった。認めるほか、ない──。信じるほか、ない──。


    　彼女が、僕の同類だって──!?


    「じゃ、じゃあ──委員長も、ずっと、妄想、いや、想像していた──？」


    「ええ。ずっと学校にゾンビたちがやって来る日を夢見ていたわ。だから、あいつらが現れた時は、嬉うれしくてたまらなかった──今がその時だって思ったの」


    　愕がく然ぜんとするほかない僕に、まだ信じられない？　というように莉り桜おさんは続ける。


    「去年の冬、校内でボウガンが見つかって、ちょっとした騒ぎになったでしょう？」


    　え、ああ──。たしか結構な本格派で、誰が何のために持ち込んだんだって──。


    「あれも私。せっかく、ゾンビが来た時のために用意しておいたのに、没収されちゃった。結構、高かったのに残念だわ」


    　さらりと、莉桜さんは言った。


    　──本物だ。本物すぎる。同類どころか──僕、以上だ。


    　どうして、莉桜さんのような人が、ゾンビハザードなど望むのか──理解できない。


    　──信じがたいことだけど──考えてみれば、そうでしかありえない。


    　莉桜さんのセミナーハウスでのゾンビへの対処法はどうだ。いくらなんでも、偶然でドライバーを人の頭に突き刺すなんて思いつくか？　その後の行動だって、あまりに的確すぎる──まるで、どう行動すればいいか百万遍もシミュレーションしてきた結果のように。それに、莉桜さんが率いていた運動部の黒ツナギたちの戦法。同志だ、と僕は思ったではないか──。


    　なら、それが、目の前にいる──、莉桜さんなのだ。


    　今日一番の衝撃だ。莉桜さんが銃を持ち出したり、狩かり野の友ゆ奈ながハイレグ水着で釜かま谷たに一いち子こが競泳水着で丹たん咲ざきいずながノーパンエプロン首輪つきだったりするより何よりよっほどの驚きだ。まだ「あなたのことをずっとずっと好きだったの」とか「私はあなたの生き別れの妹なの」とか「私の正体は宇宙人なの」とか言われる方が、信じられる。


    　そりゃあ、僕だって、ゾンビを愛する美少女とお友達になれたら、なんて思ったことはあるさ。でも、そんなの「これなんてエロゲ」通り越して、エロゲですらありえないってレベルだ。到底、信じられない。だけど──確固たる現実なのだ、これは。


    「今日まで黙っていて、ごめんなさいね──」


    　茫ぼう然ぜんとなる僕に莉り桜おさんは言う。


    「もっと早く、あなたには本当の私を知ってほしかったけれど──教室って、いろいろ面倒な場所でしょう。だから、ずっとゾンビのふりをしていたのよ」


    「ゾンビ──？」


    「教室の連中。ゾンビみたいでしょ。知性もない、個性もない、やたらに群れたがる」


    「──なるほど。おまけに、ゾンビじゃない人間は絶対許さない、とか？」


    　うまい例えだと思いつつ僕が返せば、


    「──ええ、その通りよ」と莉桜さんはこれまで見たこともないような笑顔を返してくれた。


    　これが、本当の莉桜さんなのだ、と僕は思った。


    「莉桜さん！」「きゃっ」


    　僕は思わず、テーブルの上で組まれた彼女の手を摑つかんでいた──反射的な行動だった。それ以外、この気持ちをどう表わしたらいいか、わからなかった。許されるなら全力でハグしたかった。莉桜さんが──僕の同志。僕の同類！　僕の仲間！　盆と正月とクリスマスと誕生日が一度に来て、万馬券と宝くじとトトカルチョを一度に当てた気分であり──、


    「──え、あ、ご、ごめん──！　ごめんなさい！」


    　やばっと、僕は謝る。なんてことを。射殺されても文句は言えない。


    「いいえ。信じてもらえて嬉うれしいわ、私があなたの同志だって──」


    　なのに莉桜さんは笑ってくれた。ああ──莉桜さん！


    



    「──そういう私とあなただから、腹を割った話がしたいわ。なんでも聞いて頂ちよう戴だい」


    　感動の時間のあと、一息ついて莉桜さんが言った。


    「さっき飲んだ薬、僕らがウイルスに感染してるっていうのは──」


    「ええ、真っ赤な噓うそ。あんなのはただの頭痛薬よ」


    　疑問と言うよりも、それは確認作業だった。そんな噓をつく理由だって、僕には理解できた。


    「あなたの考えている通り。私たちはウイルスに感染している。発症を抑えるには、薬を飲む必要がある。処しよ方ほう箋せんがわかるのは私だけで、薬自体は指揮下の親衛隊が一括管理している。死にたくなかったら、外に出るな、扉を開けるな、私の言うことを聞け──これくらい言わないと、大人しく言うことを聞く連中じゃないわ。丹たん咲ざきいずなにも苦労させられたでしょう？」


    「いや、まあ──」と僕は曖あい昧まいに頷うなずく。


    「私たちが、ここに来た時はね、駐車場にもゾンビは疎まばらだった。発生は早朝だったらしいわ。だから比較的容易に中に入れたし、店内には警備員のゾンビなんかが少数いるだけだった。なのに着いて一日も経たたずに、一階の家電量販店が損壊したわ。食料のあるスーパーがやられるよりはマシだったろうけれど、それにしたって大きな損失よ。なぜだかわかる？」


    「映画通り──好き勝手荒らし回って、間違って扉を開けるヤツが出た──？」


    「そ。お約束通り。あまりにヒネリがなくて笑っちゃったわ」


    　ゾンビという存在は、それほど脅威的な怪物ではない。


    　並なみの人間よりは力があると言っても、鉄製の扉を力ずくで突破するほどでもない。口から火やビームを吐いたりするわけでもないし、霧に姿を変えたり透明になったりといった超能力があるわけでもない。だから適切にバリケードを構築し、食料や水を確保すれば、ゾンビ相手に生き残ることはそれほど難しくはない。少なくともゴジラやエイリアンやプレデターと対決するより、よっぽど簡単なはずだ。


    　なのに、映画の中で、そうした大怪獣や宇宙人たちと戦い、何度も何度も、世界の危機に打ち勝ってきた人類たちが、こと、ゾンビに対しては、連戦連敗を続けている。


    　人類たちは、けれど、ゾンビに負けているのではない。


    　油断や奢おごりからミスを犯し、あるいは食料や安全──それどころか、この期ごに及んでまで金や宝石を巡って仲間割れを起こし、みずから危機を招き、ゾンビの一員となっていく。


    　尽きることなき食欲の虜とりことなったゾンビたちと、尽きることなき物欲の虜である人間たち。


    　もともとは人間だったゾンビたちに襲おそわれ、みずからの愚おろかさによって滅んでいく。


    　二重の意味での自滅だ。


    　──そんな皮肉さこそ、ゾンビ映画のたまらない魅力である。


    　僕らの辿たどり着いた駐車場には、バンパーをボロボロにし、血と泥にまみれた路線バスが停車していた。あれに乗って、みんなはビーチからここに逃げてきたのだという。


    　命からがら、ここに辿り着いた百人近い高校生が、バスから降り、どんな行動を取ったか。


    　──僕には手に取るようにわかる。


    　ギリギリの死の淵ふちから、間一髪で生還したとはいえ、外にはゾンビがうようよ、救助はいつ来るかわからず、外部との連絡もとれない。


    　──そんな状況に置かれた彼らは、その現実から逃れるように、快楽に逃避しようとする。


    　消費という快楽に。


    　ブランド品、貴金属、宝石──。


    　略りやく奪だつに走る暴徒のように──歓声と奇声を上げて店内を荒らし回ったのだろう。食品を食い散らかし、ブランド品を奪い合い、ショーケースを叩たたき割り。


    　それはきっと走るゾンビが、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くすような光景だったに違いない。


    　そうして、バカなヤツが、不注意にも──あるいは、度胸試しのつもりでわざとかもしれない──外に繫つながる扉を開いて──。


    　それで──。


    　ゾンビたちは、押し寄せる津波だ。


    　一体一体は、大した脅威ではないが、群れをなして押し寄せる連中を押しとどめる術すべなど、あるわけがない。むしろ、その状況下で、他ほかが無事だったのが奇跡的と言える。


    「これがなかったら、落ち着かせるなんて無理だったでしょうね」


    　と──莉り桜おさんは机の上に拳けん銃じゆうを置いた。


    「やっぱり、本物なの、それ──」


    「みんなの所に行く途中でね。これを握ったままゾンビ化してた警察がいたわ。一発も撃たずにやられちゃったみたい。ま、日本の警官じゃ仕方ないわよね」


    　日本の警官は本当にギリギリまで発砲しないという。ましてや、突然ゾンビ化した一般人を射殺するなんて無理だろう。なす術すべもなく、やられたのだろう。


    「──護身用のつもりだったけど、結局、こういう使い方になってしまったわ」


    　皮肉げに莉桜さんは笑う。


    　わかる。僕にはその光景が容易に想像できる。


    　好き勝手に店内を荒らし回り、その結果として当然のごとく起こったゾンビの侵入。


    　食い止めなければ、ショッピングモール全体が、奴やつらの巣になる。全員、奴らになる。


    　なのに、生徒たちは、好き勝手に逃げまどうばかり。


    　そんな時、一発の銃声が、店内に響いたのだろう。高く掲げた莉桜さんの腕には、一挺ちようの鈍にび色いろに光る拳銃。絶対的な力の、そして、権力の象徴を手に、莉桜さんは叫んだに違いない。


    　──死にたくなかったら、私に従え、と──。


    「所しよ詮せん、いくら委員長、委員長って言われてても、非常事態となれば誰だれも私の言うことなんて聞いてくれないのよね。先生たちもいなかったし、拳銃を用意しておいた自分に感謝したわ。まさに、こんなこともあろうかとってやつ」


    　僕は頷うなずき──いや──まて。先生──たち？　そうだ──。


    「先生たち──は──、いないの──？」


    「残ったわ──私たちを逃がすために」


    「じゃ、じゃあ、ルミ姉ねえ──佐さ武たけ先生は？　すぐに莉桜さんの後を追ったはずなんだ──」


    「──だから、佐武先生が、私たちを助けてくれたのよ。それで──」


    　言葉を切って、首を振った。


    「噓うそだろ」


    　純粋な驚きの言葉だった。「腹を割った話」の中で、初めて僕は驚いた。


    「──ルミ姉が死ぬわけあるか──」


    「ビックリしたわよ。突然、市営バスで突っ込んできて、みんなを乗せて、運転できる子がいるってわかったら、自分は降りたの──、それで、ゾンビの群れに突っ込んでいって──」


    　だけど、莉桜さんは冷静に語る。


    「あなたの言った通り、浜辺にはゾンビたちが押し寄せていたわ。本当なら、ビーチに行っていた人間は全員、あそこで死んでいたはずよ。全員、奴らになってた。なのに──全員無事だったなんて、それが、どんなに奇跡的なことだったか、わかるでしょう──？」


    　僕は頷うなずく。聞いた時は、信じることさえ、できなかった。


    「その奇跡のための代償が──先生たちだった。佐さ武たけ先生だったのよ──」


    　運命を受け入れようとするかのように、莉り桜おさんは無表情に語る。だけど──、


    「──大丈夫だよ、莉桜さん」


    　僕は言っていた。


    「ルミ姉ねえ──佐武先生は殺しても死ぬような女じゃない。ゾンビに嚙かまれたって、絶対感染しないよ。きっとどこかで生きてるし、すぐにまた会えるさ」


    　きょとんとした表情を莉桜さんは浮かべた。それから言う。


    「──驚いたわ、安あん東どう君」え？「あなたが、そんなにポジティヴ思考だなんて──きっともう人類はお終しまいだとか、僕らも最後だなんて思うタイプだと思っていたのに──」


    「いや、まあ──そういう方が好みではありますが──」


    　今回のゾンビハザードの規模は、それほどでもなさそうだしなあ。


    「そうだとしても──佐武先生は余計なことをしてくれたわ。あなたたちと一緒にここに来てくれていればよかったのに──」


    　え──？


    「有う象ぞう無む象ぞうの足手まといたちなんかより先生のほうがよっぽど私たちの生存には必要だったでしょう？　私だって、尊とうとい自己犠牲の精神なんかでビーチに行ったわけじゃないわ。助けるのは、助ける必要がある者だけ。ずっと考えていたもの。私が生き残るためには誰が必要か──必要なのは少数の精鋭。無能な連中はむしろ危険を増やす──違う？」


    　平然と冷酷な言葉を口にする莉桜さんに、僕は絶句する。いや──そこまでは──。


    「ふふ、そんな顔、しないでいいわよ、安東君。同じゾンビ者を見捨てるわけないじゃない。あなたは生き残る側に入っていたし、現に、生き残ったでしょ？」


    　それは──そうだけど、僕はそこまで割り切ってはいなかった。


    「江え戸ど川がわ君のこともお礼を言うわ。小こ伏ぶせさんの医療知識とならんで、彼の運転技術や工作技術も私たちの生存に必要不可欠なものだったわ。なのにまさか倉庫に閉じ込められているだなんて──。安東君の気転がなければ、とてつもない損失に繫つながるところだった」


    　いや、気転というか、単なる偶然というか。って、そういえば──。


    「あの、江戸川たちは？」


    「──そろそろ、時間ね。ついてきて安東君」


    　僕の疑問に莉桜さんは立ち上がる。


    「心配しないで。想定外の事態だったけど、結果的にはよかったかも。私はそれなりにうまくやったと思うわ。今日からあなたが過ごす世界を、見せてあげる──」


    　言って踵きびすを返す。僕も慌てて立ち上がる。


    「私の帝国にようこそ、安東君。ここは教室なんかより、よっぽど素敵な場所よ」


    



    
      †

    


    



    　モール内は、明るく、涼しく、広かった。


    　天井には整然と隊列を組んだ蛍光灯。降り注ぐ光がフロアを絢けん爛らんと輝かせている。


    　冷房のきいた店内が、風ふ呂ろ上がりの火ほ照てった躰からだには心地よい。穏やかな曲調にアレンジされた店内用ＢＧＭが流れ、噴水でも設置されているのか、どこからか水の音がした。


    　──なんとも言えない安心感が、心を満たす。


    　立ち並ぶテナントたち、見慣れたロゴがずっとずっと遙はるかに続く。


    　まさに、消費社会の大聖堂、資本主義の大だい要よう塞さいだ。


    　ここは安全なのだ。自分は日常の側に帰ってきたのだ、という実感が、理屈を通り越して、押し寄せてくる。僕は、ほっと、ため息をついた。


    　いや、本当に、これが日常かというと疑問だけど。


    「本当なら喫茶店でゆっくり話ができたらよかったんだけどね──」


    　──もちろん、テナントのほとんどはシャッターを下ろし、鉄てつ格ごう子しが閉められたままだ。


    「でも、スタバでアルバイトをしていた子がいるから、もう少しで営業再開できるかもしれないわ。生き残るためには、娯楽と休暇も重要だものね」


    　さらにその先の窓の外には、ゾンビの群れが押し寄せて、血まみれの手でバンバン叩たたくわ、爪つめの剝はがれた指でひっかくわで、真っ赤に染まっていたりする。


    「でも大丈夫なの、こんな風に電気つけてて。クーラーも──」


    「この施設には自前の発電装置があるわ。地熱とソーラー、風力発電機の複合。さすがに夜間は電力規制と灯火管制を行っているけど、今のところ電力供給に問題はないわ」


    「ゾンビたちがだいぶ、押し寄せて来てるみたいだけど──」


    「窓ガラスはすべて防犯用の強化ガラス。補強作業も進めている。突撃親衛隊──さっきの運動部員たちよ──に、二十四時間の警備体制をしかせているわ」


    　まるで事前に準備していたように、一切のよどみなく応こたえる莉り桜おさん。


    「食料と水は？」


    「地下水を直接汲くみ上げているから電気が止まらない限りは。ちょっと塩臭くさいのが難点だけど──食料の方は、生鮮食品から優先的に使っているし、あまりそうな分は、冷凍倉庫に空あきがあるから片っ端から加工して冷凍中。万一それが全滅しても、ブロック栄養食や保存の利く穀物類に乾かん麵めん、それにミネラルウォーターで一か月やそこらは十分しのげるわ」


    　すごい。すごすぎる。ショッピングモールに逃げたら、やらなければならないと思っていたことが、すべて実現されていた。


    「ぱ、完璧パーフエクトだよ、莉桜さん！」


    「感謝の極きわみよ、安あん東どう君」


    　莉り桜おさんがおどけて言う。


    　フロアの中央部は、避難してきた生徒たちの仮の住処すみかとなっているのだろう。


    　ブルーシートの上に、布ふ団とんや毛布などが敷かれ、寝袋や懐中電灯、スナック菓子やミネラルウォーターの段ボール箱などが雑多に置かれている。


    　だけどこれだけ広いモールだ。テナントの数は、避難してきた生徒の数より多いし、従業員用のスペースだって山ほどあるだろう。こんなところに寝かせなくても、そこを住居として活用すればいいのでは──、と莉桜さんに質問しようとした時だ。


    「江え戸ど川がわ、さん！」「江戸川様、申し訳ありませんでした!!」「す、すみませんでしたッ！」


    　必死の叫びが、僕の耳に飛び込んできた。


    　その先に皆が集まっている。


    「もう、始めてしまったみたいね。私が行くまで待てと言ったのに」


    　始まった──？


    「さ、行きましょう、安東君、みんなにあなたたちを紹介しないと──」


    



    　紋あや浪なみヒルショッピングモールは、二階、三階が吹き抜けとなった三層ガレリア式の構造をしていた。中央大階段は、その名の通りモールの中心部にあって、一階から三階までをまっすぐに貫く幅広の階段だ。


    　階段を降りたところはちょっとした催事場になっていて、小さなステージもある。


    　きっと平時なら変身ヒーローが悪と戦ったり、うたのお姉ねえさんお兄さんが、ぼくたちわたしたちと一緒にお歌を唄ったりしていたんだろう。


    　だけど今、ここに立っているのは僕たちだ。


    　つまり、僕と、小こ伏ぶせ鈴すずと、江戸川明あき広ひろ──そして城しろヶが根ね莉桜。


    　周りには避難してきた生徒たちが集まっていて、僕らはその視線を一身に受けている。


    　さらに──。


    「お、俺たち、俺たち、知らなかったんですッ！　あんなことが起こるなんて！」「だ、だから、本当に遊びのつもりで」「は、反省しています！　今は反省していますから──！」


    　ステージの前で土ど下げ座ざする面々──。


    　教室でなら、僕らのかわりにみなの注目を一身に浴びていたような、クラスの第一階級ども。二酸化炭素と一緒にリア充オーラを吐き出して、僕のようなネクラ非モテ虫を殺菌して生きているような連中が、三人、必死で頭をこすりつけていた。


    　彼らは、江戸川を倉庫に閉じ込めていた連中だ。


    　しかし──なんだってこんなことになっているのだ。


    　僕はもちろんのこと、江戸川も壇上で戸と惑まどっている。


    「安あん東どう君や小こ伏ぶせさんにも、感謝しなさい。彼らのおかげで、人殺しにならずにすんだのよ？」


    「は、はい、委員長──」「ありがとうございました！」「ありがとうございました！」


    　恐怖に怯おびえて、必至に彼らは感謝の言葉を口にする。


    「ごめんなさいや、ありがとうだけではわからないわ。あなたたちは何をしたの──？」


    「は、はいっ！　俺たち、い、いえ、私たちは、江え戸ど川がわを、江戸川様を、縛しばって、倉庫に閉じ込めていました──も、もしも安東様たちが、江戸川様を救出してくれなければ、江戸川様を殺してしまうところでした──！」


    　必死に謝るその姿は、先ほどの丹たん咲ざきいずなを思い出させた。


    「ふざけるな！」「人殺し！」「許されると思ってるのか！」


    　詰めかけた生徒たちから、土ど下げ座ざする彼らに罵ば声せいが飛ぶ。


    　そんな声を右手を挙げて莉り桜おさんが押しとどめ、そして言う。


    「江戸川君がいないと知った時は背筋が凍ったわ。彼らを問い詰めたら、ようやくみずからの罪を白状したのよ。ね、江戸川君、彼らにはすでに私から制裁を加えておいたけれど、あなたの怒りは、その程度じゃ収まらないんじゃないかしら──どう？」


    「え、あ──」


    「あなたが望むなら、さらなる報復を行ってもいいわ。縛って、拘束して、今やゾンビで一杯の家電売り場に一晩放置とかどう？　目には目を、歯には歯を──当然の報むくいよね」


    「許してください!!」「反省してますッ!!」「お許しくださいッ!!」


    　莉桜さんの言葉に、彼らは震ふるえ上がって叫んだ。


    「い、いや、い、いいよ、大丈夫──」


    　江戸川が言った。尋じん常じようでない彼らと莉桜さんの様子に、江戸川もまた怯えていた。


    「あ、ありがとう、謝あやまってくれれば、いいんだって。う、うん──」


    「──だ、そうよ、命拾いしたわね、あなたたち。江戸川君の慈悲の心に感謝なさい」


    「ありがとうございますっ!!」「──っざいます！」「ありがとうございますッ!!」


    　感かん極きわまったのか、彼らは肩を抱き合って、泣き出してしまう──。


    　ありえなかった。ぶっちゃけ、いじめていた人間が自殺しようが屁へとも思わないような連中のはずだ、こいつらは。なのに一体、何が起きたというのだろう。委員長の、せいなのか？


    　僕も、江戸川も、鈴すずも、呆あつ気けにとられるばかり。


    「皆、江戸川君の寛大な配慮に拍手を！」


    　莉桜さんが言えば、ギャラリーが一斉に手を叩たたき始めた。


    　なんだこれ。こんなの僕らのガラじゃない。こんな風に壇上に立つのはもちろんのこと、みんなから賞賛を受けたりするなんて。僕らの前で号泣している連中の方が、よほどここに立つには相応ふさわしいはずだ。第三階級のはずの我々が、一体全体、どうして皆を見下ろし、拍手を受けているのか。


    　だけど──戸と惑まどう僕らを尻しり目めに、莉り桜おさんはそれを当然のように受け取っている。


    「今、私たちは大きな危機に直面しているわ」


    　拍手が収まるのを待って、再び莉桜さんが口を開く。


    　とたん、皆は水を打ったようにシンと静まりかえる。


    「屍し者しやが蘇よみがえって人を襲おそい、生ける人々もまた、次々と奴やつらの仲間となっていく──」


    　凛りんとよく響く声が、モールに響き渡る。皆が、一心に耳を傾ける。


    「ただ口を開けているだけで、自由や安全が手に入った時代は、もう終わってしまった。あの日、起こった悪夢のような悲劇が私たちから全てを奪ってしまった。けれど生徒諸君──北きた崎さき高校の生徒諸君に私は問いたい。これは終わり？　私たちにはもう未来は残されていない？　私たちにできるのは、あの蠢うごめく屍者に貪むさぼり喰くわれ、その一員となる日を待つことだけ？」


    「違う！」「絶対に違う！」「そんなことはありません！」


    　莉桜さんの呼びかけに、集まった生徒達が一斉に応こたえた。


    　見知った面々の顔には、いつもの白けた色はなく、瞳ひとみは熱っぽく潤うるんでいる。


    「──その通りよ。これはけっして終わりなんかじゃない。たとえ天が私たちを見放し、神が屍者の復活という裁きを下したとしても、私たちは力を合わせることできっと、この危機を打破することができる。彼ら三人の勇者が、それを証明してくれた！」


    　──勇者って僕らでしょうか？　学芸会じゃ村人Ａくらいしかやったことがないのに。


    「彼ら三人は、屍者たちに覆おおわれたこの地上で、孤立無援のなか、みずからの力のみを拠より所として助け合い、生き残り、そして、ここに辿り着いた。三人は、私たちに教えてくれたわ。たとえ、どんな絶望的な状況であろうとも、私たちは、力を合わせることで必ずや、道を切り開くことができると──」


    　いや、僕ら、山でキャンプしてた程度なんですが──なんて言い出せる雰囲気ではない。


    「安あん東どう丈じよう二じ君には卓たく越えつした屍者たちへの造ぞう詣けいがあり、江え戸ど川がわ明あき広ひろ君には幼いころから培つちかってきた建築、工作技術が、小こ伏ぶせ鈴すずさんには豊富な医療知識とサヴァイバル能力があるわ。この三人の力は、私たちにも大きな助けとなってくれるでしょう！」


    　戸惑う僕らを置いてけぼりに、莉桜さんの声は熱を帯びていく。


    「安東君最高!!」「江戸川さん素敵！」「小伏さん、来てくれてありがとう!!」


    　僕らを取り巻く生徒たちもまた──。


    「長い時間、私たちは、教室という檻おりの中で、無意味な日々を生きてきたわ。未来に希望を持つこともできず、みずからの意志で何かを選び取ることもなく、ただ、怠たい惰だな毎日を過ごし続けてきた。できることと言えば、愚ぐ痴ちと陰口を垂たれ流し、些さ細さいなことで友人を傷つけ貶おとしめあって、貴重な青春を無駄に浪費することだけだった。そんな、終わることのない絶望の中に、私たちは閉じ込められてきた──」


    　そして一際大きく叫んだ。


    「だけど、今の私たちはもう違う！　この状況にあって、お互いに手を取り合い、信じ合い、この絶望的な事態に立ち向かおうとしている。あなたたちは、もう教室でのあなたたちじゃない。今や、あなたたちは、人類に残された最後の砦とりでであるこのショッピングモールを守る戦士となった。私は、あなたたちとともに過ごし、あなたたちとともに戦えることを誇ほこりに思っているわ。新しい仲間たちとともに、今日からまた頑張りましょう!!」


    「よろしく！」「がんばろう!!」「戦いましょう!!」「万歳！」「委員長万歳！」


    　莉り桜おさんの呼びかけに、生徒たちが応こたえ、土ど下げ座ざ組は大泣きして許しを請こう。


    　そんな声を背に、莉桜さんは僕らへと向き直る。


    「さっきは怖がらせてしまってごめんなさい。でも、わかってもらえたと思うの。ここは教室とは違うわ。面白半分に人を罵ののしったり、嘲あざけったり、傷つけたりするような──丹たん咲ざきいずなや、江え戸ど川がわ君を閉じ込めたこいつらのような人間には容赦なく制裁が下される。だけど、あなたたちが怯おびえる必要はないわ。価値のある技術や知識を持ち、皆の生存のために、それを活用してくれる人間には、正しく賞賛と尊敬が与えられるのだから──」


    　拍手と声援に包まれたステージで、莉桜さんは言う。


    「そういう場所が私はずっとほしかった。だから私は作った。私の帝国を──私たちのための世界を。そうして、あなたたちを待っていたのよ？」


    　世界──莉桜さんの、作った帝国。私たちの──僕らの──世界──。


    　それから手を挙げて、皆を解散させてから、莉桜さんは言った。


    「三人の部屋も用意させたから、今日はゆっくり休んで──明日からはいろいろと手伝ってもらうから。いいかしら」


    「は、はい」「はい」と江戸川と鈴すずが応えた。


    「もちろん──その対価だって用意させてもらうわ」


    　それから、僕の耳元に、僕にだけ聞こえるように、そっと囁ささやいた。


    「安東君には、多少、大きな音を出しても、大丈夫な部屋を用意したわ。従順な奴ど隷れいがあなたを待っている──思う存分、好きにしたらいいんじゃないかしら──」


    　心臓がドクンとなった。


    　従順な奴隷って──丹咲いずなか──？


    　好きにって──本当に、つまり、そういうことか──？


    　半裸のまま、冷房に肌を震ふるわせ、顔を赤らめ俯うつむいていたいずなの姿を思い出し──僕はゴクリと喉のどを鳴らした──。


    「あなたにもこれから頑張ってもらうのだし、その報酬の先払いよ──」
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    　わかっていたのだ。


    　ゾンビなんて所しよ詮せん、映画の中の絵え空そら事ごとだって。


    　この世には絶対に、存在しないんだって。


    　だけどゾンビが、存在しないというのなら、では、彼女たちは一体何だと言うのだろう？


    　ゾンビには知性がない。意志がない。決まり切った行動を繰り返すことしかできない。


    　それがゾンビの定義なら、彼女たちこそ、まさにゾンビだろう。


    　話の内容はいつも一緒だ。シュシュがどうした、ストラップが可愛かわいい、なんてファッションチェックから始まり、昨日の連ドラの話を経由して、そこからは教師の悪口か放課後の予定へ分岐。放課後は食うか、ダベるか、カラオケかのわずか三択。


    　そんなルーティンワークを繰り返し続ける彼女たちのどこに知性と意志がある？


    　ゾンビの行動原理は単純だ。群れて、人間を襲おそう。


    　高校生も同じだ。とにかく群れたがる。そして自分たちと違う人種を絶対に許さない。


    　ゾンビたちと一緒に密室に閉じ込められた状況を想像してほしい。


    　学園生活というのは、それに限りなく近い。


    　ならば──どうする？


    『ショーン・オブ・ザ・デッド』や『ゾンビランド』は教えてくれる。


    　世界がゾンビに覆おおわれて、逃げることができなくなったなら、ゾンビに擬態するしかない。


    　ゾンビのふりをして、奴やつらの群れに潜むのだ。


    　そうやってずっとゾンビで溢あふれた屍し者しやたちの教室、屍者たちの高校で生き延びてきた。


    　自分を隠して──ゾンビの仮面を着けて、演技だ、と言い聞かせて。


    　だが──古来から言うではないか──。


    　狂人の真ま似ねとて大路を走らば即すなわち狂人なり。


    　亡霊を装よそおいて戯たわむれなば、亡霊となるべし。


    　ならば、自分も、いつかきっと、身も心もゾンビになってしまうだろう。


    



    　そんな諦あきらめが──心を満たそうとしていた時──、ついに、その日は、やって来た。


    　私──城しろヶが根ね莉り桜おは、夏休みに訪れた島で、ついにゾンビと出会ったのだ。


    　待ち望んでいた、その時がやって来た。


    　私の望みが叶かなう時が。

  



  
     第六章　屍し者しやの帝国


    



    　一階正面エントランス。


    　扉の前に押し寄せた大量のゾンビがドンドンと強化ガラスを叩たたく前で、トンカチを叩く軽快な音が響き渡り、アーク溶接の青い光が激しく火花を散らしている。


    「よし、それでいい。今度からは一人でやれるな？」「はい、ありがとうございます！」


    　青いブルゾンに身を包み、鋼はがねの防護帽を被かぶり、生徒を指導する小太りの姿。


    「班長、すいません、ちょっと、ここどうすればいいんですか──？」


    「ん──って、バカ！　軍手は必ずしろって言ってるだろ！　ケガでもしてみろ！　ろくな薬なんてないんだ、破傷風になって最悪死ぬぞッ!!」


    「す、すいません──!!」


    　建設班のリーダーとなり、対ゾンビ工事全般を指揮、監督する立場となった、江え戸ど川がわ明あき広ひろだ。


    　現在は、正面玄関に、バリケードを建設中。


    　家具店などからかき集められた大量の資材が山をなす中、十人近い生徒が働いている。電動ドリルやらチェーンソーやらが音を立て、木くずが飛び散り、火花が光る、本格的な作業になっていた。


    　テキパキと指示を出し、懇こん切せつ丁てい寧ねいに工具の使い方を指導し、時に厳しく叱しつ責せきを飛ばす江戸川「班長」は、セミナーハウスの倉庫で簀す巻まきにされていた彼とは、まるで別人のようだった。


    　そんな仕事ぶりを視察する僕と莉り桜おさんに気づき、作業中の生徒が一斉に敬礼する。


    「委員長、それに──副委員長」


    　僕もまた、莉桜さんの助言役として、副委員長なる肩書きをもらっている。


    「作業の状況はどうかしら？」


    「はい、江戸川班長が来てくれて助かりました！　正直、自分たちだけじゃ、適当に物を積み上げるくらいしかできませんでしたから──でも、班長が一から教えてくれて──」


    　応こたえたのは、江戸川のクラスメイトの男子だ。江戸川をデブ川などと呼び、パシリに使ったことも一度や二度ではないはずの彼なのに、その瞳ひとみには、今や尊敬の色が浮かんでいる。


    「いや、こっちこそ。ぼくも楽しいよ──ここは、器材も資材も、使い放題だからね」


    「ええ。あなたたちの仕事は、文字通り私たちの生命線よ。必要なものがあれば、何でも言って。可能な限り、便宜を図るわ」


    　莉桜さんの言葉に、江戸川たちは「はい、委員長」と言葉を揃そろえる。


    　──楽しい、と江戸川は言った。


    　防犯用に強化されたものとはいえ、ガラス一枚を隔ててゾンビの群れがひしめく場所での作業である。正直、普通に考えれば、誰だれだって遠慮したい仕事のはずだ。


    　だが──実際、工事にあたる連中は、和気藹あい々あいとしている。


    「──おい、見ろよ頭にパンツかぶったゾンビがいるぜ」


    　一人が指差して笑う。すると、他ほかの皆からも笑いが起こった。


    　──や、やあ、久しぶり。君もセミナーハウスからここまで来たんだね。


    　なんだか、終わらない学園祭の前日のようだ。


    　授業は午前中で終わって、みんなで出し物の準備やドンガラを作って──。


    



    
      †

    


    



    　いっぽう、モール三階の奥にあるテナントには「こぶせ＊くりにっく（医療班）」という手製の看板が掛かり、待合室のソファが生徒たちで埋まっていた。店内地図を見れば、もともとは掘医院という名前だったとわかるが、今や医療班長である小こ伏ぶせ鈴すずの居城である。


    　一発診断・明朗会計。男性に限り、現在、身体検査無料、なんて幟のぼりが立っている。


    　その「＊」はなんの意味なのだ。無料の身体検査って何をされるのか。＊に指を──いやいや。


    　──医院の前で、そんな恐ろしいことを考えていると、


    「常備薬を忘れたり、切らしたりしてた子が、出てきた頃ころだったの。知識のある小伏さんが来てくれて助かったわ。彼女をここまで連れてきてくれてありがとう。──躰からだの弱いあの子を連れて行くわけにもいかなかったから、安あん東どう君に任せたんだけど、正解だったわね」


    　──いやまあ、お礼を言うべきは僕の方というか、鈴がいなければ僕らは餓死してた可能性もあるわけで、しかしとにかく、鈴も、たぶん喜んでいると思いますよ、ええ。


    　とまあ、そんな感じで、小伏鈴医療班長の働きぶりを視察した後、


    「副委員長、あなたの仕事部屋が用意できたわ」


    　と、莉り桜おさんに連れてこられたのは、そこから数軒離れたテナントだった。


    　この辺りはリフレクソロジーやアロマテラピーなどの店舗が集中している一角だった。


    　そのうちの一店である、こぢんまりとしたマッサージ店に、僕は案内された。


    　すでに入り口には「副委員長室」の看板が掛かっている。


    　清潔な店内、落ち着いた照明。ハーブの香りが、気持ちを穏やかにしてくれる。


    「今日からは、ここを事務所にしてもらうわ。奥の従業員用区画は私用で使ってくれてかまわない。後で専任のスタッフをつけるから、必要なものがあれば、持ってこさせて」


    「こんな所、僕、一人で使っていいわけ？」


    「ええ。似たようなお店は多いし、あなただけの特別待遇というわけではけしてないわ。遠慮しないで使って頂ちよう戴だい。そのかわり、しっかり働いて貰もらうから」


    「で、でもさ──一階の床に寝てる連中もいるだろ、僕だけ自室と仕事場とふたつも──」


    「彼と彼女らは自己責任であの暮らしに甘んじているのよ。権利は、義務を果たした者に初めて与えられる。能力に応じて働き、能力に応じて受け取る、それが社会の基本というもの。なんの技能も知識も持たない連中には、相応ふさわしい待遇というものがあるのよ」


    　一切の躊ちゆう躇ちよもなく、莉り桜おさんは言いきった。


    「──ついて来なさい、安あん東どう君」


    



    「この光景を、どう思うかしら？」「どうって──」


    　三階のフロアからモールを見下ろし、莉桜さんは言う。


    「作業はあくまで自由参加って聞いて、安東君は驚いてたわよね」


    　その通りだった。労働は志願制であり、たとえ寝て暮らしていても、最低限の食料や物資、それに「ゾンビにならない薬」はちゃんと配給される。


    「どうして強制参加で全員を働かせないかって疑問に思う？　なら、これがその解答よ」


    　吹き抜け式のガレリアに立てば、どうしたって一階の居住区を見下ろす形になってしまう。


    　同じ階にいればこそ、仕切りやついたてが意味を成すけれど、上階からでは丸見えだ。


    　僕らが見ているとも知らず、ジャージ姿で寝ころんでケツをかく者。


    　ポテトチップスを食べ散らかしながら、マンガを読んでいる者。


    　女生徒もいる。コンパクトを手に、化粧に余念がない。


    「能力がない者を無理に働かせても、全体の効率を落とすだけよ。それより、見せしめになってもらった方がいいわ。それが彼ら下層民たちの仕事ってわけね。あんな豚のような暮らしを送りたくなければ、学び、努力し、労働すればいい」


    「見せしめって──」


    



    　委員長、城しろヶが根ね莉桜は、モールに避難した生徒たちを三つに分けた。


    　専門知識、技術を元に、作業の指揮をとる者。


    　彼らの元で、仕事を学び、労働する者。


    　労働に従事しない者。


    　この区分は、そっくりそのまま、居住階に反映される。


    　江え戸ど川がわや鈴すず、そして、僕のような指揮階級の者は、上層民として三階の従業員区画に個室を与えられ、さらにテナントを一店舗、仕事場として与えられる。


    　彼らに付き従う労働者たちは、中層民として二階に住む。三、四人ごとのグループで一店舗を使い、家具店からベッドを運び込んだり、スポーツ用品店から持ち出したテントを張って個人用スペースを作るなどして暮らしている。


    　そして──仕事を持たない者たちが、莉り桜おさんと僕が見下ろす下層民たちだ。フロアの床に敷かれた段ボールが、彼ら、彼女らの住居である。彼らは、ずっとこうやって、あそこで寝て暮らしているのだろう。昨日の集会の時に見なかった顔が、そこにあった。


    「でも──、なんだか、見み下くだすみたいで──」


    「あなたにはその権利が十分にあると思うわ安あん東どう君。今まで、なんの根拠もなしに、あなたたちを見下してきたのが下層民たちじゃない。それが、単に逆になっただけよ。いいざまだって、あなたが笑っても、私は咎とがめない。彼らは、それだけのことを、今までしてきたのだから」


    　教室の王者は、リア充たち第一階級。君臨する彼ら彼女らが、僕ら第三階級を高みから見下ろす。


    　それが──教室の真理だった。


    　質量とエネルギーが等価であったり、コーラを飲んだらゲップが出たり、ゾンビに嚙かまれた人間がゾンビになるのと同じくらいに強固な、永遠不変の世界の法則のはずだった。


    　だけど、今はどうだ、ここはどうだ。


    　例えばいじめられっ子の第三階級だった江え戸ど川がわ明あき広ひろは、今や、建設班長として三階に住む、上層民。


    　かつての支配階級は──彼を、倉庫に閉じ込めて嗤わらっていた第一階級は、今や下層民として見下される立場だ。江戸川だけじゃない、彼らに媚こびへつらっておこぼれに与あずかろうとしていた連中からも、今や、見下される立場だ。そいつらは、みな、中層民として、江戸川の下で仕事に励んでいるのだから。


    　──教室の関係が、綺き麗れいに、逆転してしまっていた。


    「おかしいことなんかじゃないわ。これは当然の結果よ」


    　城しろヶが根ね莉桜は言う。


    「人と違った能力を持つこと、人が持っていない知識を持つこと、それは本来、賞賛されるべきものでしょう。そういう人が、それを持たない人から、慕われ、敬うやまわれ、付き従われるのもまた、当然でしょう？　私だって時間ができ次第、江戸川君や小こ伏ぶせさんに習いたいことはいくらでもあるわ。そういう当然のことが、これまで行われてこなかった。ただ、人と同じであることだけを追い求め、無能で愚ぐ劣れつで怠たい惰だであることを競わされるのが教室という場所だった。そんな無意味な争いに勝利を収めてお山の頂点に立った猿どもが、この非常事態に、無能の烙らく印いんを押されて転落するのは必然じゃない──。違う？」


    　莉桜さんは問う。僕は「えっと──」と、曖あい昧まいに言葉を濁す。莉桜さんは続ける。


    「私だって、少しは期待したのよ──全員が一丸となって危機に当たる世界を」


    　でも──と、彼女が視線を向けるのは──昨日、江戸川に土ど下げ座ざしてきた連中だ。


    　段ボールの上に寝ころび、ジャンクフードを貪むさぼっている。


    「糾きゆう弾だんした。罰も与えた。でも──労働については、これを奨励しこそすれ、禁止した覚えはないわ。彼らが本当に過あやまちを認めたなら──言われるがまま謝るのでなく、みずからを省かえりみるだけの謙虚さがあれば、一からやり直すこともできたはず。その方がお互いにとって、そして全体にとって幸福だった。だけど彼らにあるのは所しよ詮せん、自己保身だけ。口先では謝っても、結局プライドを捨てられないでいる。彼らは、結局、彼らでしかありえなかった──だとしたら、そんな彼らを、彼らのままにシステムに組み込むしかないわ」


    　そう、彼女は言った。


    「どう？　これが、私たちの世界よ。私と、あなたの世界よ」


    「僕たちの──、僕と、委員長の──世界？」


    「ええ、そうよ、安あん東どう副委員長。それが、私の隣に立つということの意味だわ」


    　これが、僕の──世界。莉り桜おさんが造りあげた、僕と莉桜さんの、世界。


    　屍し者しやたちに包囲された──城しろヶが根ね莉桜の帝国。


    「たった、数日で──これだけのシステムを作ったのは、すごいよ。けど──」


    　応こたえて、だけれど、その先は言えずじまいだ。


    　言えなかった。どこか、底知れぬ、悪意のようなものを感じる、などとは。


    　聞けなかった。莉桜さんは、どうしてそんなに彼らが憎いのか──とか。


    　第一、そう感じるのは、僕のせいなのかもしれなかった。


    　確かに、僕らは第一階級の連中が憎かった。


    　こうやって──見下してやりたいと願っていた。


    　心底に願っていた。死ぬほど願っていた。


    　ああ、莉桜さん、あなたの言う通りだ。わらってやりたい。いいざまだ。いい気味だ。


    　だけど──これでは、まるで自分の昏くらい欲望を、白日に晒さらされているようで──。


    「けど──？」


    　と莉桜さんに問われ、僕は慌てて言葉を探し──、けれど、見つけられず──。


    「委員長！」


    　何か騒ぎが起こったらしい。


    　莉桜さんの姿を認めて駆け寄ってきた武装親衛隊たちに、僕は内心、感謝した。


    



    
      †

    


    



    「委員長、またですッ！　また、やられましたッ!!」


    　勢い込んで走ってきたのは、野球部主将の大おお浦うら──ではなく、委員長の部下としてモール内の警備を一任される立場となった武装親衛隊長の大浦だ。


    「──また古ふる内うち？　被害は？」


    「今度は食料です。保存のため燻くん製せいにしていた高級国産牛肉三キロ──」


    「あの盗ぬす人つとが！　また余計な手間ばかり!!」


    　盗人──てか、古ふる内うち、だって──？


    　そうだ。ていうか、古内潮うしお、イケメンリア充の古内はどうしたのだ。昨日から顔見てないぞ！　あいつこそ、下層民に相応ふさわしい男じゃないか、ヤツさえ、この下にいてくれたら、思う存分、見み下くだしてやれるのに!!


    「い、委員長、古内のヤツ、一体──」


    「今、聞いた通り。窃せつ盗とうを繰り返して好き勝手やってくれているわ。このモール内の物資は米粒ひとつ、水一本に至るまで我々の共有財産だというのに、欲望のままに手をつけて！　必ず引っ捕らえて人民法廷にかけてやるわ。親衛隊長！」「はッ！」


    「私が陣頭指揮をとるッ！」ホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜き叫んだ。「今日こそヤツを捕らえましょう。これ以上こんな狼ろう藉ぜきを許していてはモールそのものが存続の危機よ!!」「はッ!!」


    「副委員長、これを」「このノートは？」「今日はこれに目を通しておいて。モールの籠ろう城じよう計画書よ。改善点や問題点を洗って報告してほしいの。それじゃ！」


    　総そう身みから憤ふん怒どのオーラを立ち上らせ、親衛隊を引き連れ駆けて行く莉り桜おさん。


    　後には──ノート一冊渡された僕一人が残された。


    



    「なんだ、これ──全部、莉桜さんが作ったのか──？　すごすぎるぞ、これ」


    　びっしりと文字で埋まったノート──。


    　古今の映画におけるゾンビの分類から、そのタイプ別における傾向と対策。


    　銃火器の入手が困難な日本における最適な対ゾンビ武器、防備の考察。


    　モールだけでなく、学校や都市部等でゾンビに遭遇した際のサヴァイバル計画。


    　──パラパラめくっただけでも、ものすごい労作だとわかる。


    　完かん璧ぺきな防衛計画だった。莉桜さんについていけば僕らは生き残れる──そう確信できた。


    　そもそも、こんな完璧なの渡されて、一体、どうやって問題点なんか見つけろって言うの？


    　──いやいや、莉桜さんだって、言ってくれたろう、ここは僕と莉桜さんの世界だって。


    　僕はもう、これまでの安あん東どう丈じよう二じではない。莉桜さんの隣に立つ副委員長なのだ。


    　江え戸ど川がわ明あき広ひろや小こ伏ぶせ鈴すずも頑張っている、僕も頑張らなければ──。


    　なんて考えながら、自分の城として与えられたマッサージ店に戻れば──。


    「よぅ、丈二、心配したんだぜ。生きててよかったなぁ」


    　奥の暗がりに一番会いたくないヤツが、座っていた。


    　くすんだ金髪に赤シャツ。チャラさの極限に挑戦するバカ男だ。


    「──僕は会いたくなかった。死ねばよかったんだ、おまえなんか。なんで生きてるんだ」


    「はっは、ひがむなひがむな。正義のヒーローは死なないんだよ」


    　莉桜さんが──委員長と武装親衛隊が目下、全力で捜索中の全人民の怨おん敵てきがそこにいた。


    　古ふる内うち潮うしおが、奥のベッドに、腰掛けていた。


    「おまえさ、何やってんだよ──」「チョコ食ってる」「そうじゃなくてさ──」「食うかい？」「いらねーよ」「新製品なんだぜ？」「知らねーよ」「アンコが入ってるんだぜ？」


    　──知るかボケ！


    　ああ、もうイヤだ。調子がくるう。なんでコイツだけでも死ななかったんだろ。


    　もう説明したかもしれないが、古内潮は、僕の高校でのクラスメイトである。


    　高校での、というか、小学生の時も、中学生の時も、クラスメイトだった。腐れ縁。


    　僕はコイツが嫌いである。いずななんか目じゃないぐらい大嫌いだ。


    　背が高い。顔がいい。運動ができる。友達も多い。女にモテる。大して勉強もしないクセに成績はいい──これでコイツを嫌いにならない人間がいたら、その時点でノーベル平和賞の受賞候補に上るだろうが、まあ、それぐらいはいい。


    　問題は加えて、性格まで悪くないことだ。


    　友達は多いが特定の誰だれかとつるむことはない。人の悪口を言ってるところも見ないし、阿あ諛ゆ追つい従しようのたぐいも一切しない。小学校からこっち、僕へのイジメが本当に酷ひどくなると毎回、助けてくれるが、特に恩を売りつけてくるわけでもない。その度に、人間としての格の違いや自分の器の小ささを思い知らされてきた僕の気持ちがわかるだろうか。


    　──ていうか、わかれ。


    　とにかくだ。


    「おまえなあ、何やってんだよ、本当に」「だからチョコ──」「それはいいって！」


    　ええい、くそ。


    「あのさ、今がどんな状況か、わかってんだろ──？」


    「ああ、おまえの大好きな映画そっくりだな。ビビったぜ」


    「だったら、なんで協力しないんだよ。なんで盗ぬす人つとなんてやってんだよ！」


    「店のモン勝手に使ってんのは、おまえらも一緒だろ」


    「そうじゃなくて、くそ、揚げ足とんな！　どうしちゃったんだよ、おまえ、こういう時にフザケるタイプじゃないだろ！　非常事態なんだぞ、みんなで力を合わせないと──」


    「合わせたさ。誰がここまでバス転がしたと思ってンだ」


    「──おまえか」


    「俺おれ以外にマトモに乗れそうなヤツがいなかったからな。七月に免許とっといてよかったぜ」


    「普通免許で大型バス運転すんな」


    「こんな時ぐらい許せよ。非常事態だって、おまえ自分で言ったじゃん」


    「うっせーダブり」


    「ダブり言うな」


    　これでも小学校の頃ころの古内は、難病で入退院を繰り返す、天使のように繊せん細さいな少年だったのである（女の子と見間違われる程で、その時から看護師のおねーさんにモテモテだった。とにかく、いけすかないヤツなのは、その頃から何ひとつ変わってない）。


    　ちなみに、それがなんで、こんな変わり果てた姿になってしまったかというと──、


    「来くる実みお姉ねえさん、ボク、あの枝の最後の葉が落ちたら──」


    「バカ言うな。いいか坊主、お姉ちゃん明日、新幹線と勝負すっから。それに勝ったら──」


    　──的なエピソードの数々が存在するのだが、長くなるので割かつ愛あい。


    「じゃ、なんで、協力しないんだよ──」


    「先に手を出してきたのは向こうだぜ。監禁されそうになったから逃げてるだけだ」


    「──監禁？　莉り桜おさん──委員長にか？　おまえが何かやらかしたんだろ」


    「何もしてねーよ」「信用できない」「しろ」「イヤだ。何か理由があるはずだ」


    　がーっと頭をかきむしる古ふる内うち。


    「おい、ゾンビ博士様、教えてくれ。アイツ、何企たくらんでやがるんだ？」


    「企むってなんだよ──人聞きが悪い」


    　僕らの考えていることは一緒だ。ゾンビと戦って生き残る、それだけだ。


    「あの女のやってることはムチャクチャだぞ。着いた早々、いきなり拳けん銃じゆうぶっ放しやがった」


    　──着いた早々──いきなり？　莉桜さんから聞いた話とだいぶ違う。


    「それだけじゃねぇぞ。あの女、自分から家電店にゾンビを入れやがった。昔っからどうも裏表があると思ってたけど、さすがにビビったぜ。何考えてやがる？」


    　突然の言葉に僕は驚く。こいつ、何を言い出しやがった。


    「う、噓うそだ。莉桜さんが、──委員長が、そんなことするはずがない」


    「ずいぶんな盲信ぶりだな、狩かり野のや釜かま谷たにに水着で男の世話させるようなヤツだぞ、何をやり出したっておかしくねーと思わねーのか？」


    「──狩野や釜谷は──希望の上で、労働してるんじゃないのか──？」


    「そりゃ建前はな」なんだよ、それ。「おまえはなんの取り柄もないから、働きたきゃ水着になれ、そうじゃなきゃ、ずっと段ボールの家で暮らせ。どっちを選んでも地獄だぜ」


    「仕方ないだろ──それしかできることがないって、ことなんだから──」


    「でも、仕事の適性判断してんのは全部、委員長様だぜ。嫌いなヤツには無茶苦茶な仕事ふるなりなんなり、どうとでもやれるよな」


    「──ぼ、僕が着いたばかりで何も知らないと思って、妙なこと吹き込もうとするな。おまえは、委員長を逆恨みしてる。きっと何かやったんだろう、おまえだって」


    「思いあたることは、ないでもねー」


    　なんだよ、やっぱりあるんじゃないか。


    「言ったとおりだ。俺がバスを運転できるから。そして来実姉さんに、みんなを頼まれたから。それが俺を自由にしときたくねえ理由さ」


    「なんだよ、それ──そんなのが理由になるわけないだろ」


    「それがなるんだよ。これは、まあ、俺おれの推測っちゅうか、推理だがな──、耳かせ」


    



    「そ──!!　そんなわけあるか、ボケ」


    　思わず外にまで響きそうな大声を出してしまい、僕は慌あわてて声を潜ひそめた。


    「だから、推測、推理だって言ってンだろうが」


    「そういうのは妄想って言うんだよ！　信じられるか、そんな話──！」


    　酷ひどい話だった。莉り桜おさんへの侮辱にほかならない。僕の腰に拳けん銃じゆうがささってないのが悔やまれてならなかった。あったらその場でこいつを射殺してやれるのに！


    「とにかく、夜の十二時、午前零時だ、頼む」


    「知るか！」と僕は机を叩たたいて立ち上がる。「とにかくさ！　ほんと、逃げ続けるのもいいけど、絶対に捕まらないようにしろよな！　みんなピリピリしてる！　どんな目に遭あうかわかんないぞ!!　あともう、ここには来るなよ！　僕は副委員長なんだ!!」


    「へいへい──って、おい、どこ行くんだ？」


    「──仕事だ！　僕には僕の役目があるッ！」


    　もう付き合っていられなかった。


    　乱暴に言い捨てて、僕は、副委員長室を後にした。


    　くそ──ここは僕の仕事場だってのにッ。


    



    
      †

    


    



    「お、お帰りなさいませ、ご主人様、お早いお帰りですね、そ、その──お風ふ呂ろですか、ご飯ですか、それとも──、わたくしでしょうか──？」


    　自室に戻ると、裸エプロンに首輪をつけた僕の奴ど隷れい美少女が出迎えてくれた。


    　──なんて犯罪的な字面なのか。しかもだいたい事実だから恐ろしい。


    「だ、だからさ」──と僕は、だはぁっとため息をつく。


    　さすがに大きなショッピングモールだけあり従業員用の施設も多い。僕に住居として与えられた仮眠室も、ちょっとしたホテルの一室という感じだったけれど──。


    「そういうの、や、やめようって言ったじゃないか──」


    　そんな格好のいずなを見れば、どうしたって、デーンと部屋の半分以上を占めるベッドに目が行ってしまう。必死で煩ぼん悩のうを振り払い、壁に備え付けられた小さなデスクに座る。


    「普通にしててくれればいいんだ、お茶でも貰もらってきて──いや、そのカッコで外出るのはアレか──何もしなくていい。息だけしてろ、寝てろ」


    　くそ──古ふる内うちのアホさえ来なけりゃ、こんな色気過剰女の誘惑と戦う必要もなかったのに。


    「で、でも──ご主人様、いずな──、ご主人様に抱いて頂かないと、委員長に何をされるかわからないんです──、お願いです、いずなとしてください──」


    「だから、ご主人様もやめてくれ！　普通にしてくれって、ほんと！」


    　安あん東どう丈じよう二じ、十七歳。一晩経たちましたが、未いまだ、童貞です。純潔を貫つらぬいています。


    　──誰だれか褒ほめてくれ、ほんと。


    「でも──でも、」


    　僕だって男だ。十七歳の男だ。


    　そして、丹たん咲ざきいずなは、まずもって文句なしの美少女である。


    　そういう子とほとんど裸で、二人きりだ。裸よりエロいカッコでベッドがひとつだ。


    　しかも、よほど手ひどく、莉り桜おさんに脅されたらしい。


    　僕とイタさなきゃ、命が危ない、という勢いで迫ってくる。


    　──僕は床で寝るから、おまえがベッド使えと言えば、そんなことがバレたら殺されるといずなが言い、結局、二人で毛布と布ふ団とんにくるまった昨夜。本能を誘惑してくるあの胸の柔らかさに、脳のう味み噌そを麻ま痺ひさせる女の子の体臭に、全身をとろかすような彼女の体温に攻められて、よくもまあ、我慢できたものだと思う。肩を震ふるわせ「ご主人様、あのね──、ゴメン、アタシ、その──遊んでいると思われてるけど──初めててで、だから──」とか耳元で吐と息いきとともに囁ささやかれた時なんて、ほんと、よく理性が耐えられたと思う。マジで。
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    　たしかに、いろいろ妄想してきたさ。ゾンビハザードで女の子助けて「安あん東どう君抱いて！」って展開ばっかりだったさ。


    　それでも、やっぱり、無む理り矢や理りというのは、違うと思うのである。


    「安東君は、ご主人様はヘタ──紳士だから口では絶対に断ろうとするけど、それを口実に断ろうとしたら懲罰だって──」


    　くそ。読まれていたのか──そうですよ、どうせ僕はヘタレなだけですよ。


    「いずな、何か、しないと──怒られてしまいます、お願いします、命令を──」


    「──じゃあさ──、その」だから、僕は、命令する。「──映画でも見ないか──？」


    「映画ですか！　どんなのですか！」


    「いや、えーと──ゾンビの出てくる、映画」


    「[image: ]」


    「ダメ？」


    「いえ、ダメじゃないです！」


    



    　そういうわけで、僕らは二人、ゾンビに囲まれたショッピングモールの中で、ゾンビに囲まれたショッピングモールが出てくる映画を観みたりした。


    　いずなも最初はガチにビビっていたが、それなりに愉たのしんでいたようなのである。


    　なんというか──こういうくらいで、僕は十分なんだけどなあ、と思った。


    



    
      †

    


    



    　日が落ちた。


    　朝昼の食事は、作業班ごとに取ることが慣例だそうだが、夜は階層ごとになっている。


    　夕食が幹部会議を兼ねているためだ。


    　今日の晩ばん餐さん会かいは、イタリア料理店、グラン・サッソで開かれた。


    　江え戸ど川がわや鈴すずをはじめとした各省の班長六名、それに僕は、委員長とともに、食卓を囲む。


    　真っ白なテーブルクロス、揺らめく蠟ろう燭そくの光。


    　シェフを務めるのは、モールの食料事情を一手に担う糧食班班長の恩おん田だ乃の々の葉はさん。


    　生ハムサラダの前菜アンティパストから始まって、一皿目プリモ・ピアットにチーズが薫かおるリゾット、二皿目セコンド・ピアットに和牛、と続いていく本格派であった。


    　なお、中層民には、今いま頃ごろ、お昼から糧食班が大鍋でコトコト煮込んだ特製カレーが提供されているらしい。高いものはうまいうちに食っておけと、国産牛肉やら何やらの高級食材を惜しげもなくブチ込んだ大変豪華なものだそうだ。


    　──ちなみに下層民はカップ麵めんにブロック栄養食に水。コメントはしない。


    　万一のゾンビ侵入に備えての店内の通路、階段の段階的閉鎖。


    　ショッピングカートを改造した対ゾンビ用新兵器の検討。


    　娯楽品、嗜し好こう品の配給を公平かつ効率的に行うための地域通貨の導入の検討。


    　等々の議題を処理し──、


    「それじゃ私は仕事に戻るわ。みんなはゆっくり歓談を楽しんで。休息も大事な仕事よ」


    　幹部会議を終え、莉り桜おさんは立ち上がる。


    



    「委員長は、いつも、夜遅くまで──？」


    　莉桜さんが退席してから、鈴すずが問うた。


    「はい、素晴らしい方です──」と恩おん田ださん。「お夜食持っていくんですけど、いつも明け方近くまで、わたしたちのために頑張ってくださっていて──わたし、あの人のために、みなさんのためにお料理が作れて、とても嬉うれしいんです」


    　言ってから「あ」と、口に手を当てる。


    「嬉しい、なんて言っちゃいけませんよね、こんな大変なことになってるのに」


    「──そんなことないよ」言ったのは江え戸ど川がわだった。「今日一日、とても充実してたんだ」


    　口の周りについたソースをナプキンで拭ふき拭き、彼は続ける。


    「──い、今までは、ずっと隠していなきゃいけなかった。機械いじりが趣味、なんて言ったら、マニアだ、オタクだって言われるしね。だから、頑張って、見たくもないドラマを観みたり、聞きたくもない音楽を聴いたり、面白くもないネタで笑ったふりをしてた。何をしているんだろうと、ずっと思っていたよ。何も、してなかったんだよね。ぼくらは、ただ何もしないことをひたすら、目指していたんだ──」


    　少し、驚く。江戸川がこんなに饒じよう舌ぜつになるなんて、初めてのことだった。


    「でも、ここでは違った。作らなきゃいけないものがあって、作るための工具があって、たまたまぼくがそれを使えた。だから、それをした。そういう当たり前のことをしただけなんだ。それは、たぶん、恩田さんがご飯を作ってくれるのとも変わらないんじゃないかな──？」


    「え、ええ──そうですね。それが必要で、わたしにはそれができましたから」


    「でも、社会ってそういうものだろう？　いろんな特技を持ったヤツがいて、みんながそれを活いかせるからうまくいくんだ。なのに、僕たちは、教室では、ただ、ただ、みんなと同じであることを求められていた。なんの理由もなく──」


    　キャンドルのゆらめきに浮かされたように、江戸川は語る。


    　グラスを持ったまま身振り手振りをまじえてしゃべるもんだから、液体が零こぼれてしまう。


    　これが普段だったら、きっと、茶化すヤツが出てくるだろう。


    　でも──今、この場にはいなかった。みな──江戸川の話に頷うなずいている。


    「わたしもです」恩田さんも頷いた。「お料理、教えてっていう子はいっぱいいるんですけど、ちょっと、注意すると、すぐ、偉そうとか、言われて──まるで、真ま面じ目めになることが、真剣になることがいけないことみたいで──」


    　彼女は続ける。


    「でも、今は違うんです。ちゃんと勉強してくれます、みんな一生懸命だし──、だから、教えていても、とても楽しいし──、それに料理をみんなに作るだけでいいなんて」


    「勉強をするって言うのは──、知識を蓄え、技術を学ぶっていうのは──本来、こういうものだったんですね。自分の力を高めることが、そのまま、自分のためになり、別の誰だれかのためになり、ひいては社会全体のためになる──ここでそれを知れて、よかったと思います」


    　鈴すずがその言葉を繫つないだ。


    「ここはもう、教室じゃないんですね。鈴たちが頑張るのを、嗤わらう人はいない。それだけ、私たちが生き残れる可能性が増える。そういう場所を、委員長が作ってくれたんです」


    　別に口裏を合わせているわけでもないのだろうに──。


    　彼ら彼女らが口々に言う内容は、昼間、莉り桜おさんが語ってくれたことと同じだった。


    　それは、つまり、莉桜さんが正しいという証明、なのだろう。


    「丈じよう二じ君、ありがとう」と唐突に江え戸ど川がわ。


    　って──はい？　僕？　僕は何もしてないぞ？


    「ぼく、ここに来れてよかったよ。みんなを助けられた。いくつか、封鎖が甘いところがあってさ、あと何日か遅れていたら、危なかったんじゃないかな」


    「鈴もです。薬が切れてる子、当てずっぽうで、薬局あさって、無茶苦茶な薬、飲もうとしてたみたいなんです、ほんと、危なかったです」


    　いや、僕は自分がヒーローになりたかっただけなんだ、とは言えない。言えるわけがない。


    「──いや、僕なんて全然だ。そう、偉いのは委員長。お礼を言うなら、委員長だ」


    　だから、僕は慌ててグラスを掲げて言う。


    「我らが、委員長に──」「「委員長万歳！」」


    　皆のグラスが合わされた。


    　そうだ、正しいのは委員長だ。


    　ここは──いいところだよ、古ふる内うち。


    　なのに、おまえ、何をやってるんだよ。何を誤解しているんだよ。


    　僕はおまえを信じない。僕は、莉桜さんを信じる。

  



  
     第七章　バイオハザード


    



    「ゴメンね、莉り桜おさん、外出禁止なのに屋上に出たいなんて言って──」


    「いいわよ、あなたなら当然、見たがると思ったから」


    　夕食の後、夜も更け、屋上駐車場に続く扉を開けると、叩たたくような強い風に身を打たれた。


    　ごうごうと、まるで超巨大な怪獣の吐息のような音を立て、海から吹きつけてくる。


    　深夜の空気は心地よく冷え、澄んでいる。しかし星は見えなかった。


    　墨ぼく汁じゆうでも塗りたくったように、空は、のっぺりとした闇やみに閉ざされている。


    　強烈な照明がモールを輝かせ、夜空の光を消し飛ばしてしまっているからだ。


    「夜間は──灯火管制中じゃないの──？」と、先に立つ莉桜さんに僕は問う。


    「いつもはね。今日は特別。この夜景が、見たかったんでしょう？」


    　煌こう々こうと光るＬＥＤ街路灯が整然と立ち並ぶ屋外駐車場を見下ろす屋上、目を刺す眩まばゆい逆光の中、シルエットになった莉桜さんは言った。


    　僕は、頷うなずく。それは──確かに、壮観だ。


    　降り注ぐ青白い光に照らされた、屍し者しやたちの血の気の失せた真っ白な肌が、まるでそれ自体が光を放っているかのように、ぼんやりと夜の闇に浮かんでいる。


    　モールを取り囲み、屋外駐車場を埋め尽くすゾンビの群れ。


    　それは海だ。屍し体たいでできた大おお海うな原ばらだ。老いも若きもなく、男女の区別もない。彼らは全部で一個の群体となって、夜の闇の中、打ち寄せる波は濤とうのように、蠢うごめき、逆さか巻まき、波打っている。


    　イルミネートされた建たて屋やが、失われたはずの彼らの視覚を刺激するのか──。


    　屍者たちは、みな一様に顔を上げ、どろりと濁にごった虚うつろな瞳ひとみで屋上を見上げている。


    　屋上の縁ふちに立つ──莉桜さんを──、委員長を──。


    　闇夜に集つどう屍者の大群を背にして外がい套とうの少女は佇たたずむ。


    　常夜灯から落ちる光のスポットに立つ彼女の肌もまた、蛍光によって色を奪われて、整った顔は白はく磁じのように──死体のように青白い。


    　その姿は、まるで屍者を従えた王だ。屍者の帝国に君臨する女帝。


    　昂こう奮ふんの怒号も、歓喜の喝かつ采さいも、その帝国に響くことはない。眼下に集つどう屍者たちの、呆ほうけた口から漏もれるのは、意味を成さないうめき声。だが──それらは混然一体に溶け合って、ひとつの音を作り出す。まるで、地獄の底から響いてくるような胃に響く重低音。


    　屍者たちの声にならない合唱に、僕は心地よく身を委ゆだねた。


    「──ありがとう、本当に、この島に来てよかった」


    　皮肉でも何でもなく、心からの感想だ。世界のゾンビファンがうらやむ光景だろう。


    　地を埋め尽くさんばかりのゾンビ、そしてショッピングモール。


    「完かん璧ぺきだ、この島のゾンビは本当に完璧だ──」


    　莉り桜おさんの同意を期待して僕は言う。だが──。


    「私としては、もっと動きが速くてもよかったんだけど。新世紀の今にノロすぎない？」


    　──天地がひっくり返るほどの衝撃を受けた。卒倒するかと思った。


    「ノロすぎないって──莉桜さんは、走るゾンビを肯定するのか？　あのリメイク版を」


    「ええ──、もちろん、原作には及ばないけれど、なかなかの佳作だと思っているわ」


    「──じょ、冗談じゃない。う、噓うそだろ」「どうして？」「だ、だって、あんなの、ゾンビじゃない。違うって言ってくれよ」


    　──どうしてだ？　せっかく、同志に会えたって言うのに、なんでそんなことを？


    「あら、本当にそう断言して良いのかしら？」


    　まるで試すように莉桜さんは言った。


    「──もし、あなたが本当に、心からそう信じているとしたら、私も、あなたの評価を改めないといけないわ、安あん東どう君。走るゾンビって、本当に、そんなふうに否定できるものかしら？」


    　莉桜さんが問う。僕は──、僕は、しぶしぶ応こたえざるを得なかった。


    「確かに走るゾンビを否定するなら、ロメロのゾンビだって否定せざるを得なくなるよ。『NIGHT OF THE LIVING DEAD』に初登場したゾンビは十分機敏だったし、『DAWN OF THE DEAD』にも走る幼いゾンビが登場する。『バタリアン』のゾンビたちなんかも全力疾走してたし、その意味では、走るゾンビの起源を明確にするのは難しい」


    「よくできました、その通りよ」と莉桜さんは言う。


    「だけどさ──それにしたって、やっぱり──ゾンビと言ったら──、『DAWN OF THE DEAD』のロメロ・ゾンビ。うーうー呻うめいて、のろのろ動くゾンビだろ」


    「確かに、無ぶ粋すいよね。私だって、走り回るゾンビなんかより、ロメロゾンビを愛してるわ」


    「──な、なら、どうして──」


    「でも、この新世紀には、彼らはあまりに脆ぜい弱じやくだわ。弱すぎるのよ。でしょ？」


    「弱すぎるって──」


    「おさらいしましょ、そのロメロのゾンビたちも、一度は絶滅の危機に瀕ひんした。そうよね」


    　80年代に巻き起こったスプラッタ映画ブーム、ゾンビ映画ブーム。


    　それを支えたのは、ビデオデッキの普及だった。


    　血と臓ぞう物もつまみれのお世辞にも道徳的に正しいとは言えない作品たちは、アダルトビデオと同じで、ひっそりと個人で楽しめる環境が生まれた時、かえって猛烈に求められたのだ。


    　だが、どんなブームもやがて終わる──。


    「90年代末にルチオ・フルチら有名監督が相次いで亡くなり、ゾンビ映画といったら、自主製作映画か、それと同規模の低予算映画しかなくなってしまう。そんなゾンビ映画冬の時代に、ゾンビたちの生きる場所を提供したのが──」と莉り桜おさん。


    「ゲームだろ。『バイオハザード』に『ハウス・オブ・ザ・デッド』──」と僕。


    　次世代ゲーム機が可能にした３Ｄグラフィックス映像は、かつて、スクリーンの中で、観みるだけだった光景を、実際に体験することを可能にした。ミリオンセラーとなった『バイオハザード』のヒットによってゾンビとゲームは幸福な結婚を果たし、屍し者しやたちはゲーム機のなかで命脈を繫つないでいった（死んでるけど）。


    「『バイオハザード』のヒットは、ひさびさの大作ゾンビ映画を私たちにもたらしてくれたわ。ポール・Ｗ・Ｓ・アンダーソン監督による映画版は、ゲームを換かん骨こつ奪だつ胎たいしたスタイリッシュでスピーディーな娯楽アクション大作として成功を収めた」


    　スピーディーね。そんな要素、果たしてゾンビ映画に必要なものだったろうか。


    「そうして、再び始まったゾンビ映画の時代。『28日後』に、リメイク版『ドーン・オブ・ザ・デッド』といった新世紀のゾンビたちの特徴というのが──」


    「走ることだろ」


    　そう僕は吐き捨てる。


    「そう。ブードゥーゾンビを第一世代型、ロメロの映画のゾンビを第二世代型と仮に呼ぶのなら、新世紀のゾンビたちは、第三世代型。その特徴は、なんといっても機敏な動き。これらの映画のゾンビたちは、生者の姿を見るや猛然と走って襲おそい掛かってくる」


    「あんなの、ただの暴徒じゃないか。どこがゾンビだ」


    「ダニー・ボイルやザック・スナイダーがなぜゾンビを走らせなければいけなかったのか。人類の技術は日進月歩だわ。速度──そう、進歩とはまさに速度を追い求めることにほかならない。モダンゾンビが生まれたの60年代と比べ、現代は何もかもが加速してしまった。自動車も、電車も、飛行機も──そして何より情報通信技術。国民のほぼ全員が携帯電話を持って連絡を取り合い、全家庭に行き渡ったコンピューターが光の速さで情報をやりとりする時代に、のろのろ歩くゾンビがどうやって追いつけるの。『NIGHT OF THE LIVING DEAD』の頃ころでさえ、あんなにトロいんだから、走って逃げろって言われていたというのに──」


    「だから、ゾンビは走らなきゃいけなかった？」


    「そう。速度に、現代の情報社会に追いつくために、彼らは走ることを選択した。知っての通り、ゾンビハザードの成否を分けるのは初動──これもまた、速度にほかならないわ。一体一体の戦闘力はさほど高くないゾンビたちが人類に勝つには、最初にどれだけ仲間を増やせるかにかかっている。最近の研究だと、日本でゾンビが発生したとして、新世代の疾走型ゾンビなら、約五時間で感染者の数は五千万人を突破して対処不能、国家は完全に破壊されるのに対して、従来通りのロメロ型ならせいぜい数万人。政府は充分に組織だった対応策をとれるし、治安出動した自衛隊によって、約二十四時間以内に制圧されるって説があったわ。しかもこれは、日本全土で屍し者しやの蘇よみがえりが発生した場合の仮定。今の条件はさらに悪いのよ──こんな隔離された島で、旧態依然とした時代錯誤のゾンビが多くて数万人。本土にまで感染が広がるなんて可能性はほぼ期待できない。いつまでこの状況も持つか。自衛隊や在日米軍が来ようものなら、一撃で殲せん滅めつさせられるわ──、ほんと、今この瞬間にだって、救助のヘリが飛んできかねないのよ──」


    「いや、そうなんだけど──」


    　あの莉り桜おさんがこんなにも熱くなるなんて──だけど、何か変じゃないか？


    　脱線とか、そういうレベルじゃなくて、なんか根本的に話の方向がズレている気が──。


    「だけど、文句を言っても仕方がないわ。これが私たちのゾンビたちなのだから、これでどうにかするしかないのよね──」


    「いや、でもさ、走るゾンビが相手だったら、僕らは生き残れなかったかもしれない。なら好都合じゃないか。委員長は何を言って、あ」


    「あなたこそ、何を言って、あ」


    　空気が軋きしむ、音がした。


    　違和感の正体が、唐突に、理解できた。


    　そして、僕が理解したということを、莉桜さんも、理解してしまったみたいだった。


    「あは」「あはは」と、お互い、無理矢理に笑えみを作る。笑う。


    　改めて考えてみれば、どうして、僕の足元のコンクリはこんなに汚れているのか。


    　赤いペンキがぶちまけられている。


    　ゾンビ映画の籠ろう城じようには、セオリーがある。


    　電源の確保、安全の確保、食料の確保──そして。屋上に「ＨＥＬＰ」。


    　なのに──改めて見なおしてみれば──、ここに描かれているのは一部が欠けた四つの円を組み合わせたような、禍まが々まがしいマーク。


    　バイオハザード──生物学的汚染を示す標識だ。


    　これじゃ近づくなって、ここはゾンビでいっぱいだって、言ってるようなものじゃないか。


    「古ふる内うちが──言ってたんだ──電器店に、ゾンビを入れたのは委員長だって」


    「──あそこには、いろんな通信機器があるから──今言った通り──最強の対ゾンビ武器は情報にほかならないわ──。いつ、この島の通信が回復するかわからなかったし──」


    　ああ、おい、くそ──古内が、本当に、古内の妄想じみた推理が、正しいのか？


    　本当に、莉桜さんは、そんなこと、考えているのか──？


    　僕だって、森の一軒家で思った。このまま救助されてしまったら面白くないと。世界がゾンビで溢れればよかったのに、この島限定で残念だ、と。


    　莉桜さんも同じだったら？　このゾンビに包囲された楽園から帰るつもりがないとしたら？　僕らを帰すつもりがないとしたら？


    「本当は、もう何日か後で、落ち着いて相談したかっての。隠していたけど──でも、ちゃんと話すつもりだったのよ──」


    　──彼女は弁解するように続ける。


    「──本当に、ごめんなさい。でも、わかってほしいのよ、その──私だって、ずっとずっと、こうやって誰かとゾンビの話がしたかったの。夜通し、朝まで、ずっと──。バカよね──、時間なんて、いっぱいあるんだから、もっと、じっくり落ち着いて話せればよかったのに」


    「う、うん──僕も、楽しかった──」


    「──でも、あ、あなたもいけないのよ──私の気持ちも知らずに、走るゾンビを頭ごなしに否定するものだから、私だって、頭に血が上っちゃって、口が滑っちゃって──」


    「──、ご、ごめん、反省してる──次から気をつける──」


    「──次があれば、いいんだけど──」


    　そうして──鋼鉄の意志に支えられた顔に戻って莉り桜おさんは言う。


    　その瞳ひとみに、狂気にも似た──いや、狂気そのものの信念を宿して、莉桜さんは言う。


    「──ごめんなさい、知ってしまった以上、今、この場で決断してもらうことになるわ」


    　だから──と、言葉を切って、それから言う。


    「今、私に撃たれるか、最後の瞬間まで私と一緒にこの帝国に君臨して、ゾンビたちと生きるか、好きな方を選んで」


    　ホルスターから抜かれた拳けん銃じゆうが──究極の選択とともに、僕へと突きつけられる。


    



    
      †

    


    



    　拳銃はまっすぐに心臓を狙ねらっている。


    　それだけで胸に痛みが走るようだ。僕は思わず胸ポケットを強く押さえていた。


    「安心しなさい。脳は狙わないし、即死もなるべくさせないようにする。撃ったらちゃんと下に突き落としてあげるから、よほど運が悪くない限り、ちゃんとゾンビになれると思う」


    　安心って──、や、ゾンビ者ならではの、ありがたい配慮では、あるが。


    　──その時、ぱぁっと、北の空が明るくなった。


    　北の空に、大きな花火が上がっていた。


    　慌あわてて、時計を見れば──午前零時。古ふる内うちに言われた時間だ。


    「──！　安あん東どう君、あなた──、これを確かめたくて？」


    「──古内が、言ってたんだよ、莉桜さんに、監禁されそうになったって。噓うそだと、思いたかった。でも──ごめん、疑ったのは事実だ──」


    　古内は語った。


    　ルミ姉ねえは、古ふる内うちにバスを任せる際、島を脱出する目め処どがつき次第、なんらかの合図をする──必ず夜の零時に空を見ろと言った。


    　──混乱の最中、その伝言を聞いたのは、古内と莉り桜おさんだけ。


    　万が一にもルミ姉が救助の目め処どをつけてしまい、古内がバスでこのモールからみんなを脱出させようとしたら──。


    　莉桜さんはそれを恐れていて、だから、彼女は古内を拘束しようとしたのだ──。


    「あの花火、きっとルミ姉の、佐さ武たけ先生の合図だよ──脱出の目処がついたんだ」


    「佐武先生があの状況で生き残れるわけがないと思っていたけど──やっぱりノロいゾンビはだめね──、私が頑張らないと──」


    「莉桜さんは、帰るつもりが、ないんだね。助かるつもりが、ないんだ──」


    「そう。私の願いは、ずっと、このモールに留とどまること。食料と水と電気が尽きるまで、この楽園で戦い抜く。最後はもちろん、モールに屍し者しやが雪な崩だれ込んできて、私たちは一人残らずゾンビになる。それ以外の終わりは、ごめんよ」


    　よどみなく、莉桜さんは、応こたえた。


    「安あん東どう君こそ、これで終わっていいの？　まだ一日しか過ごしてないじゃない。愛すべきゾンビたちに囲まれたモール。打倒すべき危機、力を合わせるべき仲間、そして守るべき女の子までいる。それを放棄してまで助かりたいわけ？」


    「当たり前じゃ、ないか、だって──」


    「安東君、私は教室が嫌いよ。もう一度、ゾンビに戻るなんてまっぴら」


    「──だ、だけど──、委員長は、そんな教室を終わらせたじゃないか、ここで──」


    「──この危機を乗り越えたみんなが、あとは仲良く暮らしましたって？　安東君。憶えているでしょ、ここに辿たどり着いた時、丹たん咲ざきいずなが、命の恩人であるはずのあなたに、どんな言葉をかけたか。危機が去れば──また元通りよ」


    　言われて言葉に詰まる。思い出す。心に突き刺さった、いずなの、言葉を。


    　──や、やめてよ、そんな言い方！　安東なんかとずっと一緒で最悪だったんだから。


    「このゾンビたちは、この楽園は、所しよ詮せん、ここだけのもの。万が一、生還してご覧なさい。また私たちはあの教室に閉じ込められるのよ。日常という名の地獄がまた始まるのよ。そうして丹咲いずなのようなゾンビが頂点に立ち、小こ伏ぶせさんは、生物部部長の陰気なマニア女に、江え戸ど川がわ君はただのパシリに、そしてあなたは教室の後ろで独り言を呟つぶやき続けるぼっちに、私は教師にゴマばかりすっているガリ勉眼鏡めがねに戻る。すべて元通りよ──それでいいの？」


    　その言葉に、反論する材料が見あたらなかった。


    「だからって、そんな──、みんなで死ぬなんて──」


    「あら、最高でしょ。想像してご覧なさい。モールにゾンビたちが雪崩れ込んでくる瞬間を。 私たちの知恵と技術の結晶が、訓練の成果が、団結の証あかしが、ついに示されるときが来るのよ。それは教室ではけっして得ることが出来ない、最高に充実した時間になると思うわ。もちろん中には丹たん咲ざきいずなのように、人を蹴け落おとしてでも生き延びようとする人間も出てくるでしょうけど、どうせ助からない。そんな最期があの手の人種にはお似合いだわ。もちろん、あなたや私は違う。一人がみんなのために、みんなが一人のために戦って、全員、散さん華げ玉ぎよく砕さいする。それでこそ、ここで培つちかわれた理想も、努力も、友情も、正義も、永遠になるというものじゃない。教室に戻ったら、それらはどうせ無惨に摩ま耗もうして失われてしまうのよ？」


    「だから、僕らを道連れにする──？」


    「──別に私は、あなたたちが憎いわけじゃない。逆よ。愛しているわ。だからこそ、素晴らしい才能を持ったあなたたちが、もう一度、あの教室に戻って挫ざ折せつし、うちひしがれ、絶望の中で死んでいく前に、輝ける終わりを用意してあげるだけ。あなたなら、わかるでしょ、安あん東どう君」


    「──わかるでしょって、そんな──、こと──」


    「ずっと死んでしまいたいって思っていたんじゃないの？　本当は生きてなんかいたくないんでしょ。わかるわよ、私も同じだもの。だけど、一人寂しくなんの意味もなく死ぬのはイヤ。だから一瞬だけでも輝ける場所さえあれば──そう願っていたんじゃないの？」


    　莉り桜おさんが、問う。心を見透かす悪魔のように問う。


    「学校に突然、ゾンビが襲おそってくる。たまたま屋上にいたあなたは、私を助けるヒーローになって、二人で逃げ出す。毎日毎日、考えていたのは、そんなところよね──いつも助けてくれてありがとう。だけど、その先は？」


    　い、や──、先、だって──？


    「自衛隊が出動して世界は平和に？　南の島に逃げて、二人で幸せにくらしましたって？　そんなオチはいらないわよね？　そんなの、ちっともハッピーじゃないもの」


    「──、──それは──」


    「結局、追い詰められて、私たち二人も、ゾンビになってしまう。二人一緒に手を繫つないで、永遠にこの世を彷徨さまようんでしょ。とてもロマンチックだわ。このロマンがわからない人間なんて死んでしまえばいい。そうして、結局、世界もみんなみんなゾンビになって滅んでしまう──望んでいたのはそういう結末でしょう？」


    　ああその通りだ。


    　僕は安東丈じよう二じだ。根暗なゾンビ映画オタクだ。古ふる内うち潮うしおのような輝ける人間とは違う。


    　──どうせ、僕にはろくな人生など許されはしない。そんなことはわかってる。


    　鬱うつ屈くつした日常に耐えながら、映画を観みて、映画を観て、映画を観るだけ。


    　今、生きているのは、単に自殺する勇気が持てないからだ。だったら、せめて──


    「今まで、一人にしてしまっていてごめんなさいね。これからはずっと、一緒にいてあげられると思うわ──脳のう味み噌そが腐れ果てるまで」


    　こんなどうしようもない人生を莉り桜おさんの隣で終われるという。


    　莉桜さんが終わりを用意してくれるという。


    　その申し出は、だから、どんな愛の囁ささやきよりも、甘美だった。涙が出そうだ。


    　だけど──、


    「──でも、二人だけじゃ、ダメなのか？　僕ら二人で、島に残るんじゃダメなのか？」


    　それでも、僕は問う。


    「莉桜さんの言う通りだよ──ロマンがわからない連中は放ほうっておいてやろうよ。ゾンビにしてやるなんて勿もつ体たいない。古内とか、いずなみたいなヤツらは、さっさと本土に返して適当にリア充させてりゃいいじゃないか。彼らの幸せと僕らの幸せは、違うんだ──」


    　莉桜さんは、小さくため息をつく。哀れむような色が、そこに宿っている。


    「ねえ、安あん東どう君──あなたのような人たちはね──教室で、ずっとずっと虐しいたげられてきた人たちはね、あまりにそれが当たり前すぎて、自分たちが被害者だということさえ忘れてしまうのよ。生まれながらに階級を固定された人が身分制度を当然だと思うように、復ふく讐しゆうする権利があるっていうことさえ、忘れてしまっているだけなのよ──」


    　復讐する、権利──？


    「そういうところまで、同じなのね、あの子と──」


    「あの子──？」


    「私に、ゾンビ映画を教えてくれた子──、少し、昔話をしていいかしら？」


    　そうして──莉桜さんは語り出した。

  



  
     第八章　HIGHSCHOOL OF THE DEAD


    



    　ゾンビを愛するようになったのは何い時つからか──。この期ごに及んではもはや、無意味な身の上話にすぎないだろうが──それは、中学一年生の時だった。


    　そこそこ名の通った私立中高一貫校に入学した当時、すでに私は城しろヶが根ね莉り桜おとしての完成を見ていた。


    　とりあえず成績は学年トップをとっておき、それなりに教師に媚こびを振りまき、一応程度には友達づきあいをし、適当に愛想よく振る舞って──けれども、内心では、それらすべてを軽けい蔑べつしきっていた。周りの人間はバカばかりだと思っていたし、実際、それは事実だった。


    　一体、いつから、私はこんな私だったのかはわからない。


    　小学生三年生の時には、学級委員長で、目も悪くないのに、わざわざ眼鏡めがねをしていたことを考えると、その頃ころにはもう城ヶ根莉桜になっていたのだと思う。


    　どうして、私はこんな私にしかなれなかったかは、もっとわからない。


    　とにかく委員長やらいくつかの委員といった肩書きを貰もらい、それから時々、飛び込んでくる雑用を引き受けておけば、友達づきあいなんてものから自由自在に距離を取れる。同級生たちの何を言いたいのか要領を得ない、実は、話がしたいだけで話したいことなど何もない場に付き合わずに済むし、クラスの優等生と便利屋の二枚看板さえ掲げておけば、そうまで酷ひどいいじめには合わない。それを、すでに高学年の時には学んでいたと思う。そうやって、私は、いつも人のいない図書室や会議室、あるいはうまい具合に鍵かぎを預かった教科準備室などで、一人本を読んでいた。と言っても、当時の私の趣味は森もり鴎おう外がいに三み島しま由ゆ紀き夫おあたりという非常にベタな文学少女であった。


    　ゾンビとの出会いは、そう、だから中学一年の三学期あたりではなかったか。


    　友人が貸してくれたＤＶＤの中の一枚が、ジョージ・Ａ・ロメロの『DAWN OF THE DEAD』だった。友人──と言ってもさほど親しくしていたわけではない。向こうもきっと、本当は私なんかと一緒にはいたくなかったはずだ。ただクラスの中で浮き、遠ざけられ、普通に扱ってくれる子が、私しかいなかった。そんな消極的な関係だ。


    　背が低い上、いつも俯うつむき加減なものだから、よけい小さく見える。他人のわかるように話すということが苦手な子で、いつも「行って」とか「食べる？」とか主語を抜いて話すものだから、何が言いたいのかわからない。疎遠にされるのも当たり前だろう。安あん東どう君を女の子にすれば、きっとああいう子になるに違いない。


    　彼女の家はそこそこ裕福で、自宅のマンションには大きなホームシアターがあった。だけども彼女のお気に入りは、いわゆる切り株映画というやつで、とにかくストーリーそっちのけで人の手足や内臓が飛び交うような作品ばかりだった。招かれた家で初めてこの手の映画を観みせられた時は、その悪趣味さに辟へき易えきしたものだ。血なら、どうせ毎月毎月、嫌いやでも見る、何を好き好んで、こんなものを──なんて感想を必死で微笑の裏に隠す私に、彼女は得意げに悲しそうな顔を作り、こう言ったものだ。


    「──わからないんだよね──こういうの、普通の人には──、私は、違うから──」


    　ま、この手の少女によく見られる通り、人とは違った映画じゃなくて、人とは違った映画が好きな私が好き、という、どこにでもいる普通で平凡な暗めの女の子だった。


    「──観て──この辺りから──」


    　なんて感じに帰り際に押しつけてくれた「入門編」。タイトルは覚えていない。鉈なたで手足が飛び、ワイヤーで首が飛び、チェーンソーで内臓が飛んでいた。そんな映画たちの中で唯一、琴きん線せんを刺激した一本が──ロメロの『DAWN OF THE DEAD』であった。


    　彼女にしてみれば比較的、血ち糊のりの量が少ないから、程度の理由で選んだのだと思う。


    　だけど、私にとって、その作品は他ほかとはまったく違った輝きを放つものだった。


    　全編、銃声飛び交い血しぶきが舞う化ばけ物映画でありながら、そのフィルムは、どこか静せい謐ひつささえ漂わせていた。生前の記憶に導かれるままショッピングモールに集つどい、消費のまねごとをし続けるゾンビたちを観た時、ああ、これは私たち自身の姿だと思った。勉強ごっこ、友達ごっこをひたすらに続けるしかない私たちの。


    　そんなゾンビたちが、モール内の物資をめぐる人間同士の醜みにくい争いの中で、無惨に虐殺されていくのを観た時、私は彼らに感情移入している自分に驚いた。ああ──結局、一番、醜いのは人間そのものなのだ、と。


    　そうして映画のラスト、凄せい惨さんな結末とは裏腹に、軽快な音楽が鳴り響く中、映し出されるのは、どんな映画よりも静かな、終末の光景だ。人間のいなくなってしまったモールの中、まるでその代わりを務めようとするかのように、ゾンビたちは静かに店内を彷徨さまよう。バーゲン品をめぐる醜い争いも、ママと別れて泣き叫ぶ子供もなく──ただ、ただ、すべてが終わってしまった世界で、ゾンビたちは静かに観客のいない演劇を続ける──。


    　──というような私の感動は、さっぱり彼女には伝わらなかった。


    『DAWN OF THE DEAD』など、彼女に言わせれば、古いし血糊も少ないしで退屈なだけの映画なのだろう──まあ、それはいい。とにかく、私はゾンビに恋をした。


    　ゾンビ映画が、みな、ロメロ作品のように深いテーマを有した作品なのだというような私の思い込みは、次に観たルチオ・フルチの『サンゲリア』で見事に打ち砕かれるのだが──そのギャップもまた面白かった。なまじ、それまで「高尚」で「評価の定まった」作品しか摂取してこなかった分、突然味わった映像のジャンクフードの味にやられてしまったのだ。


    　ところで、私の両親は善良だが古風で厳格な人たちで、子供部屋などというものがあるだけでも贅ぜい沢たくなのに、そこにテレビを置くなど言語道断という価値観の持ち主だった。かといって年とし頃ごろの（二人にとっては成績優秀で品行方正な自慢の）娘がリビングで血まみれホラー映画なんぞを鑑賞していれば、その場で卒そつ倒とうされた挙げ句、私をカウンセラーのところにでも連れて行きかねなかった。こそこそ隠れて観みるのも面倒で、だから、その後ゾンビ映画を観るのはずっと彼女の家だった。


    　彼女のマンションが、私の映画館で、彼女のＤＶＤコレクションが私の映画の師だった。


    



    
      †

    


    



    　中学三年生になる頃ころには、私もいっぱしのゾンビ者になっていた──と思う。


    　彼女はと言えばスプラッタ映画好きに加えてリストカット属性まで獲得し、ますますクラスでの孤立を深めていった。教科書や体操服を「忘れ」たり「なくし」たりするのはもはや日常茶飯事で、その度に、彼女はカッターを手にした。とは言っても、せいぜいがミミズ腫ばれ程度の赤い線であって、それを心の闇やみだかなんだかの象徴として、これ見よがしに見せつけられる私の身にもなってほしかった──正直、いい加減、うざったくもなっていた。


    　そもそも教室の連中を見下して、ますます孤立を深めていく彼女だったけれど、実際の所、彼女の言う低脳人種たちがテレビタレントを見て「カッコイイ」と言い、新しいケータイストラップに「カワイイ」と叫ぶのとまったく同じレベルで、血しぶきと特殊メイクに反応しているのに過ぎないのだ。私とは、話が合うことはなかった。


    　ちょうど勉強にも必要だろう、と両親からノートパソコンを買い与えられた時期で、彼女の家のホームシアターだって不要になりかけていた。


    　──いろいろと時期が悪かったのだと思う。


    「マジちょっとキショいんだけどアイツ。アンタが構うからチョーシのるワケ。わかる？」


    　──よって彼女を無視せよ。この要求が果たされない場合、支援者と見なして報復する。


    　というような最さい後ご通つう牒ちようを突きつけてきたのは、当時のクラスのトップに君臨する女王様だった。バカでアホで騒がしい典型的な女子中学生だった。年の割に胸が大きく、芸能事務所からスカウトされたけど、お父さんがうるさくてー、なんて教室で大声で叫んでいたのが聞こえてきたこともある。──丹たん咲ざきいずなの顔を見ていると、彼女のことを思い出す。


    　とはいえ、私だって彼女には辟へき易えきしていた。


    　そもそも最初から友達とも思っていなかった。邪険にすればしたで面倒なことになるから、好きにさせておいただけなのだ。私が調子に乗らせている？　お門かど違いにも程がある。


    　いずれにせよ、わざわざ逆らうのも面倒だ。城しろヶが根ね莉り桜おは不必要なリスクを好まない。


    　──その時は自分にそう言い聞かせた。


    　でも──本当は、本当は、やっぱり、怖かったのだ。彼女と同じような目に遭あうのが。


    　今でも思い出せる。


    「──借りたんだ──新しいの。ね──莉り桜おちゃん？　あのね──また新しいの」


    　そう言って、私に話しかけてきた彼女を無視した時のこと。


    「──り、お、ちゃん」と、凍りつくような声を。


    「──ね、え、りお──ちゃ──」と、絶望に溶けていく声を。


    「──そっか」と、そしてすべてを諦あきらめきった声を。


    　一瞬の驚きよう愕がくの後、一切の感情を漂白されたその顔は、私の脳のう裏りに今も刻まれている。


    　縋まとわりつく最後の希望さえ失ってしまった時、人は、ああいう表情を見せるのだ。


    



    　アスファルトに脳のう味み噌そをまき散らしている彼女が発見されたのは次の日の朝だった。


    



    
      †

    


    



    「遺書とかなかったんですか？」


    　というのが、朝のホームルームでの女王様の最初の一言だった。担任は黙って首を振った。


    　──教室中が、安あん堵どのため息を漏もらした。


    　その一瞬を、私は生涯忘れることができないだろう。


    　クラス中が共犯者だった。白状する。私もまた、安堵した。


    　彼女の死に驚いて、それから次の瞬間、私たち全員の脳裏に浮かんだのは、もし万が一、遺書に自分の名前でも書かれていたら──という恐れだった。そんな恐怖から解放され、そして、呼吸ひとつ分の沈黙の後──演劇が始まった。


    「どうして死んじゃったのよぅ！」


    　最初に叫んだのは、昨日、彼女を無視せよ、と私に命令した女王様だった。


    　それがスイッチになったみたいに、クラス中がすすり泣きを始めた。


    　親友の突然の死を悼いたむ女子生徒たち、という演劇が。いいや、それは演劇などという生やさしいものではない。改変作業だ。過去の、自己の、現実の。


    　心底恐ろしいことに、彼女たちは、自分の記憶さえ容よう易いに書き換えてしまえるのだ。本当は彼女のことが好きだった。優しい子だった。悩みがあるなら相談してほしかった。涙ながらに、彼女たちは通夜の場で言った。あれがもしも演技なら、全員、女優になれるだろう。


    　つまり、それが──今のクラスメイトたちにとっての現実で真実で本音なのだ。


    　──今すぐ蘇よみがえってこいつらを喰くい殺せ、と柩ひつぎに眠る彼女に私は願った。


    　もちろん、私もろともだ。脳が破壊されて蘇れないというのなら、他ほかの誰だれかでもいい。


    　そうすれば、こいつらの本性だって明らかになるはずだ。


    　今すぐここに屍し者しやの集団が押し寄せて、私たちを全員一人残らず喰い殺すべきだった。


    　──人という生き物は、こうまで残酷になれるのか。こうまでおぞましいのか。


    　これが人間だとしたら、私は人間でなどいたくなかった。屍し者しやになりたかった。


    　だけど彼女はあっさり灰になって墓におさめられ、ゾンビたちもやって来てくれなかった。


    　事件は事故として処理されて、私たちの完全犯罪は成立した。


    　一週間も経たてば花か瓶びんの水を換えるのは私だけだった。


    　一ひと月つきも経てば、もう、彼女のことなど誰だれも覚えていなかった。


    　それでも、私はずっと願った。願い続けた。この学園に屍し者しやの群れが押し寄せる日を。


    　私は彼女を恨んだ。


    　どうして遺書のひとつも残さなかったのか。完全な、完かん膚ぷ無なきまでに無意味な死ではないか。


    　復ふく讐しゆうしてやればいいではないか。


    　自分を殺した連中に、どうして、せめて一いつ矢し報むくいてやらなかったのか。


    　私の名前が書かれていようとかまうものか。確かに、私もまた加害者だったのだ。


    　受けるべき罰ばつがあるのなら、それを受けよう。受けるべきだ。受けさせてもらいたかった。


    　なのに、私の罪は、私たちの罪は、受けるべき罰もろとも、この世から消失したのだ。


    



    
      †

    


    



    　高等部への進学はやめて県立高に進むと言った時、当然両親は猛反対をした。


    　当然だろうと思う。申し訳ないとも思った。


    　だけど、私は限界だった。これ以上、人殺しどもと同じ空気を吸っていたくなかった。


    



    　もちろん学校を変えたところで何が変わるというわけでもない。


    　新しい高校に通っているのも、前の学校と何ひとつ変わらない連中だった。


    　知性も個性もない、制服を着た屍者たち。なんの目的もなく、変わらない日常を繰り返し、ただ垂れ流される流行を次から次へと飢えた豚のように貪むさぼり喰くらう。そうしてそんな自分たちの醜みにくい姿を自覚することもない、生ける屍しかばねたち。


    　だけど、目も耳も鼻も腐り果てたゾンビたちが、それでも人間の気配は逃さず察知するように、教室の連中もまた、異物の気配には敏感すぎるほどに敏感だ。


    　連ドラを見ない人間。ファッションに興味がない人間。ケータイのメールに顔文字を使わない人間。それは全部、敵だ。だから私は、以前と同じく奴やつらの中に紛れる。


    　奴らと同じ、ゾンビのふりをする。


    　だけど、私は思い知った。


    　教室の人間関係から適度に距離を取っていれば中立でいられるなどというのは間違いだ。


    　あそこには、傷つける側と傷つけられる側、殺す側と殺される側しかいない。


    　傷つけたくもないが、傷つきたくもない──などという甘い幻想に酔っていたからこそ、私は彼女を殺したのだ。もう過あやまちは繰り返さない。


    　殺したくないのなら死なない程度に傷つけることだ。死なない程度に。


    「安あん東どうって見てると気分悪くなんない？」


    「ダメじゃない、クラスメイトにそんなことを言っちゃ」


    　そうやって同級生をたしなめる私に、安東君は感謝していたことでしょう。


    　けれども、それは、まったくのお門かど違いだ。ゾンビたちの目を逸そらすために、私は、ただ、あなたのことを防波堤にしているにすぎなかった。おとりにしているにすぎなかったのだ。


    「今日も安東君、ブツブツ呟つぶやいていたわよ」なんて丹たん咲ざきいずなにご注進に及んでいたのを、あなたはきっと知らなかったでしょう。時々、フォローに入っていたのだって、万が一、あなたがリタイアした場合にターゲットが変更されるリスクを減らしたかったからだ。


    　ゾンビたちがこの世界を覆おおい尽くすまで──せめて、高校を卒業するまで、平穏無事に過ごすためのデコイ。とりわけ、あなたの趣味は私と同じだから、その行動だって、わかりやすかったのだ。同好の士さえ、平気で犠牲にできる、そういう女だ、私は。


    　そんなふうにして、屍者たちの中に隠れ住んできた。屍者たちの高校HIGHSCHOOL OF THE DEADで。


    　私はそんな自分が大嫌いだった。そんな姑こ息そくな自分が大嫌いだった。


    　そんな保身を考えることなしには生きていけない教室という世界が大嫌いだった。


    　だから、今すぐ、ここにゾンビが押し寄せてくればいいと願っていた。


    　屍し者しやたちが押し寄せて来るその日こそ、私は、教室のゾンビであることをやめられる。


    　教室で、見えない恐怖におびえて過ごす日々が終わる。ただただ生き残るためだけに、戦い続けるシンプルな世界がやってくる。人間が人間として生きられる世界を、屍者たちがもたらしてくれる。


    　どんなに絵え空そら事ごととわかっていても、それでも、望まずにはいられなかった。


    　それが、私に与えられた唯一の希望だった。


    　だけど、いつまで経たってもその日はやってこなくて。


    　変わらない日常が、ずっとずっと続いていくしかないのだと、そう思っていた。


    



    
      †

    


    



    「それで──その彼女が、僕に、似ているっていうの？」


    「そっくりよね──この期ごに及んで、丹咲いずなを庇かばおうとするところとか──、だけど、そんなことはもう二度と繰り返させはしないわ」


    　安東君の問いに、私は応こたえる。


    　そうして、その時はやって来た。


    　島に現れたゾンビたちは、なんとも貧弱で頼りなく世界を食い尽くすには到底力不足だったけど、それでも私は造り上げた。ショッピングモールを。私の帝国を。私の世界を。


    　人が人として当然の評価を、対価を、報むくいを受ける世界。


    　価値ある人間には、価値ある生を、そして価値ある死を。


    　愚ぐ劣れつな人間には、愚劣な生を、そして愚劣な死を。


    　そういう、当然のことが行われる世界を。


    「あなたが死にたいのは知っている。でも、その前に、あなたは復ふく讐しゆうをする権利がある。義務がある。あなたをそんなふうにしてしまった教室に──」


    　だというのに、どうしてあなたは、それがわからないのだろう。


    「ゾンビたちが現れれば、世界の秩序なんて崩壊してしまう。でも、そこでこそ行える、そこでしか行えない正義もある。──だからこそ、丹たん咲ざきいずなをあなたに与えたって言うのに──どうして復讐を果たそうとしないのよ──」


    　あなたにはその権利がある。私が、与える。そのために私はこの帝国を造ったのだ。


    　なのにあなたはこの期ごに及んで、お人好よしの善人であろうとする。


    　死に臨のぞんで一通の遺書さえ残さなかった彼女のように。そんなものが優しさであるというのは大間違いだ。そんなものはただの臆おく病びようでしかない。そんなものは二度と私が許さない。


    　そんなことをするつもりなら、今、この場で私が手を下してやる。


    「あなたが、復讐を望まないというのなら、それはあなたの欲望が間違っているのよ、安あん東どう君。私に付いてきなさい。あなたが本当は何を望むべきか、何をなすべきかを、すべて私が教えてあげる。あなたに相応ふさわしい、生と死を知っているのは、あなたじゃなくて私。だから、私に従いなさい、安東君」


    　私は、告げる。


    「この城しろヶが根ね莉り桜おが、あなたを導いてあげる。その最期の瞬間まで。素敵でしょう？」


    　そして、私は、応こたえを待った。

  



  
     第九章　高慢と偏見とゾンビ


    



    「お、お帰りなさいませ、ご主人様、お早いお帰りですね、そ、その──お風ふ呂ろですか、ご飯ですか、それとも──、わたくしでしょうか──？」


    「そりゃ、もちろん、おまえからだな！」


    「──え、って、やだ！　ウッシー君!?」


    「おう、王子様の登場だ。素敵なカッコしてんな、メイド服は丈じよう二じの趣味か？」


    　丹たん咲ざきいずなが迎えたのは、彼女のクラスメイトである古ふる内うち潮うしおだった。


    「う、うん──いつもの格好だと目の毒だからって、これならスカートも長いしって──これ、やっぱり、安あん東どうの趣味、なの？　メイド服、好きなの──？」


    「だろうな。あいつのベッドの下の本はその手のばっかだ」


    「うう──、そうなんだ──。前の格好よりはマシだけど──」


    「ま、とにかく準備──するものなんかねぇな、逃げるぞ」


    「──に、逃げるって──、だって──、どこに──」


    「こんだけ広いんだぜ、どこにだって場所はある。ここはヤバい。みんな歪ゆがんできてやがる」


    「ゆ──歪んでって──、そのウッシー君、誤解してるかもしれないけど、その、安東とは、本当に何もないのよ、その、何も、されてないんだから！」


    「ま、アイツはヘタレだからそうだろうよ。けど、問題は他ほかのやつらだ──」


    「──ど、どういうこと？」


    「──こんなところに閉じ込められて、外はゾンビで一杯。一いつ時ときばっかし、委員長様万歳なんてやって見せても限界さ。みんなイライラして争いも増えてる──下の連中なんか、ろくにプライバシーもねえし、特に男どもがヤベえ。女が一人で歩ける状態じゃねえぞ」


    「──そんな──、アタシ、全然、知らなくて──」


    「我らが委員長様は、おまえに解消させるつもりだぞ、それを」


    「解消って──、噓うそ、──噓でしょう？」といずなは怯おびえて躰からだを縮こまらせる。


    「──そこまでキてんだよ、みんな。そういう目に遭あっていいのか？　いいっつっても俺おれが許さねーけどな。クラスメイトがそんな目に遭うのを見逃したら、後で来くる実み姉ねえさんに殺される」


    「──い、いやに決まってるでしょ──で、でも、安東は言ったのよ、ちゃんと、莉り桜おから、委員長から守ってくれるって、うまく口裏合わせてくれるって──」


    「──だが、あいつは委員長様にベタ惚ぼれみてーだしな──」


    「──安東が、噓──ついてるってこと？」


    「俺おれも丈じよう二じのことは信用してえ。──みんなちょっと、おかしくなってるだけだ。救助が来れば元に戻る。それまで、やり過ごすだけだ、いいな。ここはとりあえず、俺を信じろ」


    「──う、うん──、わかった。ウッシー君、信じる」


    　差し伸べられた彼の手を、丹たん咲ざきいずなが握る。


    



    　──そこで僕は。


    　廊下の角から様子をうかがっていた僕は、ポケットの防犯ベルを思い切り引いた。けたたましい音が鳴り響く。とたんに、事前に待機していた武装親衛隊たちが室内に雪な崩だれ込んでくる。


    　──さすがにルミ姉ねえに仕込まれてただけあって古ふる内うち潮うしおはケンカ慣れていて、結構善戦した。もし、一人だったら脱出できたかもしれない。けど、いずなの手を握っていては、さすがに多勢に無勢。本当に、足手まといをやらせたら、この女の右に出るものはいない。


    　──取り押さえられるまで、せいぜい三分だった。


    



    「作戦立案、ご苦労さま、副委員長。さすがね」


    　古内捕獲の報しらせを聞いてやってきた莉り桜おさんに、僕や皆が敬礼した。


    「──本当にイヤになるよ、その正義の味方っぷり──なんで罠わなだと思わないんだ、バカ」


    「けっ、俺はヒーローだからよ。おまえのピンチにだってきっちり駆けつけるぜ？」


    　言ってろ。


    「なあ、いずな──」と、僕は、古内とともに地に伏している僕の奴ど隷れいに言う。「古内の言っていたことは噓うそだよ。確かに、情報だけはモールに噂うわさとして流した。この熱血バカはそういうことが許せない性タ質チだから、そう言えばおまえを助けに来ると思ったんだ」


    「──あいっかわらず、やるっことがコスいよな。なんでそう三下志向なんだ？」


    「結局、僕はお前らとは違うんだよ。いずなも、僕なんかと一緒にはいたくないだろ。これで、よかったんだ」


    　僕はいずなと古内に別れを告げた。


    



    
      †

    


    



    　あの屋上での夜、僕は莉桜さんの同志になった。


    　──正確には、同志となることを誓った。


    　復ふく讐しゆうを、みずからの意志で成したいと望むまで、待ってほしいと、僕は言った。


    　──それは本心なのか、それとも時間稼ぎの口実なのか、自分でも、わからない。


    



    「あら、ちょうど晩の餌えさの時間ね」


    　古ふる内うちの拘束を親衛隊に任せ、莉り桜おさんと並んで歩く中、彼女が言った。


    　糧食班による下層民への配給の時間だった。


    「おーら、拾え拾えー！」なんて言いながら、段ボール箱の中身を二階から一階フロアにぶちまける。ブロック栄養食やスナック菓が子し、ペットボトルや抑制薬なんかが床の上に散らばる。わらわらと起き出してきた下層民たちが蟻ありのように食料に──餌えさに群がる。


    　二本の手が、一本のうまい棒に伸ばされ、怒号とともにつかみ合いのケンカが始まる──たかが、駄菓子、一本で。


    　建設班によるバリケード設置は急ピッチで進み、外部の封鎖はほぼ完了。


    　万が一のゾンビ侵入の際に備え、一階から二階へ上がる階段もほぼすべてがバリケードで封鎖されるか、鉄てつ柵さくで常時施錠されるなどしている。そのため、面倒くさがって食料を投げ落とす当番まで現れていた。そのさまは──本当に、餌えさに群がる鯉こいのようだった。


    「──止めなくていいのか──規則じゃ、禁止だろう、落とすのは──」


    「この程度のお遊びなら、黙認してあげるわよ。彼ら中層民にだって復ふく讐しゆうの機会は与えられてしかるべきだわ。教室で下層民にコキ使われてきたぶんね」


    　たぶん莉桜さんの同志ならば、僕もまた、この光景を面白がるべきなんだろう。


    「ところで副委員長──丹たん咲ざきいずなのことなんだけど──」


    「わかってる──委員長の言う通りだ。情けをかけても意味がない──もうどうでもいい」


    「あら、本当に？　なら、やっぱり、彼女にはお客をとってもらうわ」え──？「古内だけに伝えるっていうのも難しいものね。思った以上に噂うわさが広がってる。あの子を抱けるなら、徹夜で働くっていう生徒もいるし──この期待に応こたえないわけにはいかないと思うの」


    「そんな、だからって──」


    「下層だけじゃなく中層でも、何件か暴力事件が報告されているわ。私はよくわからないけれど、男の子って大変なんでしょ？　なら彼女に役に立ってもらいましょうよ──なんなら、あなたが最初のお客になってあげるといいわ。元主人として当然の権利よね」


    　試されている、と僕は感じた。──くそ。どうして迷う。


    　いずななんてどうでもいい──どうでもいいなら、傷つけてやってもいいじゃないか。


    「この醜みにくい争いをご覧なさい、きちんと管理してあげなければ、最後の日まで、持たないわ」


    　スナック菓子の袋がつかみ合いにあって、無惨にも中身がこぼれ落ちる。


    　責任をなすりつけ合って殴なぐり合いを始める男子生徒の横で、床に落ちたポテトチップスをかき集める女生徒がいる。たぶん、同じクラスの生徒だったはず。僕は何度も嘲あざけられ罵ののしられ見下されてきた。だから、今度は、僕がそれをするべきなのだ。莉桜さんの同志であるからには。


    　それを嘲あざ笑わらってやって何が悪い。最高じゃないか。


    　──でも、これが本当に僕の望みなのか？　本当にこれを喜ぶべきなのか？　喜ばなければいけないのか？　同じことを、自分がされたという理由だけで──。


    　そうだ。これが望みだ、と僕は心に浮かんだ疑問を押しつぶす。


    　今度は僕が踏みにじる番なのだ。第一階級の連中を──丹たん咲ざきいずなを。


    「ああ──そうさせてもらう。もう、お人好よしは止やめてやる」と、僕は言った。


    　下層民たちの争いを、二階から中層民たちがニヤニヤと眺め、無責任な歓声を送っている。


    　──ローマ帝国のコロシアムでは、市民たちが奴ど隷れい同士を死ぬまで戦わせて喜んでいた、とかいう歴史の授業を、ふと、思い出した。


    



    
      †

    


    



    　──もうひとつ、歴史の授業を思い出した。


    　昔々、電気も、蒸気機関もなく、人類が生きることに精一杯で、娯楽もろくになかった頃ころ、刑罰というのは一種のエンターテインメントだったと言う。


    　フランス革命の時も、王侯貴族たちが次々と断頭台にかけられていくさまを、大勢の民衆が見物に訪れて、拍手喝かつ采さいを送っていたって話。──あれは、事実なんだな、とわかった。


    　かつて第一階級として僕の教室に君臨した古ふる内うち潮うしおが、衣類を剝はぎ取られ、憎悪の視線の中心に立たされ、激しい痛つう罵ばの声を一身に受けている。


    　彼が捕ほ縛ばくされた翌日──その身を裁く法廷が開かれていた。


    　こんな公開リンチを法廷と呼べるのなら、だけど。


    　かつて、僕らがモールに辿たどり着いた日、拍手と喝かつ采さいを受けたステージに古内潮がたった一人で立たされている。


    　だが今、彼に浴びせかけられてるのは、悪意と敵意だけだ。


    「──バカじゃね」「ダサ」「ひん剝むかれてやんの」


    　下層民たちが地べたに腰を下ろしながら聞こえよがしに囁ささやき合う。


    「裏切り者！」「泥棒は死ね!!」


    　二階から中層民の罵ば声せいが降り注ぐ。


    「私たちの生命と財産を侵害し続けた罪人には、相応ふさわしい格好ね、古内潮」


    　そうして階段を昇りきった三階から、莉り桜おさんが言葉を投げつける。


    　そんな光景を──幹部である僕もまた、三階から見下ろす。


    「お手柄ですね、副委員長、鈴すずも安心しました」と隣に並んだ鈴が笑う。


    　僕は曖あい昧まいな笑えみを返すことしかできない。


    　古内はトランクス一枚で手を前に拘束されて、だけど、それでも胸を張り、委員長の視線を真正面から受け止めている。無駄に鍛え上げられた自分の肉体を見せびらかすように。


    「俺おれも、お嬢さん方に自慢の肉体を披ひ露ろうできて光栄さ」


    　マイクもなく、悪意に満ちたブーイングに晒さらされているのによく響く声だ。


    「なんならパンツも脱いでやったっていいんだぜ。丈じよう二じの皮かむりしか知らねーお嬢ちゃんに本物の男ってのを見せてやるよ」


    　──ていうか、死ね。マジで死ね、おまえ。


    「──ゲスな勘ぐりは止やめて」と莉り桜おさん。


    「冗談だっての、未お通ぼ女こいんだからさぁ」


    　そう教室で古ふる内うちが肩を竦すくめれば、いつも魔法のように笑いが湧わき上がるものだった──。


    「委員長を侮ぶ辱じよくするな!!」「粛しゆく正せいだ粛正!!」「ぶっ殺せ!!」


    　なのに、今降り注ぐのは、完全に余裕を失った、喉のども裂さけよとばかりの怒号だけ。


    「──被告、古内潮うしおによって、我々のモールにもたらされた被害は──」


    　委員長が、その罪を並べ立てていく。


    　罪状認否もなければ、弁護士もおらず、検事も裁判長も委員長が兼ねる。古内潮には発言さえ許されていない。そんな裁判なんて、ただ不満をぶちまけるだけのパフォーマンスだ。


    　だけど、上層民はそれを正義の執行と信じ、中層民は罵声を叩たたきつけ、そして下層民もまた、自分より下の人間の存在の姿に安あん堵どする。


    　──そうだ、今や古内潮は──僕の嫌いで嫌いで仕方がなかった古内潮は、紛れもなく最底辺に落ちたのだ。僕が──莉桜さんの真の同志たる僕が、望んだ通りに──。


    　本当に？　本当にそうならば、どうして僕は下階から目を逸そらし、窓の外を眺めているのか。


    　空を流れゆく雲を見ているのか──。


    　これでは──これでは、教室にいた頃ころと何も変わっていないじゃないか。


    　僕はゾンビを望んでいた。毎日毎日、ゾンビが押し寄せてくる日を待ち望んでいた。ゾンビが来ればもうクラスの中の階層も何もない。すべてが消えてなくなる、そう信じていた。


    　第一階級が頂点に君臨し、第二階級が媚こびへつらい、そして第三階級が虐しいたげられて──。


    　そんな世界が嫌いやで嫌で仕方がなかった。だからゾンビハザードを望んだ。


    　──僕の願いは叶かなった──そのはずだった。


    　だってそうだろう、最上級の衣食住を保証された、ゾンビに囲まれての籠ろう城じよう生活。


    　小躍りしたって、いいはずだ。映画の通りなのだから──。


    　だけど──。


    「制裁だ！」「殺せ！」「殺せ!!」「殺やっちまえ!!」


    　ますます、ヒートアップしていく暴言。


    　暴言だけじゃない。ゴミや、靴くつや、そして、生卵までもが投げつけられる。


    　なのに古内はじっと耐えていた。直立不動で、堂々と、怯ひるむことなく委員長を視線で射る。


    　くそ、なにやってんだよ──、だからおまえは嫌いなんだ。どうして、そこで媚こびへつらって許しを請こわないんだ。そんなに堂々とした態度でいたら、ますます、悪化しちゃうんだよ、謝れよ、土ど下げ座ざしちゃえよ、なあ！　なあったら!!


    　──わかってる。古ふる内うちがあんな目に遭あっているのは僕のせいだ。僕に言う資格はない。


    　なんなのだ、これは。こんな光景、『DAWN OF THE DEAD』にはなかった。


    　ここは違う。ここはショッピングモールじゃない。ここは──、ここは──、


    　古内を見下ろす江え戸ど川がわ明あき広ひろの顔はどうだ。圧倒的な弱者を嘲あざける、嗜し虐ぎやくの快楽に微笑ほほえむ顔は。


    　莉り桜おさんを見つめる小こ伏ぶせ鈴すずの顔はどうだ。強者に媚こびることで全能感を得た、あの笑顔は。


    　あれとそっくりな顔を僕は見たことがある。なんのことはない、教室で僕を見下してきた連中と、今の彼らは、今の彼女らは、まったく同じ顔をしている。


    　そうして中層民は、上層民のやることに何ひとつ疑いを抱いだかず、むしろ進んで彼らの手足となって人を傷つける。下層民も同じだ。強者におもねり、自分たちの仲間を平気で売り渡す。なんだこれは──なんて、なんて見慣れた光景だろう。


    　僕が望んでいたのは──教室が終わることだった。


    　だけどこれでは──、


    　委員長、莉桜さん、これは違う、僕は──こんなもの──、


    



    「──判決、死刑」


    



    　その時──。


    　日本刀のように研とぎ澄すまされた言葉の刃やいばが、委員長の口から空気を切り裂さいて放たれた。


    　一瞬、すべての声が止まった。


    　突然の沈黙に、鼓こ膜まくがキンと悲鳴を上げた。


    　そうして、一瞬の空白の後──、


    「死刑!!」「死刑！　死刑!!」「殺せ！」「裏切り者を殺せ!!」「ぶっ殺せ!!」


    　狂気と狂乱の怒号が、モールを震ふるわせた。


    　皆が古内の死を歓迎し、その決断を下した委員長を讃たたえる。


    「──執行日は追って告知するわ。最後に何か言いたいことはあるかしら？」


    　それでも──古内は、しっかりと莉桜さんを見つめて言う。


    「おまえの革命には愛がないよ」


    　そう言って、笑えみさえ浮かべて見せた。


    　武装親衛隊に両りよう脇わきを抱かかえられて引きずられて行くまで、古内潮うしおは、古内潮を貫つらぬき通したのだ。
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    「冗談だろう、委員長──本当に、古内を、殺したりなんてしないよな──」


    「そんなことを言い出すと思ったから、わざわざあなたをここに呼んだのよ、安あん東どう君」


    　守衛室で、紙コップに注いだ珈琲コーヒーを一口、莉り桜おさんは言った。


    「私が冗談を言うような女に見える？　すでに技術班に死刑台を設計させているわ。今夜の幹部会議で多数決を採ると思うからよろしく。一番簡単なのなら、絞こう首しゆ台だいだけど、インパクト重視でギロチンも捨てがたいわよね、どう思う？」


    「──古ふる内うちは確かに犯罪者だよ、だけど、たかが窃せつ盗とうじゃないか──、そんな」


    「あれだけのことをしでかして、たかが窃盗ね。彼のために、このモール全体がどれほど危険に晒さらされたかわかってるの？　あなただって古内潮うしおに殺されかけているのよ」


    「どういう、こと？」


    「言葉通りの意味よ。たかだかラグビー一チーム分しかいない武装親衛隊に、本来の任務であるゾンビへの警戒だけでなく、古内への対策もさせなければいけなかった。あなたがここに来た日だって、直前にヤツの犯行が発覚して、外の見張りを減らしていた。あれさえなければ、あなたたちはもっと安全に辿たどり着けたはず。追い詰められて自や棄けになった彼が、ガラスでも叩たたき割ってゾンビを内部に侵入させるかもしれない。そう思うと夜も眠れなかったわ──」


    「ふ、古内は──」


    「そんなことをする人じゃない？　そんな楽観に身を委ゆだねては指導者なんて務まらないわ」


    「だ、だけど──殺すのは、やりすぎじゃ」


    「やりすぎね──じゃあ、どんな処罰をしたらいいの？　もうこれ以上、統制を失えば収拾がつかなくなって明日にもゾンビが雪な崩だれ込むわ。だからこそ、見せしめというものが必要なんじゃない」


    「──それは──」


    「──期待というものは常に裏切られるものよね──まだたったの一週間よ、一週間。もう少し楽に最期を迎えられると思ったのに、あちこちで綻ほころびが出始めている。もういっそ、ゾンビを入れる？　そうすれば彼を死刑にするなって副委員長のお願いも聞いてあげられるけど」


    「い、いや、待ってくれ──、僕は、その、今日の裁判だって、楽しめなかった。まだ、本当の復ふく讐しゆうというものを知らないんだ──それがわかるようになるまで、ゾンビを入れるのは、待ってほしい。そ、そうだ、なんなら、古内の死刑だって──僕にやらさせて」


    「そうして、また引き延ばそうというの？」


    「い、いや──」


    「悪いけど、これは決定よ。猶ゆう予よはないわ。だいたい、丹たん咲ざきいずなの件はどうなったの？　それとも、他ほかの男にやらせる方がいいとか、そういう趣味？　だったら叶かなえてあげるわ。親衛隊にも、そろそろボーナスが必要でしょうしね」


    「いや、まって、くれ──」


    　僕は、本当に、覚悟を決めなければ──いけないらしかった。だから、言う、しか、ない。


    「わかった、今夜、いずなを僕の部屋に連れてきてくれ」


    　拳こぶしに力を込めて言った。そうして笑う。思い切り、醜しゆう悪あくに、残酷に。


    「できれば、朝まで誰だれも近づかせないで欲しい。思いっきり残酷に犯してやるさ。あいつが僕にしてきたことを、百倍にして返してやる。そうすれば──僕を認めてくれるか？」


    「いいわ。なんだったら、明日は一日休んで頂ちよう戴だい。好きなだけ、復ふく讐しゆうを果たすことね」
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    「よう──遅かったな、丈じよう二じ、面倒かけてわりーな」


    「遅かったなって、なんだよ、それ──」


    　三階にある警備員室。その一番奥に、コンクリ剝むき出しの無骨で殺風景な倉庫がある。


    　部屋というより檻おりだ。牢ろう獄ごくそのもので、外から鍵かぎまでかかる。


    　そこに古ふる内うち潮うしおは監禁されていた。


    「ダチを見捨てるようなヤツじゃねぇのはわかってるっての。ありがとよ」


    「──う、うるさい、よくそんな恥ずかしいセリフが言えるな」


    　くそ、と内心で僕は毒づく。もとはと言えば、コイツがここに捕まっているのだって僕のせいなのだ。なのに礼は言っても恨み言は口にしない。


    「おまえなんか友達じゃない。死ね。死んでしまえ。いや、死ぬな。あとで僕が殺すから、とりあえず今は逃げろ、そして天寿を全まつとうしてすぐに死ね、さっさと死ね」


    「おまえこそよっぽど恥ずかしいヤツじゃねぇか、どこの少年マンガだよ」


    　本当に、一体、僕は何をやっているんだと思う。簡単に言うとこういうことだ。


    　明け方の牢ろうに忍び込んで、古内潮を逃がそうとしている。


    　意味がわからない。僕が？　古内を？　なんでこんなことになったんだ。どういう不条理だ？


    「よう、いずなちゃんも一緒か。丈二とはちゃん添そい遂とげたか？」


    「見損なうな！」わけのわからない冗談を飛ばすので僕は叫んでいた。


    「──あー、おぅ、わかったよ、すまねぇな」


    「とにかく、いずなを連れて逃げてくれ。隠れるだけじゃダメだぞ。ここから脱出しろ──北に小さな港があるだろ、たぶんそこだ」


    「──どういうことだ」と、古内が一気に真ま面じ目めモードになる。


    「悔しいけど、おまえの推理が全部正しかった。莉り桜おさんは助かる気なんてないし、僕らを逃がすつもりもない。みんなで一緒にここでゾンビになるのがあの子の望みだ」


    「そんな」といずなは絶句。けど古内は「なるほどな」とむしろ得心がいったようだ。


    　おまえの物わかりの良さ、非常事態だからイエスだけど、やっぱり嫌いだ。死ね。


    「大丈夫、ルミ姉ねえは無事だ。三日前だけど、北で花火が上がったんだ。おまえの言ってた合図だよ。搬入口に、僕らの乗ってきたピックアップトラックがある。ガソリンの残りは少ないけど、港までならもつ」


    　さっさと二人で逃げてくれ。


    　もういい。ヒロインを救うのはイケメンリア充の仕事だ。オタの出る幕じゃない。


    　そうして勝手に二人でセックスするなり子供を産むなりしてくれ。


    「おまえはどうするんだ？」


    「ここは僕に任せて先にいけってやつだよ。言わせんな恥ずかしい。誰だれかが残って扉を封鎖しなきゃ、ゾンビがここに入ってきてしまう。それに──莉り桜おさんをどうにかしないと──」


    「どうにかできるアテはあるのか？　ちゃんと全員助かる手だぞ？」


    「一応ね──、まあ、考えてある。なんとかやってみるよ、」


    「話せ」「時間がないんだ、」「話せ」「くそ──、いいか、よく聞け──」


    



    「エレベーターなんて、使って大丈夫なの？」「階段はあらかた封鎖されてるよ」


    　三人そっと脱出して、従業員区画の昇降機に乗り込んで──。


    　そうして──エレベーターが一階に下りれば、窓越しに真っ黒な壁。


    「──う」と、僕は絶句する。


    　壁は、ずらり並んだ親衛隊たち。中心に立つのは城しろヶが根ね莉桜。


    　さらにその後ろには、幹部たちも。


    　慌てて閉ボタンを押すけれど、もうどうにもならなかった。


    　チン、と能天気な音を立てて扉が開き──、


    「残念だったわね、丈じよう二じ君」


    　待ちかまえていた委員長が手を挙げた。


    　完全防備の武装親衛隊たちが、わらわら群れをなしてエレベーターへ押し寄せる。


    　扉が閉まり始めるけど──もちろん、間に合わない。


    　僕らを捕まえようと押し寄せる手。何本も何本も。僕らを、引きずり出そうとする。絶対に逃げ切れない──と思った。だから──。


    「古ふる内うちッ！　おまえだけでも逃げろッ!!　殺されるぞッ!!」


    「すまんッ!!」


    　思い切り体当たりした。とにかく暴れた。暴れられるだけ暴れた。


    　腕をかためられ、足を摑つかまれたあとは、嚙かみ付いて抵抗した。


    　──ゾンビになった気分だった。


    



    　──まったく慣れないことはするもんじゃなかった。


    「がはっ、げ、ほっ──がへっ──」


    　地べたにうずくまり僕は喘あえいだ。親衛隊の委員長様への忠誠心ときたら、それはそれは素晴らしいものだった。これでも副委員長様だってのに、一切の容赦なく、ぶん殴なぐられ、蹴けり飛ばされ、ボコボコにされた。腹筋なんて皆無に等しい貧弱な腹を、親衛隊の安全靴ぐつで思い切り蹴けり上げられたのがとりわけ効いた。胃袋がパニック起こして大暴動に発展するのも当然だ。


    　夕飯の未消化物を床に思い切り吐き出した。せっかくの国産牛肉が無惨にぶちまけられた。


    　吐いて、吐いて──、黄色い胃液まで吐き出して──ようやく一息──。


    　──と思った瞬間、後頭部に衝撃が落ちて、自分の吐と瀉しや物ぶつに鼻から突っ込んだ。


    「不ぶ様ざまね、安あん東どう君」と、続いて降ってきたのが、莉り桜おさんの声だった。


    　僕は、莉桜さんの足に踏まれているのだ、と理解する──そういう趣味は──なかった。


    「本当に、失望したわ」


    　抵抗しようとする。不意に足の力が消える──頭を上げる──次の瞬間、また渾こん身しんの力で踏みつけられて、ゲロの海に押しつけられる。上げて、落とされ、上げて、落とされ、と何回か繰り返し、ついに鼻血まで出た。血とゲロにまみれ、僕は抵抗するのを止やめた。力尽きた。


    「鈴すず、安東さんのこと、信じていたのに、残念です──軽けい蔑べつします」


    「何を考えてるんだよ、丈じよう二じ君──こんな早朝に外に出ようとするだなんて──ゾンビが侵入したら、どうなったか──少しは頭使ってよ。自殺なら一人でやってよね」


    　莉桜さんに続いて、鈴と江え戸ど川がわが冷たく吐き捨てる。
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    「ったく、弱よええクセにつっかかんななぁ、モヤシが」「汚ねぇなあ、誰だれが掃除すんだよ、おい、聞いてんのかゲロ虫」「うわ、ゲロ跳ねちまった」「バカさわんなよ、感う染つるだろ！」


    　親衛隊たちもまた、口々に。


    　──なんだか、とても、懐かしかった。


    　嘲あざけり、罵ののしり、嘲ちよう笑しよう──失っていたはずのものを僕は取り戻したのだ。


    　ようやく、自分は戻ってきたのだ、最下層に。


    　まったくもって最低だったけれど、だけど、それでも高みから人を見下ろし、友達に死刑を宣告して喜ぶよりは──よっぽど、マシだ。死ぬほど、マシだった。


    「やめて、やめてあげてよぉ！　やめてってば!!」


    　いずなが必死で叫んでくれるのが、嬉うれしかった。


    　たとえ、それが金髪巨乳の自己中ワガママ女だって、一人じゃないってのは、いいことだ。

  



  
     第十章　DAWN OF THE DEAD


    



    「安あん東どう、大丈夫──？　ね、ずっと呻うめいてるよ？」


    　うう、顔が熱い──、体中が痛い──熱い──のに、妙に寒い。


    　みんな、もっと手加減しろっての、ほんとパンチ一発で沈む僕みたいなもやしにオールレンジ攻撃してどうすんだよ──、体力の無駄遣いだろ。


    「眠れない──？　こうしてると、ちょっとは、楽にならない──？」


    　やめろって、ゲロ臭くさいだろ、僕──、そんなぎゅってされたら──、


    「あのさ──本当に、安東には、ありがとうって、思ってるよ──信じてよ、ね、やだよ、アタシ、ヤな女だから、嫌われるのは仕方ないけど、でも、信じてほしいの──」


    　──おい──胸、苦しい──窒ちつ息そくするって──わかった、わかったから──、


    「──ありがとね──助けてくれて──何回も、何回も──」


    　──肝心な時に、助けられてないけどな──、


    「気持ちだけで、いいよ」


    　そんな夢を見た。身勝手な夢だ。いずながデレたりするものか。


    　だから、夢に、違いなかった。
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    「薄情な男ね、古ふる内うち潮うしおも。たった一人で逃げ出すなんて」


    「まったくだよ。さっさと天罰が下ってほしいね」


    　莉り桜おさんの皮肉に僕も笑って応じた。


    「──その天罰を下せる機会だったんじゃない。あなた、何を考えているのよ？」


    　なのに、返ってきた問いかけは、存外に真剣なものだった。


    「開廷までは、まだ時間があるよね？」


    「ええ。あなたに最後のチャンスをあげようと思って」チャンス？「あなたは古内潮と丹たん咲ざきいずなに脅迫されて仕方なく協力していた──そんなストーリーを用意してあげることもできるのよ。それなら中層民への降格くらいで許してあげる」


    「だから──僕を一人で呼び出したのか──？」


    　手を縛られた僕がいるのは、莉桜さんの私室だ。


    「裁判ナシでいきなり処刑されるんじゃないかと思ったよ」


    　親衛隊に突然に風ふ呂ろに叩たたき込まれた後、ここに連れてこられたのである。


    「朝風呂は気持ちよかったでしょう？　ゲロの香りの中でこんな話もするのも無粋だったし」


    「あちこち染みて痛かったよ。親衛隊は容よう赦しやがない」


    「ふふ、いいじゃない。ちょっとはワイルドになったわよ。世紀末って感じ」


    　僕の趣味じゃないよ。モヒカンなんて似合わないし肩パッド付けてもたかが知れてる。


    「で、どうしてなんだ？　僕は裏切り者だろう？　なんでそこまでしてくれるんだ？」


    「言った通りよ、安あん東どう君。私が復ふく讐しゆうしたって意味がない。自分に復讐する権利があることに気付てさえいないあなたに目覚めてもらってこそ、私の帝国も本当に完成する」


    「──難しくて、わかんないよ」


    「本当の私をわかってくれる男の子と一緒に死にたいの」


    　砕けすぎだよ、今度は。


    「──やっぱりダメだよ、莉り桜おさん。莉桜さんと二人なら喜んでモールに残りたいけど──巻き添えは、やっぱりナシだ──。この考えは、変わらないと思う。ゾンビになっても」


    「──あなたは教室が大嫌いだったんでしょ？　だから、ゾンビたちを望んだ。なのに──」


    「そうさ、僕は教室が大嫌いだった。僕は教室から解放されたかった、自由になりたかった」


    　その瞳ひとみを真正面から受け止めて、僕は言う。


    「だからゾンビを待ち望んでいた。莉桜さんと二人、教室から逃げて、モールに籠ろう城じようして、日常には二度と戻らない──そんな夢ばかり見ていた。そんなことばかり教室で妄想してた」


    「だったら──」


    「──でもここはショッピングモールじゃない。こんなところが僕の望んだモールであってなるものか。ここは違う。莉桜さん、委員長の造ったここは──」


    　一呼吸する。覚悟を決めて、言った。


    「委員長の造ったここは、ただの教室だ」


    　莉桜さんが息を吞のんだ。


    　僕は続ける。


    「──何をやってるんだよ、莉桜さんは。せっかくゾンビが現れてくれたってのに、せっかくのモールだってのに──、どうしようもない日常から解放されて、リア充も非モテもなくなるはずだったのに、ここでまで同じことを繰り返して。そんなに教室が好きだったのか？」


    「そんなわけない！　私がどれほどあの日常を憎んでいたか──!!　あなただって憎かったでしょう、自分を見下していた連中が！」


    「僕が憎いのは、教室そのものだ。別に、いずなや古ふる内うちをどうこうしたって仕方ない」


    「そんな綺き麗れい事ごと──」


    「綺麗事でもなんでもないよ。莉桜さん、今の自分の顔を見てみろよ、嫌いだったあいつらそっくりの顔してるぜ。江え戸ど川がわも鈴すずもそうだ。自分をいじめてたやつら、虐しいたげてたやつらそっくりだ。第一階級のやつが悪いんじゃない。丹たん咲ざきいずなが悪いんじゃない、教室にいると、誰だれもがああいう顔になっちゃうんだ──」


    「違うわ。私の帝国はそんなものじゃない」


    「僕には同じにしか思えない。せっかくのモールだってのに楽しめないんだ。ここ何日か、ずっと空と天井ばかり見てた。教室にいた時と、何も変わらない──」


    「だったら、どうすればよかったって言うの？　丹咲いずなや古ふる内うち潮うしおをのさばらせておけばよかったって？　そしたら今いま頃ごろ、ここはゾンビの巣になってたわよ!?」


    「本当に教室が憎いなら、システムそのものを壊さなきゃいけないはずだった。なのに莉り桜おさんは、ただ上と下を入れ替えて喜んでるだけだ。ただの積み木遊びだ。何も変わってない。本当に教室を否定したいなら、第一階級も第三階級もない、上層民も下層民もない、みんなが好き勝手やってそこそこうまく回っていく、そういう場所を造つくらなきゃいけなかったはずだ」


    「そんな理想社会──どこにあるって言うのよ、どうやったら造れたって言うのよ。自分じゃ何もできなかったくせに、偉そうに評論ばかり!!」


    「そうだよ、僕には何もできなかった!!　でも莉桜さんならできたはずだ!!」


    「──一体、あなたがここで何をしていたというの。あなたに何がわかるというの。副委員長だなんて私の用意した椅い子すに座って、のうのうとしてただけじゃない。決断の重圧も責任も引き受けたことはない！　それでお手軽な理想論!?　都合が良すぎるわ、安あん東どう丈じよう二じ!!」


    「まったくその通りだ！　でも、それでも城しろヶが根ね莉桜ならできる!!」


    　叫びながら僕は思う。なあ──本当に、莉桜さんは、みんなに死んでほしいのか？


    　だったら、なんでこんなに一生懸命、モールのこと──、考えてるんだ？


    「できるわけない!!」


    「だったらできるようになれ!!　頭いいんだから、今できなくたっていつかできるようになるよ！　勉強して、大人になって、それでいいじゃないか!!」


    「ゾンビハザードのチャンスは、今ここしかないのよ！」


    　二人思わず叫んでいた。肩で息をする程に。そうして、しばしの沈黙を経て──、


    「だから、私の帝国にはいたくない、そういう、ことね？」「そういう、ことになる」


    「決裂──ということね、安東君、残念だわ」「決裂だ、莉桜さん」


    　僕らは、確認し合った。


    「綱こう紀き粛しゆく正せいのための見せしめは、古内の代わりにあなたにやってもらうわ。死んだ後で脳のう味み噌そも叩たたきつぶして、どうあっても絶対にゾンビになれないようにしてあげる。残念ね」


    「──まったくだ。それが一番心残りだよ」


    「それじゃあね、安東君。二時間後に、法廷で会いましょう」


    　言って莉桜さんは外がい套とうを翻ひるがえした。
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    　明日は我が身、という諺ことわざの見本にしてほしいぐらいの我が現状であった。


    「裏切り者！」「反逆者！」


    　昨日、古ふる内うちが立っていた場所に、今度は僕が立っていた。


    　違うのは警備の量。おそらく古内がいずな（とついでに僕）を救わんと乱入してくるのを警戒しているのだろう。武装親衛隊はもちろん、二階住民の有志が、完全武装で立っている。


    　躰からだをくまなく覆おおう黒のレザーとプロテクター。加えて技術班開発の盾たてと槍やり。


    　他ほかに変わったところと言えば僕の格好か。莉り桜おさんの最後の情けか、僕の貧弱な肉体なんて晒さらしても美しくないって映像的要請か、ワイシャツとズボンは着ていられた。


    「僕の後ろに隠れろよ、いずな」「う、うん──」


    　メイド服姿のいずなを庇かばう。守れる子がいるというのは、ありがたいことだ。


    「殺せ！」「死刑!!　死刑!!　死刑!!」「殺せ!!」「殺せ!!」


    　悔しいけど僕は古内のように強くない。四方八方どころか上階からも罵ば声せいが飛んでくるような三次元フルボッコ空間、一人だったら、絶対に耐えられなかったに違いない。


    　即座にビビってションベン漏もらして土ど下げ座ざしていただろう。


    　──それでも、後ろにいずながいてくれるおかげで、最低限の格好だけはつけられた。


    　本当は──本当なら、君を守りたかったんだけどね、莉桜さん。


    　僕はそう心の中で言って、委員長を見上げ──そして、時計が、午後二時を指した。


    「──時間ね。これより、法廷を開廷する──」と、莉桜さんが宣言する。


    「委員長万歳！」「裁きを！　裏切り者に裁きを!!」「死刑！　絶対死刑!!」


    　北きた崎さき高校の避難生徒たちが、大声で叫ぶ。


    　ちゃーちゃらっちゃー！　ちゃちゃっちゃー!!


    　そして──モール中のスピーカーというスピーカーが、まったくもって唐突に、軽快な、それでいて勇ましい音楽を吐き出し始めた。
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    　それは、人民法廷なんて言葉で飾られた陰いん惨さんな私刑リンチの場には、全然まったく相応ふさわしくない、開放感溢あふれる能天気かつ勇壮な音楽であって、モール内が一気にざわつき始めた。


    　そして、莉桜さんもまた、戸惑っていた。


    「どういうこと？　私は──私はこんな放送、許可した覚えはないわ──」


    　──まったく、なんでこう、おまえは、いつも演出過剰なんだよ？


    『よう、みんな、元気してるか？　俺おれだよ、俺、俺俺』


    「──この声は、古ふる内うち!!」


    　そう。続いてスピーカーから響いたのは紛れもなく古内潮うしおの声だった。


    『──ショッピングモールで鳴らした俺おれ、古内潮は、濡ぬれ衣ぎぬを着せられ当局に逮捕されたが、刑務所を脱出し、地下に潜った──』


    「濡れ衣も何も窃せつ盗とうは事実でしょうが!!」


    　莉り桜おさんが叫んだ──いや、まったくだ。


    『しかし、地下で燻くすぶってるようなぁ俺じゃない。不可能を可能にし巨大な悪を粉砕するこの俺が、頼りになる神出鬼没の特攻放送をお届けするぜ！　ＤＪはそのままこの俺、古内潮。みんなのアイドルだ。委員長様だってブン殴なぐってみせらあ。でも来くる実み姉ねえさんだけは勘弁な！』


    「親衛隊長、警備はどうしていたッ！」


    「も、申し訳ありません、こちらの警戒で手一杯で──！」


    「すぐに拘こう束そくしろッ、止やめさせろ！」


    「なんだこれ──」「古内──？」「古内だってさ──」「何やってんの？」


    『俺様をお縄にしようって躍起なご歴々が、この放送室にも全力で駆けてきてるだろうから手早くいこう。本当に捕まえなきゃいけないのは、俺なんかじゃねぇ──俺たちを欺あざむいて、ここに閉じ込め、好き勝手やってる王様気取りのバカ女さ。おまえのことだよ、城しろヶが根ね莉桜！』


    「委員長を侮ぶ辱じよくするな！」「犯罪者が!!」「聞くな、聞く必要はないぞ!!」


    　口々にモールに満ちる反論の声──。


    『何？　騙だましてるってんなら証拠を見せろ？　そうだな、まず一個目は、この俺自身だ。おまえらが一日三錠飲んでるゾンビにならない薬な、逃げてる俺はもちろん一粒も飲んでないワケだが、この通りピンピンしてるぜ？　こりゃ一体、どういうことだ？』


    「騙されないで、抑制薬についても盗難があったわッ！」


    　即座の反論が莉桜さんの口から飛ぶ。


    『俺も盗んで飲んでたんだろって？　じゃあ、丈じよう二じ、おまえはどうだ？』


    「一粒しか飲んでないよ。風邪も引いてないのに、頭痛薬なんていらないさ」


    　古内の言葉に、再び視線がこちらへ集まる中、ポケットの錠剤を思い切り床にぶちまけた。


    「──安あん東どう君？」


    　莉桜さんの眉まゆに浮かぶ小さな驚き。一錠二錠ならともかく、それは今日まで支給されたすべての分だ。驚くのも当然だろう。


    『──外には見えない危機がウヨウヨいるぜってのは、人を閉じ込めとく理由としちゃ一番簡単だよな。見えないウイルスはゾンビよりよっぽど怖こええ。ところでな、今度は俺からの質問だが、おまえら、誰だれか、外と連絡を取る作業をしたヤツはいるか？　屋上に旗立てるとか、毎日薪まき燃やして狼煙のろしを上げるとか──いないよな。救助を呼ばないままの籠ろう城じようなんて、おかしすぎだ。突然のゾンビ騒ぎでみんなの心がパニクっちまったとこにつけ込んで、そんな当たり前のことをやらずに済ませたんだよな、偉い偉い委員長様──？』


    「地球規模で大感染が起こった以上、救助はないわ。そこに貴重な人員を割さくわけには──」


    『──ま、ケータイも持ってきてねぇヤツがほとんどだろうし、家電売り場なんか初日に全滅しちまったから、外の情報なんて手に入れようがねぇかもしんねぇけどよ──今日の朝あたりから戻ってきてるんだぜ──うまく入ってくれよ──』


    　ザッ──ザッザザッ──と──不意に雑音が交じる中、聞こえてくるのは耳慣れた抑揚。


    〈──子園球場で行われ──ザッ──夏の全国──野球大会──戦は延長12回の──ザザッ〉


    『というわけで、日本は無事だ。今いま頃ごろ、クーラーの利いた部屋で、おっちゃんたちがビール片手に吞のん気きに野球中継を観戦中だ。いつも通りの日本の夏だな。やべえことになってるのは、きっとこの島だけ。帰れるんだよ、俺おれたちは──』


    「帰れる──？」「みんな、無事なの」「噓うそ──？」


    『しかも、数日前に来くる実み姉ねえさん──佐さ武たけ先生からの連絡もあった。どうやら北の港で俺たちを待っててくれてるらしい。いつか帰る──じゃねぇ。今すぐ帰れるんだ。さあ、みんなバスに乗り遅れるな、俺が運転してやる！　さっさとこんな場所にはオサラバしようぜ!!』


    「騙だまされるな！　そんな情報は確認されてない！」


    「佐武先生──？」「噓うそ、生きてたの!?」「ここから出られる!?」


    『俺はとりあえず外を歩きてえ、海で泳ぎてぇ、山に行きてぇ。うまいモンが食いてえ。そろそろ予約してたゲームの発売日だしマンガの続きも気になる──おまえらは違うか？　おい絶賛急行中の野球部、サッカー部。おまえらも練習始めねえと、また二回戦負けなんじゃねぇか？』


    　疑問を抱かせたところに、古ふる内うちが希望を注ぎ込む。


    　ざわめきが少しずつ、大きくなっていく。


    「そんな甘言に騙されるな！　古内は甘い噓で我々を分裂させようとしてるだけよ!!」


    『ま──つっても信じてくれねぇヤツもいるよな。第一、わざわざ救助を拒否するなんて理由がねえ。何か、理由があるはずだって──そうだろう？』


    「その通りだ!!」「委員長には委員長の考えがある!!」「今は非常事態だ!!」


    　古内の呼びかけに二階からの声が応こたえる。


    『──その理由についちゃあ、御本人の口から聞くのが一番てっとり早いんじゃないかな。てなわけで、そろそろ一曲いってみよう。一曲目は深夜の密会、陰謀大告白、告う白たってくれるのは、我らが委員長様と俺のダチこと、安あん東どうだ！　ミュージックスタート!!』


    「なにを──」と言いかけた莉桜さんの言葉を──、


    『佐さ武たけ先生があの状況で生き残れるわけがないと思っていたけど──やっぱりノロいゾンビはだめね──、私が頑張らないと──』


    　莉り桜おさん自身の言葉が──かき消した。


    『安あん東どう君、私は教室が嫌いよ。もう一度、ゾンビに戻るなんてまっぴら』


    『莉桜さんは、帰るつもりが、ないんだね。助かるつもりが、ないんだ──』


    『そう。私の願いは、ずっと、このモールに留とどまること。食料と水と電気が尽きるまで、この楽園で戦い抜く。最後はもちろん、モールに屍し者しやが雪な崩だれ込んできて、私たちは一人残らずゾンビになる。それ以外の終わりは、ごめんよ』


    　モールに流れ出したのは──、


    「あ、安東、あなた──なんで、」


    　そう──あの日の屋上で、莉桜さんが僕へと語った言葉だった。


    「──ごめん、莉桜さん──」


    　そっと小さく──彼女には聞こえないだろうけど──謝らずにはいられなかった。


    　それは本当にただの偶然だ。あの日、拳けん銃じゆうを向けられ、反射的に押さえた胸ポケット。


    　そこには──古内から渡されたＩＣレコーダーが入っていた。


    　丹たん咲ざきいずなの暴言の数々を録音せよとの指令で古内から渡されていたアレだ。


    　──ざわざわ、ざわざわと、動揺が広がっていく。


    「なんだ──、これ」「委員長が、こんなこと、」「何よ、何なの？」


    『このゾンビたちは、この楽園は、所しよ詮せん、ここだけのもの。万が一、生還してご覧なさい。また私たちはあの教室に閉じ込められるのよ。日常という名の地獄がまた始まるのよ』


    　反射的に録音ボタンを押していたのは、いじらめられっ子の習性みたいなもんだ。


    　ヤバイことがあったら──とにかく、証拠を押さえておけ。


    『あら、最高でしょ。想像してご覧なさい。モールにゾンビたちが雪崩れ込んでくる瞬間を』


    　皆が動揺しはじめた。ほつれと綻ほころびが広がっていく。


    　地べたに座っていた一階住民たちが、一人また一人と立ち上がり、敵意のこもった目を、莉桜さんに向け始めた。


    　二階の住民たちは、おろおろと一階と三階、交互に視線を彷徨さまよわす。


    　三階の江え戸ど川がわや鈴すずたちも驚きに言葉を失っている。


    　そして城しろヶが根ね莉桜は──その顔に驚きを浮かべたのも一瞬のこと。冷めたまなざしと皮肉な笑えみを僕に送る──失望と軽蔑の笑みを。


    　──それでも僕は拳こぶしを握る。


    『一人がみんなのために、みんなが一人のために戦って、全員、散さん華げ玉ぎよく砕さいする。それでこそ、ここで培つちかわれた理想も、努力も、友情も、正義も、永遠になるというものじゃない』


    　──もともとこれは、二人を逃がした後で僕が一人でやるつもりだった。


    　なのにアイツが何な故ぜかいずなと僕だけを先に逃がそうとして、倉庫にいたときＩＣレコーダーを強引に奪いやがったのだ──くそ、いつも美お味いしいところ持ってきやがって。


    　いや、とにかく、


    「みんな聞いただろう！　これが僕らの委員長様のやろうとしてたことだ!!」


    　声を張り上げる。こんな大声を出すのは初めてのことだった。


    「僕は委員長の仲間だったから、全部聞いたんだ！　それに逆らおうとしたのがバレたんで、ここに立たされているんだ！」


    　──でも、ここまでお膳立てしてもらってんだ。後は僕がやらないといけない。


    「僕らは──僕らは、もう、ここにいる必要なんてないんだ！　助けが待ってる！　バスに乗ってモールから出よう！　そうすれば家に帰れる！　帰ればゾンビなんかもういない！　夏休みの残りを、ここで酷ひどい目に遭あった分、きっちり遊んでそしたら、二学期だ！　また、学校に、いつもの日常に戻れるんだ！　だからこんなところにいちゃいけない！　委員長に従っていちゃいけない！　そしたら二度と戻れない！　ショッピングモールから出られないままゾンビになるしかない!!　元の教室にも元の学校にも戻れない!!　それでいいのか!!」


    　叫びながら、僕は何を言っているんだと思う。


    　──それでいい、と内なる自分が叫んでいる。それこそ、僕の望みだったはずだ。


    　なのに、僕はそれを否定する。


    　自分で自分の望みを否定し、絶叫する。


    『もう一度、あの教室に戻って挫ざ折せつし、うちひしがれ、絶望の中で死んでいく前に、輝ける終わりを用意してあげるだけ。あなたなら、わかるでしょ、安あん東どう君』


    「わかるわけないだろう、バカ野郎！　そんな身勝手な理由で、道連れにされてたまるか、バカ野郎！　そうだろ、みんな!!　ゾンビになるののどこが輝ける終わりだバカヤロー!!」


    　スピーカーから聞こえる莉り桜おさんの声に僕は反論する。


    　その通りだ、その通りだ！　と叫ぶ内なる声を、バカヤローの言葉で押しつぶす。


    『ずっと死んでしまいたいって思っていたんじゃないの？　本当は生きてなんかいたくないんでしょ。わかるわよ、私も同じだもの──』


    「死にたいわけあるかバカヤロー!!　おまえみたいなヤツと一緒にすんなバカヤロー!!」


    　──そうだ、僕は死んでしまいたい、ここで莉桜さんと二人で死んでしまいたい！


    「そうだろう、みんな!!　死んでいいのかみんな!?　死にたくないだろう、みんな!!」


    　死にたくないみんなの中に入れない、死にたい僕が呼びかける。


    『──これからはずっと、一緒にいて上げられると思うわ──脳味噌が腐れ果てっ』


    　ブツッという音と共に、唐突にスピーカーから流れる莉桜さんの言葉が途切れる。


    『古ふる内うち、貴様っ!!』


    『聞いてたたろ、今の！　いつまで尻しつ尾ぽをふってんだ！　というわけでみんな、次は、駐車場で会おう！　この俺おれ、古内潮うしおが快適な旅をお届けするぜ！』


    　代わりに響く怒号と激しいドタバタという足音──、


    『追え！　逃がすな！　追え、追え!!』『で、でも、隊長、今の放送──』


    　後にはサーっというホワイトノイズが残るだけ。


    「お、おい──聞いたか？」「帰れるってよ──！」「い、行きましょ」


    　その言葉に、何人かが早速、バスのある搬入口駐車場の方に走り出す。


    「そうだ！　みんな、乗ってきたバスで帰るんだ！　駐車場へ行くんだ！」


    　放送に代わって僕は叫ぶ。


    　バスに乗ってモールから脱出？　それは僕の嫌いな『ドーン・オブ・ザ・デッド』リメイク版の展開じゃないか──何言ってるんだ、僕は。僕は何をしたいんだ？　なんで莉り桜おさんの計画をぶち壊すんだ？　わからない。けど、ここにいちゃダメだ。逃げろ！　どこへ？　教室へ？　そこから逃げたいからここにいるのに!?


    　だけど──。


    「おい、城しろヶが根ねェ！　どういうことだ!!」「よくも騙だましたな!!」「冗談じゃないわよ!!」


    　何人もの一階住人が、城ヶ根莉り緒おに向かって怒鳴り出す。


    　あるいは一階で警備に当たる者に詰め寄る者も出る。


    「お、おい！　てめえどういうことだよ、騙しやがったのか──」


    「ち、ちがう、俺は知らない！　俺だって騙されてたんだ！　ご、ごめんなさいっ！」


    　くそ、そんなことはどうだっていいだろう。帰ってからやればいい──！


    「いいから、みんな駐車場に行ってくれ！　バスに乗るんだ！」


    　だけど、僕の言葉は届かない。


    「ちょっと、莉緒、どういうことッ!!」「城ヶ根、そこ動くな！」


    　階段を登って、莉緒さんに詰め寄ろうとする者も出始め──、


    　──タン！


    　と──響き渡った音が、すべての動きを止めた。声を消した。


    　城ヶ根莉緒の高く掲げられた腕の先に、鈍色の拳銃が握られていた。


    「この期ごに及んで、言い訳なんて真似はしないわ。すべて聞いた通りよ」


    　時間が止まったような静寂を打ち破ったのは、莉緒さんの声だった。


    「ところで、安東君──、あなたが乗れと言うバスのキーはどうしたのかしら？」


    「──あ、」


    　僕の口から思わず言葉が漏もれた。寝耳に水とは、まさにこのことだった。


    　血の気が引いていく。そんな僕に、莉桜さんは、支配者の冷酷な笑えみを浮かべ──。


    「当然、私が肌身離さず持ち歩いていたわ──」


    　左手で外がい套とうのポケットから銀色の鍵かぎを取り出し──そして──。


    　僕へと放った。


    　静まりかえったモールに、カチャンと小さく澄んだ音を立てて、それは僕の足下に落ちた。


    　え──莉り桜おさん、何を──？


    「鍵かぎを人質にあなたたちを脅迫するとでも思った？　そんなことをしたって無駄でしょう。私の帝国はここまで。私の世界はもう壊れてしまったわ。すべてはあなたという人間を見誤っていた私の判断ミスよ。せっかく私がすばらしい終わりを用意してあげるって言うのに、あなたは教室を選ぶのね」


    　莉桜さんの言葉が、僕の心にさらなる後悔の念を呼び起こす。


    　──本当に、これでよかったのか？　本当に、帰りたいのか、僕は──？


    「だったら、さっさとみんなを引き連れて戻るがいいわ、地獄の日常へ。教室という檻おりへ。きっとあなたは後悔するでしょうね。窓際で外を眺めながら、あそこで私と死んでおけばよかった、やっぱり戻ってくるべきじゃなかった──そうやって後悔し続けなさい。これが、私なりのあなたへの報復よ。さ、行きなさい、安あん東どう君。大好きな教室に戻るといいわ──」


    「り、莉桜さんも──」


    　一緒に行こう──と言いかけた僕の機先を制し──。


    「聞いた通りよ！　ここから出て行きたい人は、好きにすればいい！」


    　莉桜さんが叫んだ。


    「言われなくてもそうするわボケ！」「──あんたと死にたくなんかないわよ！」「帰ろうぜ！」


    　一階住民からそんな声が飛ぶ。


    「残念だわ。小こ伏ぶせさん、ここでの日々は楽しかったでしょう？　みんなに班長と呼ばれて慕われる日々を捨てるのね」


    　──鈴すずが、三階で硬直した。


    「江え戸ど川がわ君も、またいじめられっ子のデブ川君に戻るということね」


    　──江戸川もまた。


    「戻るだけならまだいいわ。物事には反動というものがある。ここでの生活で、あなたたちは見せつけてしまったわ、自分たちの有能さを、才能を。あなたたちを見下していた人間たちに圧倒的な劣等感を与えてしまった。きっと、教室に戻った彼たちは、彼女たちは、ここで感じた屈辱を、あなたたちに報復しようとするでしょう。その覚悟ができているなら、さあ、さっさと階段を下りて帰るといいわ。もとの底辺に」


    　江戸川や鈴だけではない。二階の住民たちのなかにも、足を止める者が出始める。


    　またか──こうやってまた、その論理が足を引っ張るのか。


    　ダメだよ、江戸川、鈴──ここにいちゃダメだ。みんなで帰らなきゃ、ダメだ。


    　けれど、なんて声をかけたらいいのだろう。僕自身、未だ、みんなを脱出させ、莉桜さんと二人残りたいという誘惑を捨てきれずにいるのに──。


    「ち、違う！　アタシは、アタシはそんなことしないもん!!」


    　言葉を失った僕の代わりに、声が響いた。


    　みんなの視線が僕に──いや、僕の後ろに集まる。


    「アタシ──アタシは、だって江え戸ど川がわ君と鈴すずと、それから安あん東どうがいなかったら、きっと死んでたもん──、みんなだってそうでしょう、今日まで、江戸川君も、鈴も、がんばってくれたの知ってるでしょう！　だから、報復なんて、仕返しなんてしないもん！」


    　妙に耳に残る──緊迫した場には不釣り合いな程にキンキンとしたアニメ声が響いた。


    　叫んだのは僕の後ろの丹たん咲ざきいずなだった。


    　栄光の座からとうに転落したはずの教室のプリンセスが、再び、その威光を取り戻し、みんなの注目を一心に受けて叫ぶ。


    「だから、降りてきてよ！　帰ろうよ!!　ね、みんなで帰ろう!!」


    「口だけではどうとでも言えるわ。ねえ、丹咲いずな。あなたはどうしてそんな格好をさせられているの？　ここについた時、あなたは命の恩人になんと言ったかしら？」


    「──っ、」


    　莉り桜おさんの言葉に、いずなは絶句する。絶句し──、ぎゅっ。


    　絶句し、突然、抱きついてきた。


    　ぎゅっと抱きしめられ、胸が押しつけられ──そしてほっぺにやわらかな感触。


    　おおーっとモール中が場違いにどよめく。今、何した？　ほっぺにキス──された？


    「だ、だからアタシも反省したもん！　安東には本当は感謝してるもん！　今のはそのお礼！　命令されたからとかそういうんじゃないわ！」


    　莉桜さんが──驚愕していた。録音された声が流れた時よりも激しく驚いていた。


    「──ね、アンタ！　そこのアンタも江戸川いじめたりしないわよね！」


    　続いていずなは、茶髪に向けて怒鳴る。かつて江戸川に土ど下げ座ざしていた一人だ。


    「お、おう」「もっと大きな声で！」「お、おう!!」


    　叫んで、彼は江戸川に向かって怒鳴る。


    「え、江戸川！　お、おまえ、車、乗れたんだな！　す、すげーよ、全然、知らなかったけどよ！　その帰ったら、そういう話、しようぜ！　お、教えてくれよ、いろいろ!!」


    　まるでいずなのチューが呼び水になったみたいに──。


    「あの、わたし、薬切れちゃって──本当に苦しかった時に、小伏が来てくれて──教室ではバカにしてゴメン！　帰ったら、絶対お礼するから！　ね！」


    　口々に一階の住民たちが──。


    「乃の々の葉はさん、その、こっそり、差し入れてくれたサンドイッチ、おいしかったです。だから、その、戻ったら、今度は、ちゃんと、お料理教えてください！」


    　口々に叫び始める──。


    「戻ろうぜ──」「一緒に帰ろうぜ──」「降りてこいよ！」


    　その声に、一人、また一人と、階段を下りる者が出始める。


    　二階から──そして、三階から。


    「お医者さんごっこは楽しいですけれど、無免許はダメですよね、江え戸ど川がわさん──」


    「そうだね──それに、ここにいたら、車、運転できないしね──」


    　最後に、鈴すずと江戸川が降りて──三階には、たった一人、莉り桜おさんが残る。


    「──そうやって、一いつ時ときの感情に流されて、後悔しても遅いのよ」


    　それは捨て台詞ぜりふというよりも、決定された運命を嘆くような声だった。


    「──わかりあえたふりをしたって、友達ごっこをしたって、何になるって言うの？　また教室に戻れば、どうせまた悪意に満ちた日常が始まるのよ？　ここでなら助け合える私たちが、それでも教室に戻ればまた元通りになる。そんなことは目に見えていることでしょう？」


    　哀あわれむように、僕らを見下ろす莉桜さん。その言葉は、たぶん、正しいのだと思う。


    　なら、一体、なんと言えば彼女はあそこから降りてきてくれるのか。


    「莉桜、アタシはアンタのことが嫌い。でも、ここで死ねばいいとは思えない！　ここで死なれたら、仕返しもできないわ！　だから降りてらっしゃい！」と、いずな。


    「そ、そうだよ──莉桜さん、こんな島で無理して死ぬことないよ。またゾンビハザードだって、起こるかもしれない。今度は莉桜さんの大好きな走るゾンビが出てくるかもしれないし、そしたらちゃんと人類も滅亡だ！　二人で帰ってそれを待とうよ！」と僕。


    「どういう説得の仕方なの、それ？」「おまえも大概だろ！」


    　莉桜さんは沈黙している。膠こう着ちやく状態だった。どうしようもない。


    　無理やりにでも連れて行くしかないか。──でも、それでどうなるんだ？　本当にそれが莉桜さんのためなのか？　彼女の造った帝国をぶち壊して、教室に戻して自己満足か？　それで、彼女はずっと、心を殺したままこの先を生きていくのか？


    　思考が迷走する中、ドタドタした足音が聞こえてきた。駐車場に向かったはずの連中が戻ってくる。


    　──なんだ──？


    　黒ツナギの親衛隊を引き連れて、見慣れた金髪もまた。


    　──おまえ、なんで戻ってきてるんだ？　鍵でも取りに来たか？


    「おい、丈二、やべえぞ！　ゾンビが入ってきちまった!!」


    　って、はぁっ!?


    「バカが、勝手に逃げようとして外への扉開けちまったんだよ！　バスに近寄れねぇ！」


    「ていうか、こっちにも来るぞ！　逃げろおまえら！」


    　そう。そんな古内や黒ツナギたちを追いかけるように、屍し者しやたちがこっちに向かってくる。


    　そう。そうだ。


    　ゾンビよ、このどうしようもない状態をぶち壊してくれ！


    　半ばやけくそでそう僕が思うのと同時に──。


    



    「緊急事態よ！　至急、二階へ避難！　全員登り次第、階段を封鎖！」


    　莉り桜おさんの声が鋭く響いた。


    



    
      †

    


    



    　我先にとバスへと走った一人が、屋外に繫つながるドアを開けてしまったらしかった。


    　かろうじて、全員まとまって二階に上がり、階段の柵さくを閉めるのが精一杯だった。


    　一階は、すでに多くのゾンビがうろついている。


    　駐車場も、こんなことになっているとしたら──脱出は絶望的だ。


    「──どうしてあなたは、そうツメが甘いのかしら。こういう時はサクラの一人も用意して、みんなを先導するものでしょう。脱出の瞬間が一番危険だって、お約束じゃない」


    　返す言葉がない。まったくだった。


    　それに引き替え莉桜さんはさすがだ。七十六人、中央大階段をあがったところで途方にくれていられるのは彼女のおかげ。的確に指示を飛ばして階段を封鎖し、全員をちゃんと二階に避難させたのだ。もしも──彼女がいなければ、今頃、取り返しの付かないパニックになって、少なくともこの半分はゾンビになっていただろう。


    「──それで、頼みの綱のバスも使えなくなってしまって、どうするのかしら、安あん東どう君？」


    　だから──、


    「──どうしたらいい、委員長？」


    　僕は彼女に聞いていた。


    「おい、安東──」「ちょっと──」「だって、こいつ」


    　まわりの人間がざわめく。


    「その通りよ。今さら、私に何を聞こうって言うの？」


    「──お願いだよ、委員長。残念だけど、僕にはどうしたらいいかわからない。だけど、委員長ならわかるはずだ。だって、現にこうやって、助けてくれたじゃないか。本当なら、ゾンビが入ってきた時点で、僕らを見捨てたって、よかったじゃないか──」


    　なのに──莉桜さんは、僕らを助けてくれた。だから、頼んだ。


    「あなたたちは、私の楽園を拒否したんでしょう。そんな人たちに、愛しいゾンビになってここで永遠に生き続ける栄誉を与えたくないだけよ。さっさと帰って教室で犬のように暮らしなさい」


    「助けてくれるんだね？」


    「逆よ。ここでゾンビになるって救いをあげたくないだけ。呪のろいをかけてあげる。ずっとずっと、戻ったことを後悔するような、最高の脱出劇にしてあげる。みんなを助けてヒーローになりなさい、安あん東どう君。それだけ転落の苦しみも増す。このまま、中途半端にあなたたちをゾンビに喰くわせてしまうよりは──私も満足できるわ」


    「──そういうことに、しておくよ」


    「──気に入らない言い方ね」


    「ついでに、もう一つ、お願いがあるんだ」


    「言ってみなさい」


    「──その──今の莉り桜おさんも素敵だけど、」


    「は？」


    「──その、やっぱり、眼鏡めがねの莉桜さんの方が、優しくて好きです」


    「アンタいきなり何言い出したのよ、こんな時に」


    　うるさい、いずな、お前は黙ってろ。他のみんなもだ。


    「だからですね、モールの委員長じゃなくて、二年二組の学級委員長に戻って、クラスメイトを助けて頂きたく──」


    　僕がそう懇願すると、莉桜さんは苦笑して──、


    　外がい套とうから眼鏡ケースを取り出すと、いつもの眼鏡の莉桜さんに戻る。


    　──そうして、銃を握って立ち上がる。


    「親衛隊長！　ええーと、じゃなくて、大おお浦うら君！　ありったけの武器を集めてきて！　出し惜しみはナシよ！　一刻を争うわ！　全員五分で準備を整えて!!」


    「おう！」と立ち上がる大浦。みんなもそれに続いていた。


    　やっぱり、莉桜さんは、委員長の中の委員長だと思う。


    　どうしたって、言うことを聞きたくなってしまう。僕には、とても無理だ。


    「さあみんなも立って！　おうちに帰るまでが合宿です!!」


    　──ていうか、けっこう、ノリノリだった。
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    「ここのエレベータから、地下の駐車場に降りられるわ！　バスまでの距離は約三百メートル！　定員は十五名！　作戦は理解したわね！　第一陣の役目は!?」


    「ゾンビホイホイを用いた橋きよう頭とう堡ほの確保！　第二陣到着後は、これを援護！」


    　莉桜さんの叫びに、元親衛隊長の大浦君が叫ぶ。


    　エレベータの中、盾たてと槍やりを構えた完全武装の黒ツナギが十五人すし詰め。


    　その足下にはラジカセを乗っけたスケートボードが二台。


    　対ゾンビ用オトリ兵器ゾンビホイホイである。爆音で音楽を奏でながらゾンビたちの足下をすり抜け、その身が破壊されるまで聴覚に敏感な屍し者しやたちを引き付け続けるのである。


    「それじゃ、また後で会いましょう！」


    「「ウィッス！」」


    　莉り桜おさんの言葉に、黒ツナギの運動部員たちが声をそろえる。


    　エレベータの扉が閉まる。十五人の戦士たちを戦場へと送り込む。


    　点滅する数字が、２から１へ──僕はゴクリとつばを飲み込む。


    　──下ではすでに戦いが始まっている。


    　扉が開いた瞬間、ゾンビたちが決壊したダムのように押し寄せてくるはずだ。


    　血に濡ぬれたゾンビたちが伸ばす魔手を前列が盾たてで防ぎ、その隙すき間まから後列が槍やりを突き出し、その濁った眼下を貫き、脳のう髄ずいを破壊する。


    　そうして、その足下を縫ぬってゾンビホイホイを滑らせる。


    　爆音に、ゾンビたちの注意がそれた瞬間を狙って、エレベータ内から駐車場に進行、その扉を死守する──果たして──うまくいくのか──。


    　時間が粘つく。果たして、どれだけ経ったか──。


    　エレベータが戻ってくる。もしもゾンビでいっぱいだったら──と、不安がよぎる。


    　が──


    「橋きよう頭とう堡ほ確保しました！」


    　血で汚れた黒ツナギが一人、報告。莉桜さんが、それを受けて叫ぶ。


    「第二陣！　準備はいいかしら!?　作戦の成否は、あなたたちにかかっているわよ！」


    「はい」「おう」「い、いいわよ」「うん」「大丈夫です！」


    　莉桜さんに問われて僕は応こたえ、他の皆も言う。


    「二陣の役目は何か、ちゃんとわかってるわね!?」


    「とにかくゾンビを蹴散らして江え戸ど川がわをバスに乗せる。死んでも江戸川は守る！」


    　僕は叫ぶ。ゾンビの群れに突っ込む決死隊である。


    「よっしゃ行くぜ」


    　こういうおいしい役目が大好きな古ふる内うち潮うしお。


    「絶対、帰ってパンツ穿はくんだから」


    　とバールを構えるのは、意外なことに丹たん咲ざきいずな。


    　口先だけじゃないところを見せてやるらしい。


    「江戸川さんは鈴すずが守りますから」


    　いつの間にか仲良くなっていたらしい小こ伏ぶせ鈴。


    　スポーツ用品店から入手したボウガンを構えて言う。


    　そうして江戸川に借りのある例の三人に、そもそも言い出しっぺの僕である。


    



    　エレベーターが降りていく。


    「行くぜ、丈じよう二じ！」「わかってる！」


    　チンと扉が開いた瞬間、前を固めていた黒ツナギ隊がバッと左右に分かれる！


    「オラオラオラオラどけどけどけどけ!!」


    「うおおおおおおおおおおおおおおお!!」


    　扉が開くと同時に、古ふる内うちと僕は走り出す。装甲版やら包丁やらで強化された暴走機関車のごときショッピングカートが立ちふさがるゾンビたちを切り裂さき、貫つらぬき、はじき飛ばす！


    　これぞ、僕が発案し、江え戸ど川がわが設計、製造した、対ゾンビ用ショッピングカート！


    　古内が操あやつる技の一号フランクさんと、僕が操縦する力の二号チャックくん！


    　完成に至ったのは、未いまだ試作品二台のみだが、量産化の暁にはゾンビの群れなど一瞬で叩たたいてしまえること保証済みの逸品である！


    「楽しいなぁ、丈二！」「まったくだ！　モールはやっぱりこうでなくっちゃ！」


    　走り出したら止まらない！　マジ止まれない！　目の前にはもうバス！


    「う、わあああああああああ！」


    　バスにぶつかって横転、大破。──ありがとう、チャックくん、君の犠牲は忘れない！


    「さっさとドアあけろ、丈二！」「わかってるって！」


    　いっぽう、フランクさんは健在。古内によってぶんぶんと危険きわまりない凶器として縦横無尽に振り回され、ゾンビたちを殺さつ戮りく、僕を援護。よし開いた！


    「江戸川！　いそげ!!」


    　僕らの切り開いた道を、鈴すずやいずなたちに守られながら、えっさほいさ駆けてくる江戸川。


    「きゃっ！」と鈴が転ぶ。


    「江戸川は行って！」といずなが駆け寄り、近寄ってきたゾンビの脳天にバールを叩き込む。


    　さらに、そんないずなに近寄るゾンビを吹っ飛ばす古内のフランクさん。


    　──あいかわらずいいとこもってきやがって！


    　その間に無事、江戸川は三人の護衛と一緒にバスに乗り込んでいる。


    　エンジンが唸り、車体を揺らす。


    「みんなも乗れ！」と叫ぶ江戸川。


    　鈴の手を引いていずなが乗り込み、僕が乗り込み、最後に古内。


    　続いて乗車しようとするフトドキなゾンビを蹴り飛ばしてドアが閉まる。


    　──バスが、エレベータに向かって走り出す
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    「押すな！」「詰めろ！」「来る時だってぎゅうぎゅうだったんだよ！」「武器は捨てろ！　あと防具も脱げ!!」「ケンカすんな！」


    　五往復目のエレベータが到着し、最後の生徒たちが一階に下りる。


    　来るときでさえ、満員状態だったというのに、さらに五人も増えたわけで、バスの中は過密状態。武器やらなんやらを捨ててようやく、乗り込めたという感じである。


    「莉り桜おさんと古ふる内うちで最後だ！　江え戸ど川がわ、出せるかッ!?」


    「ちょ、ちょっと待って、シャッター閉まったままだよ!!」


    　運転席で江戸川が叫ぶ。


    　って、しまった──バスに乗せることしか考えてなかった。


    「ご、強引に突き破れないのか!?」


    「え、映画の見過ぎだよ!!　誰かが開閉スイッチ押さないと！」


    「どこにあるんだ、それ──！」


    　江戸川が指さしたのはゾンビの群れ。


    　ゾンビホイホイが、屍し者しやたちを集めている壁の一角だった。なんだって、また！


    　くそ、さっきみたいにまた決死隊を組織するか？　でも、こんなにすし詰めじゃ、乗り降りだって満足にできない。ゾンビだって、どんどん増えているのに、いったんみんな降りて、武器を拾って──なんて悠ゆう長ちようなこと！


    「安あん東どう君！」


    　ドアの外で莉桜さんが叫ぶ。


    「り、莉桜さん、とにかく乗って！　こうなったらバスでアイツら蹴け散ちらして──」


    　そう言って伸ばした僕の手が握ったのは、莉桜さんの手ではなくセルフレームの眼鏡めがね。


    「──、え？」


    「さようなら──安東君。私がシャッターを開けたら出して。待つ必要はないわ」


    　──まるで最初からそのつもりだったように莉桜さんは言った。


    　莉桜さんはスカートを翻ひるがえし、ゾンビの方へ駆けていく。


    　止める暇ひまなんてなかった。莉桜さんは華麗にゾンビをかわしてボタンに辿たどり着く。


    　シャッターが重い音を立て、開きはじめる。


    　外の光が、青空が、薄暗い駐車場に差し込んでくる。


    「莉桜さん、早く戻って！」


    　思わず僕はドアから半身を乗り出して叫ぶ。


    　だが、振り向いたのはゾンビが数体だけ。


    　それどころか「うわ──」と近づいて来る屍者に驚いた江戸川がドアを閉めてしまう。


    　そして、莉桜さんは──城しろヶが根ね莉桜は──。


    　這はい寄るゾンビの手をすり抜け、あるいは銃床でゾンビの眉み間けんに一撃を加えながら──。


    



    　モールへと続く扉を開けて、僕らの視界から消えた。
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    　僕は己おのれの迂う闊かつさを悔やんだ。莉り桜おさんがそういう行動に出るのは、自明だったじゃないか！


    「江え戸ど川がわ、ドアを開けてくれ！　連れ戻す！　十五分──いや、十分だけ待っててくれ！」


    「で、でも、ゾンビもどんどん増えてるよ。このままだと出発できなくなるかも──」


    「いいから、頼む！」


    　慌ててバスを降りようとする僕。だけど──、


    「助けに行くことないじゃん！」「そうそう、アイツ、わたしたち、みんな殺そうとしてたんでしょ」「ねー、どのツラ下げて私たちと一緒に逃げようっていうわけ？」


    　バス中から、抗議の声が、上がった。目眩めまいを感じ、ついで吐き気がやって来た。


    　さっきまで──ほんのちょっと前まで──みんなで生き残るために力を合わせていたのに、もう、これだった。こうなってしまうから──こうなってしまうから、莉桜さんは、莉桜さんは、おまえらを帰したくなかったんだ──僕は教室になんか帰りたくなかったんだ──僕らは、僕らゾンビ者は、ゾンビを望んで望んで望んで仕方がないんだ!!


    「ふざけんな!!　都合良すぎるだろ、おまえら!!」


    　思わず、僕は叫んでいた。


    「昨日まで莉桜さんに万歳万歳言ってたのは誰だれだよ！　古ふる内うちを死刑にしろって言ってたのは誰だよ!!　酷ひどすぎだろう、おまえら！　クラスメイトだろ！　同じ学校の仲間だろ!!」


    「仲間じゃねえよ、あんなヤツ！」「安あん東どうさんが行くことないっすよー！」


    　そうして、莉桜様万歳の次は古内様万歳か？　それとも、僕か？　冗談じゃない!!


    　──なんで、莉桜さんを庇うか？　同類だからだよ、僕が！　莉桜さんと!!


    「古内、出してくれ。僕はこのバスには乗れない」


    「お、おい、いきなりどうしたんだよ！」


    「僕だって、同じことをしたッ!!　江戸川！　小こ伏ぶせ！　いずな！　僕はおまえらに酷ひどいことをした！　謝らなきゃいけない！　本当は、こんなところ来なくてよかったんだ！　あの山小屋にいればずっと安全だった。なのに僕は、ゾンビが来ないと自分がいいカッコできないからって、わざわざゾンビがいっぱいなここに三人を連れてきたんだ！　もう少しで三人を殺すところだったんだ！　僕だって、僕だって、委員長の同類だ!!　ごめん!!」


    　バスがしんとなった。僕は続けて叫んだ。


    「でも、これだけは言っておくからな！　僕は三人をピンチにしてばっかりだったけど、莉桜さんはこんな僕の百億倍有能だったんだぞ！　莉桜さんがいなけりゃ、おまえら全員今いま頃ごろゾンビになってたよ！　もっと前にモールはゾンビで溢あふれてたよ！　あの人がどれだけ、みんなをゾンビから守るために努力したか、それがどれだけ完かん璧ぺきだったかわかってるだろ！　ゾンビ映画で人間が滅ぶのは、ゾンビが強いからじゃない。疑心や欲で人間が自滅するからなんだよ！


    　莉り桜おさんはそういうおまえらを必死でおさえて、今日まで全員生き残らせたんだ！　いっくら莉桜さんを罵ののしってもいいけどな、それができる命があるのは、莉桜さんのおかげだからな！　それだけは忘れんなよ!!　俺たちは全員で生きて帰るんだ！」


    　叫んだ。喉のどが痛くなるほど叫んだ。ゾンビが寄ってくる程の大声で。


    「江え戸ど川がわ、バスを出せ!!　出発しないとマズい!!」


    「丈じよう二じ君はどうするの!?」


    「僕らが乗ってきたトラックがあるだろ！　あれで逃げる！」


    「無理だよ、運転もできないのに！」


    「気合いでなんとかする！　とにかく先に行け！　いいな、生き残れよ!!　またな!!　二学期の教室でな!!」


    　叫んで僕は、近くに捨ててあった鉈なたを引っつかみ、エレベーターに飛び込んだ。


    　後ろは、振り向かなかった。
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    　よくわからない。


    　モールに戻ったのは、死ぬ気だったからか、生きる気だったからか。


    　たぶん生きる気だったと思うけど、それにしては無謀すぎた。


    　本当に、わからなかった。


    　それでも、莉桜さんがどこにいるかは、わかっていた。


    　そうして──莉桜さんも、僕が来ることを、わかっていたみたいだった。嬉うれしかった。


    　守衛室だ。


    『DAWN OF THE DEAD』のラスト、モールに籠ろう城じようした仲間を失い、刻一刻と増えていく屍し者しやに絶望したケン・フォリー演じるピーターは、ヘリで脱出しようとするフラニーと別れ、ここに閉じこもって、自分の頭に拳けん銃じゆうをあてがう。


    　映画との違いは──莉桜さんの拳銃が、扉を開けた僕に向けられていたという点だった。


    「──帰ろう、莉桜さん──終わったんだよ」


    「あら、てっきり、私と一緒にゾンビになるために残ったんだと思ったわ」


    「それも、考えたんだけどね──やっぱり、ダメだ。僕はゾンビにはなりたくない」


    「どうしてよ！　帰ってどうするの!?　あなたのせいで、みんな生き残ってしまったのよ!?」


    「違うよ──みんなが無事だったのは莉桜さんのおかげだ！　僕は何もしていない！」


    「無事だったってなによ！　帰って、どうするのよ!!　あの教室に戻りたいの!?」


    「違う！　決まってるじゃないか！　映画を観みに行く！　ゾンビ映画をだ!!」


    「ぞ、ゾンビなら、ここにいるじゃない！　ここでゾンビになればいいじゃない！」


    「違う！　ゾンビになったら、ゾンビ映画は観みられない！」


    　僕は叫ぶ。そうなのだ──僕は、やっぱりゾンビよりゾンビ映画が、好きなのだ。


    「ここにいる時、何本か、ケータイでゾンビ映画を見たんだ。金髪巨乳のバカ女が殺されるシーンがあんまり楽しくなかった。いつもなら、いずなのことを投影してニヤニヤできるのに。それでわかったんだ、教室での鬱うつ屈くつがあるから映画も楽しいんだって。教室が戻ってくる？　かまわない！　そのぶんゾンビ映画が楽しくなる。寿す司しのワサビ、食事の前の運動と同じだ!!」


    「そんなの噓うそよ！　いつか耐えきれなくなるわ、あの子みたいに！」


    「──一緒にするな！　勝手にその子を僕に投影しないでくれ！　僕は絶対に自殺なんかしない！　僕にはゾンビ映画がある!!」


    「バ、バカじゃないの──!?」


    「バカなもんか。僕だって莉り桜おさんだって、こんなに辛つらいのに生きてる。何な故ぜだ!?　ゾンビ映画のファンだったからだろ！　莉桜さんが、その子の死に責任を感じているのはわかる。けど、悪いのは、その子を無視したからじゃない。その子に、ゾンビ映画の楽しさをちゃんと教えてあげればよかったんだよ!!　そしたら、そしたら、なんとかなったかもしれない!!」


    「あなたに何がわかるのよ！」


    「わからない!!　噓かもしれない。耐えきれなくなる日も来るかもしれない。十七歳童貞はなんとかなっても三十歳童貞だと相当死にたくなると思う。ゾンビの力だけでどうにかなるか未知数だ。だけど、これだけは言える。このモールの映画館もＤＶＤコーナーも莉桜さんが潰つぶしてしまった！　だからこの島じゃゾンビ映画は観れない。ゲームもマンガもアニメもだ。そんな島はいやだ。だから、莉桜さん、戻ろう。帰ろう。そしてゾンビ映画を観に行こう。せっかくの夏休みだ。快晴の天気を全力でブッちぎって日の沈むまで眠った後、レイトショーを観に行く！　楽しいだろ！」


    「何なのよ、いきなり！　デートの誘い!?」


    「──え、あ、いや、ちがう、そうじゃなくて──」


    「結局、あなたにとってのゾンビ映画は現実逃避の手段にすぎなかったってことでしょう？　妄想の中では何でもできるくせに、いざ、ゾンビが現実になったら怖おじ気けづく──そんな人間と私を一緒にしないで！」


    「同じだろ!!　莉桜さんだって結局、全員助けてるじゃないか！　殺す気なんかなかったんだよ！　莉桜さんは、本当は、みんなを守りたいだけだったんだ！」


    「そんなことない！　私に近づかないで！　それ以上近づくなら、あなたを撃ち殺して私の覚悟を証明してあげる!!」


    「撃って見せろ！　莉桜さんの計画をダメにした僕を!!」


    　僕はずいっと近づいた。顔の前には、拳けん銃じゆう。硝煙の匂においさえかげそうな近距離だ。


    「本当にみんなを殺す気だったら、せめて僕一人ぐらい殺せるはずだ。莉り桜おさんが本当に僕なんかと違う人間なら、殺せるはずだ。莉桜さんが気にする必要はない、前に言ってくれたろ、死にたいんだろうって！　その通りだ！　ゾンビ映画があるから生きていける。でも、ゾンビ映画がなくちゃ生きていけない程度には死にたい！　莉桜さんに殺されて終わるなら最高だ!!」


    　半分本音で半分強がりだった。


    　莉桜さんの言うことは絶対に正しい。真実だ。そんなこと僕だってわかる。


    　どうせ三か月もすれば、この島のことなんてみんな忘れて、もとの教室が戻ってくる。


    　どうせ、僕は一生、ボンクラで根ね暗くらで童貞のまま魔法使いになったりするのだ。


    　最悪だ。ファック。シット。燃えてしまえ、こんな世界。地球爆発しろ。ゾンビれ。


    　だけど、どうせ世界は終わらない。終わってくれない。


    　こんなにゾンビがいっぱいでも終わらないのだ。きっと永遠に続いていくのだろう。


    　終わらせたいなら自分が死ぬしかない。


    　銃口。目の前に銃口。地獄に続く穴／地獄からの出口。


    　死ねば地獄行きだが、生きていても地獄だ。


    　死にたくもないが、生きていたくもなかった。


    　生きていたくもないが、死にたくもなかった。


    　つまり生きたかった／つまり死にたかった。


    　どうしたらいいかわからなかった。誰だれかに決めて欲しかった。


    　莉桜さんが決めてくれるなら最高だった。


    「さあ、どうした、城しろヶが根ね莉桜、ここで撃たなきゃ、おまえなんか、ただの臆おく病びよう者だッ！　僕の同類だッ!!　口先だけの根暗女だッ!!　厨二病こじらせただけのイタい電波女だ！　どうした、それでいいのか!?　こんな僕なんかと同類でいいのかッ!?　一生ボンクラのまま過ごすのかッ!?　そんなのイヤだろ、なら撃て!!　撃てなかったら、僕の同類だ。一緒に映画だ。デートだな、確かにデートだ！　僕なんかとデートだなんて絶対笑われるぞ、嫌だろう、僕が莉桜さんなら嫌だ！　嫌なら撃て、撃つしかない！　セイフティは外したな!?　利き腕を伸ばせ！　左手で支えろ！　きっちりグリップ握れ！　僕の目を見ろ！　照門に照星を合わせろ！　そうだ、後は引き金を引くだけだ、それで終わりだ、全部丸く収まる。僕もハッピーおまえもハッピー！　さあ、引けッ！　撃て！　撃てェッ!!」


    



    　　　──っ。


    



    　──。


    　──音。


    　乾いた音が、した。


    　軽快な、破は裂れつ音おんだった。


    　城しろヶが根ね莉り桜おは引き金を引いた。


    　銃声、だ。


    　手にした拳けん銃じゆうから、弾丸が発射された音だ。


    　音だ──と、僕は、それを認識していた。


    　つまり──、僕の脳は、無事だってことだった。


    　その銃口は──僕ではなく、まっすぐ、天井へと向けられていて──。


    　煙が、小さく上っていた。


    「なんだよ──結局、撃てないじゃんか──、ヘタレ」


    「バカッ！　バカァッ！」


    「本当はみんなを殺す気なんか、なかったんだ。殺せなかったんだ、そうだろ、莉桜さん？」


    　莉桜さんがへたり込む。


    「──ええ、そうよ──どうせ、私はあなたの同類よ！　臆病者でッ、口先だけの、根ね暗くら女よ!!　うわああああああああああっ！」


    　顔を上げ、口を開けて泣いた。


    　大粒の涙が、その目から、とめどなくこぼれ落ちた。


    「だったら、約束守ってもらうぞ、莉桜さん──、逃げて、帰って、映画を観みに行くんだ。オールナイトだ。朝まで寝れないぞ！」


    　そして、その手を取って──。


    



    
      †

    


    



    　扉を開ければ、


    「あ、話、終わった？　じゃあ早く逃げよう！」と江え戸ど川がわが言った。


    「銃声が聞こえてきたんでヒヤヒヤしました」と鈴すずが言った。


    「ほら、アンタたちも戦いなさい！　どんどん来るわよ！」といずなが言った。


    　どうやら、僕らが長すぎる会話をしている間、扉を防衛していてくれたらしかった。


    「おまえら、どうして──」「あ、あなたたち──、なんで」


    　莉桜さんと二人、茫ぼう然ぜんとなるしかない。


    「経験もないのに、車の運転は無理だよ。バスは古ふる内うち君にまかせた」と江戸川が言った。


    「鈴は、恩返しです。莉桜さんへの」


    「バ、バカじゃないの？　私は、あなたを──」


    「でも、セミナーハウスで鈴のこと助けてくれたじゃないですか──どんな理由でも恩は恩です！」


    　そう鈴すずが言う。


    「ぼくも丈じよう二じ君に助けてもらったからね。置き去りはさみしいよ」と江え戸ど川がわが続けた。


    「それは──」


    「安あん東どう、アンタもアンタよ」と、いずな。


    　──僕？


    「あんな言い方じゃ、アタシたち三人をここに連れてきたから自分も死にます、みたいじゃない。正直、ああいう風に言って行かれたら後味悪いわよ！　もう少し考えてよね！」


    「す、すまん！」


    「江戸川君のバリケードがなけりゃ、みんなゾンビにやられてたかもしれない。鈴がいなけりゃ、なんか間違った薬飲んで死んでたかもしれない。アンタがいなけりゃ、本当にこの性悪女の計略通りみんなゾンビになってたかもしれない。それをアンタが救ったのよ。だから結果オーライでしょ」


    「で、でも、それでおまえが酷ひどい目に遭あって──」


    「だから一番、迷惑かけられたこのアタシが許してあげるっつってんの！　許されなさい!!」


    「わ、わかった！」どんな命令だ、それは──。


    「それとね、城しろヶが根ね莉り桜お！　なんだかアンタ、アタシのことさんざっぱら罵ののしってくれたみたいだけど、一応、これでも恩を感じる心ぐらいはあるわけ！　だから、ちゃんとこうして安東を助けにきたってわけ！　わかった!?　わかったなら訂正して！」


    「え、ええ──」と莉桜さんは言い、「ご、ごめんなさい──訂正する──」と謝った。


    「よろしい！　ひとまずそれで満足よ！」といずな。


    　あー、なんだか、うまい具合にまとまってきたし──、


    「よし、あとはみんなで生き残るだけだ！」


    　僕は叫んだ。


    　──もちろん、それが簡単にできれば、苦労はないのである。


    　ゾンビたちが押し寄せてくる。廊下はゾンビで一杯だ。どう控え目に見てももうダメ。


    　このまま一階まで降りるなんてどう考えても無理そうだった。


    　進退窮きわまって──結局僕らは守衛室に追い詰められてしまう。


    　──くそ。このままゾンビになるのか。嚙かまれて死ぬのか。内臓を貪むさぼり食われるのか。


    　せっかく莉桜さんが生きる決意をしてくれたのに。映画に行く約束してくれたのに。


    　──江戸川も、鈴も、そしていずなも、助けに来てくれたのに！


    　ゾンビになる？　みんなで──？


    　いやだ──それは痛そうだ。やっぱり怖い、ゾンビになるのが幸せとか言っていたけど、やっぱり怖い。怖い怖い怖い。やりたいことはいっぱいある。童貞のまま死にたくない。観みたいゾンビ映画だってまだまだいっぱいある。ロメロより先に死ぬなんてまっぴらだッ!!


    　だから──だから、だから──、


    



    「ルミ姉ねええええええっ!!　たぁあすけてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」


    



    　──絶叫が狭い廊下を抜け、僕の泣き言がモールへと迸ほとばしった。


    　それはもう、あれです。小さい頃ころからの習性。人間の本能というものです。


    　発作的にお母さんの名前を呼んでしまうようなものです。


    　昔々から何かある度たびに叫んでいたので、もう、どうしようもないのです。


    　だから──。


    　返事が来ることなんて、まったく期待していなかったわけで。


    



    「おおおおおおおおおおう、待たせたなああああああああああああああああああああああ!!」


    



    　──どこからか、その声が響いた時、「いや噓うそだろ!!」と僕自身が叫んでいた。


    「ま、まさか──」「こ、この声──」と本気ルミ姉経験済みのいずなと鈴すずが驚き──、


    「何なのよ」「何なの」と本気ルミ姉未経験の莉り桜おさんと江え戸ど川がわが戸惑う。
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    　そして次の瞬間ッ!!


    



    　────────ッ!!


    



    　極彩色の騒音の洪水が、突然に僕らの鼓こ膜まくに叩たたき込まれた。


    　まるで突然モール内に首都高速道路と新幹線と飛行場がまとめて開通したような。


    　ジェットエンジンが耳の側そばで鳴ったかのような凄すさまじい音で、目の前にゾンビがいてなお、僕らが武器を取り落として耳を塞ふさいでしまった程──そして何より。


    　そして何より──聴覚に敏感なゾンビたちが一斉に後ろを振り向いて──、


    「ぞ、ゾンビたちが──離れていく──？」と莉り桜おさんが茫ぼう然ぜんと言い。


    「──そんな──アホな──」と僕は言う。


    　だけど──騒音にかき消され、莉桜さんの耳に届いたかはわからない。


    　それは──唸うなりを上げる機械のエンジン音だった。


    　それは──空気が爆発したような排気音だった。


    　それは──鋭利なナイフの群れのようなクラクションの音だった。


    　それは──パラリラパラリラという聞くだけで偏差値が下がりそうなラッパだった。


    　そして何より──、


    「アタシの可愛かわいい生徒たちをよくもビビらしてくれたな、シャバ僧どもおおおおおお!!」


    　北きた崎さき高校二年三組担任、佐さ武たけ来くる実みの響き渡る絶叫であった。


    



    
      †

    


    



    「何なのよ、これ──」三階から一階を見下ろして、莉桜さんが茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。「佐武先生？」


    「あー、うん、高校時代に、戻っているけど──」と僕は応こたえた。


    　フロアの中央、


    「オラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラ!!」


    　──と気合いの入りきった絶叫を響かせているのは、日の丸ハチマキ。豊かな胸にサラシを巻いて、纏まとうは純白の特攻服、背中には「走死走愛」、ポニーテールが踊り、右手の木刀が唸うなり、左手のチェーンソーが唸る、覇ぱ螺ら児じの駆く屢る魅み、その人である。


    「アンタ、チェーンソーは禁止だって」といずな。


    「──それは人間限定」と僕。


    　それはまさに赤い竜巻であった。爆音に吸い寄せられるように集まるゾンビたちが、次々に切り刻まれていく。それこそまるでミキサーにかけられた野菜のように。


    「な、なんで、こんなに、いっぱい──」「す、すごいや、こんな人たち、まだ──」


    　そして──鈴すずと江え戸ど川がわが茫ぼう然ぜんと呟つぶやいたように。


    　真に驚くべきは、駆けつけたのは、ルミ姉ねえ一人ではなかったのである。


    　実用性をまったく無視した巨大なカウルやシートを装着したシャチホコのようなバイク──族車たちがフロアを駆け巡っている。乗っているのはいずれも特攻服姿。パンチパーマとか長さ三十センチはあろうリーゼントとか、コテコテのヤンキースタイル。マスクをした女子──レディースたちまでいる。ゾンビ映画の世界と昭和の週刊漫画誌の世界が時空振動弾によって接着されてしまったごとき光景であった。


    「な、なんなの、あの人たち」といずな。僕もわからん。


    「す、すごい、今時、こんな骨こつ董とう品が！」と感動する江戸川。そこがポイントか。


    「隔離された離島の生態系って、進化に取り残された種が結構生き残ってたりしますよね」


    　──なるほど、そういうことなのかねぇ──と鈴の説明に思わず頷うなずく。


    　とにかく、ルミ姉が縦横無尽にゾンビ無双する傍かたわらで、そいつらもまた大変元気に暴れ回っていた。族車がゾンビたちを撥はね飛ばし踏みつぶし、あるいは引きずりまわす。釘くぎバットや鉄パイプが振り下ろされる。チェーンが、投げナイフが、ヨーヨーが、ビー玉が、折り鶴づるが飛び、次々にゾンビの頭ず蓋がいが打ち砕かれていく。


    　あまりにも凄せい惨さんかつ無惨かつ時代錯誤かつ世紀末かつ頭の悪い光景に「──いやあ、私のゾンビがぁ──！」と莉り桜おさんが卒倒しそうになるのを僕は慌てて支えた。
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    「──なんなのよ、一体、なんなのよ──」と莉り桜おさん。


    　僕もまったく同感であるのだが──、


    「まあ、暴走族が来て、モールが終わるっていうのも、お約束──じゃないかな」


    「でも──こんな暴走族は嫌いや──」


    　おっしゃる通りです。


    　そうして、迷彩服の自衛隊が店内に到着した頃ころには、店内のゾンビはルミ姉ねえたちによってあらかた殲せん滅めつされていたのであった。


    



    　なお、僕らは、屋上へと着陸した自衛隊のヘリによって救助され、古ふる内うちたちのバスよりも早く、避難民の救助に寄港した護衛艦へと到着したことを、付記しておく。


    　やっぱり、モールからの脱出はバスじゃなくてヘリに限るよ！

  



  
     エピローグ


    



    「安あん東どう君、あのね──私も、初めてなの」


    「──本当に!?」


    「な、なによ、──そ、そんなに驚くようなこと？」


    「いや──、その、いろいろ、だって、いろいろ教えて貰もらおうかと、思っていたから──」


    　午前零時をすでに回ったというのに、眠る気配も見せない大都会。


    　そうか、莉り桜おさんも緊張気味だと思ったら。そりゃ、そうだよな。一生に一度だもんな。


    「なんだか、初めてって思うと、緊張するわね──」


    「ああ──、そうだね──でも、嬉うれしいな、初めてが、莉桜さんと一緒なんて──」


    「──バカ」


    　お互いに思うところは同じはず。


    　僕と莉桜さんは、そんな感慨に身を委ゆだねていたのだが。


    「何やってんのよ、アンタたち、さっさと入るわよ」


    　──金髪巨乳のバカ女の声で、せっかくの感慨も台無しである。


    「先いくね」「いきますね」


    　と──、江え戸ど川がわと鈴すずも、建物へ、映画館へと入っていく。


    　ええい、まったく。


    「とにかく、行きましょう、安東君、スクリーンの初『DAWN』よ」


    「ああ、『NIGHT』と『DAY』もだ！」


    　言って僕らも小さな映画館へ足を踏み入れる。


    　古今東西の映画がセルやレンタルでホイホイ自宅で観みられるようになって以降、どんな名画であっても──というかそれが歴史的な傑作であればあるほど、


    　案外、ちゃんとスクリーンで観みたことのある人は少ないんじゃなかろうか。


    　かく言う僕も、なんだかんだ言って『DAWN OF THE DEAD』をちゃんとスクリーンで観るのはこれが初めてなのである。けど、僕より、よっぽど気合いの入ったゾンビ者であろう、莉桜さんまで一緒とは感激だなぁ、嬉しいなあ。


    　たばこ臭い待合室にはすでにルミ姉ねえと古ふる内うちの姿があった。


    「センセ、ビール奢おごってくださいよ、センセ」


    「バカ、おまえ、まだ、未成年じゃねぇか」


    「いやもう二十歳っす」


    「あ、そうだっけ」


    　ちげーよ。いくら留年組だって、生徒の年齢忘れんなよ。


    



    　事件は終わった。


    　ゾンビハザードの起こった日、ビーチで莉り桜おさんたちをバスに乗せた後、ルミ姉ねえは、すっかり現役時代の勘を取り戻して、人命救助に奮闘。途中で助けた地元の暴走族の面々を仲間にし、ゾンビたちと戦いながら、生存者を捜したり、自衛隊の救助を要請したり（花火を打ち上げたのも彼らの仲間であるそうな）する中、事件を起こしたのが島の製薬会社である（やっぱりかよ）と知り、全員で会社施設に突入。戦って見事悪人たちを成敗。事件を解決した翌朝、すっかり電波状況も改善した島を港に向けて凱がい旋せんする途中、古ふる内うちの運転するバスと出会い、僕らの救出にきてくれたそうである。


    　そうして、僕らは無事、帰還した。


    　一連の事件は、火山からの致死性の有毒ガスによるものとして片付けられてしまった。


    　ゾンビうんぬんもまたガスの成分に由来する集団幻覚の一言だ。


    　すがすがしい程の隠いん蔽ぺいっぷりである。


    　──本土はともかく、島の人間はほぼ全滅という僕らの予想に反し、ルミ姉の大活躍のおかげなのだろう、犠牲者は思ったよりも少なくて済んだが、それでも多くの死者、行方不明者を出した事件として、大騒ぎとなった。


    　で、件くだんの外資系製薬会社が事件後間もなく倒産したり、なんだかよくわからない理由で厚生労働大臣が辞任したり、あとルミ姉が一週間程、唐突にアメリカに渡ったり──と、まあ、いろいろと陰謀論を展開したくなるような出来事はいっぱいあるのだけど──、


    「ま、とにかく全部片付いた。へーき、へーき」


    　というルミ姉の言葉を信じたいと思う。一般的に言ってゾンビハザードから生還した後に一番怖いのは、政府機関による口封じであるが、そのへんについては、「テツのやつにナシつけてきたからな」とのことである。そのテツというのが誰だれだか知らないが、確か防衛大臣がそんな名前だった気がする。まあ信用できるだろう。ルミ姉に不可能はない。


    　で、ま、──僕らも、いろいろ検査のために一週間ほど隔離されたり、マスコミ取材から逃げたり、親に泣かれたり──と、それはそれはいろいろあって、ほとぼりが冷めた頃ころには、もう夏休みも終わりかけていた。


    　そうしてようやく──莉桜さんとの約束を果たせる日が来たのである。


    　ゾンビ映画祭りは終わってしまっていたが、さすがに夏だけあって、ホラー系のレイトショーが近場でいくつか企画されていた。本日は、そんな企画の中のゾンビ映画特集日。


    　上映されるのは『NIGHT』『DAWN』『DAY』のゾンビトリロジーである。


    　もちろん、原作！　だからゾンビは走らない！


    　そんな映画を莉桜さんと──と思ってたのに──！


    　せっかく二人きりになれると思ったら、何な故ぜか古内潮うしおが丹たん咲ざきいずなを連れてくるし、ルミ姉ねえまでついてくるし、そしたらじゃあせっかくだし、江え戸ど川がわ君と小こ伏ぶせさんも、なんて話になってこの大所帯である。まあ、いいのだ。


    　映画が始まれば所しよ詮せん、孤独。その間だけは、誰だれにも邪魔されない時間なのだから。


    



    　ブザーが鳴る。上映開始まであと五分。


    「あ、先行っててくれる？　アタシ、もう一杯ビール買ってくる」


    「俺おれもコーラ買お」


    　──もう飲んだのかよ、途中でトイレ行きたくなってもしらねーからな。


    「鈴すず、楽しみです──。内臓描写のお手並み、拝見させて頂きます」と鈴。


    　いやー、医学的な正確さは期待しない方がいいと思うよ。


    「ゲームでは知ってても、映画は観みたことなかったよ」と江戸川。


    　そうなんだよなあ、もっと映画に触れる同志が増えて欲しいものだよ。


    　そんな風にして、場内が暗くなっていく。


    「──、うう──、暗くなってきた──」


    　何故か僕の左隣にはいずなが座って震ふるえている。


    　映画が始まる前からこの怯おびえようである。


    　そんなに怖いなら来なきゃいいのに、何しに来やがったんだ、こいつは。


    　だいたい、なんで僕の隣になんか座るんだ。古ふる内うちの横にでもいけばいいのにさ。


    　いや、そんなことはどうでもいい。何な故ぜって──。


    「さ、始まるわよ」


    　莉り桜おさんが言い、僕は頷うなずく。


    　静かに幕が開き、闇やみの中に、真っ白なスクリーンがぼんやりと浮かび上がる。


    



    　明日からは、また、学校が始まる。


    　僕らは、あの教室に戻る。日常が、戻ってくる。


    　──きっと、たぶん、莉桜さんの言った通りになるのだろう。


    　それでも、いいと思う。だって、僕には帰れる場所がある。莉桜さんにも。


    　僕には映画館の暗闇がある。ゾンビ映画がある。


    　──それさえあれば、きっとこれからも、生きていける。


    



    　僕はもう、ゾンビハザードを望まない。


    　映画館の中のゾンビたちさえいれば、僕は、もう十分だ。


    



    
      （了）
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    "The Zombie Survival Guide: Complete Protection from the Living Dead"　Max Brooks,Three Rivers Press


    『ゾンビ映画大事典』伊東美和・洋泉社


    『ゾンビ・サーガ　ジョージ・Ａ・ロメロの黙示録』野原祐吉・ＡＢＣ出版


    『菊地秀行の魔界シネマ館』菊地秀行・朝日ソノラマ


    『ゾンビ大事典　ＶＳゾンビ生存マニュアル』笠倉出版社


    『ゾンビ解体新書　ゾンビハザード究極マニュアル』笠倉出版社

  



  
    大樹連司


    Renji Ohki


    



    １９８２年生まれ。茨城県出身。ガガガ文庫既刊に『ほうかごのロケッティア School escape velocity』『ぼくらの～ alternative ～』①～⑤（原作：鬼頭莫宏）『スマガ』①～③（原作：ニトロプラス）がある。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    オブザデッド・マニアックス


    



    ２０１１年12月１日　電子書籍版発行


    著　者　大樹連司


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　星野博規


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１１年６月22日　初版第１刷発行


    



    ⒸRENJI OHKI 2011　ISBN978-4-09-451277-9


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/0013_01.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		Start



		第一章　これはゾンビですか？



		第二章　アイアムアヒーロー



		第三章　LEFT 4 DEAD



		第四章　THE HOUSE OF THE DEAD



		第五章　デッドライジング



		第六章　屍者の帝国



		第七章　バイオハザード



		第八章　HIGHSCHOOL OF THE DEAD



		第九章　高慢と偏見とゾンビ



		第十章　DAWN OF THE DEAD



		エピローグ











OEBPS/Images/0002-0005_01.png





OEBPS/Images/000a.png





OEBPS/Images/0099_01.png





OEBPS/Images/s_edaku.png
Y





OEBPS/Images/0143_01.png





OEBPS/Images/0001_01.png
./Awﬂw7v (X
AN

N 45

SSINKESAIEOT





OEBPS/Images/0009_01.png
KOS NNK SFIE

ﬁﬂ%% [nRDwns] S _mwawmm.#?&:@vae ....................................................
2 E° )
=5, SO QLS O —" G
BOBRITE oorseal 0 U LPER 2 RO
HLY®
LR AL | [Ronnmn] NN RE R DA
ANKUSDRQS$5°
L
ﬂ%l\w"ﬂa/& (8235 58] s e .....
S A R R
+n.w mzasa.sbﬁ S TA2A0 L oD A0 M O R S gl ceeerennnnntttn o
T
ﬂ_nlmmnm (022 R050] AINK T Q 5 A0 R e ctererersrtererneetesessesesssessbennsenes

£22 4B Ly AVXPERLS K

= B





OEBPS/Images/0191_01.png





OEBPS/Images/0301_01.png





OEBPS/Images/0045_01.png





OEBPS/Images/0247_01.png





OEBPS/Images/0065_01.png





OEBPS/Images/0006-0008_01.png





OEBPS/Images/0135_01.png





OEBPS/Images/0297_01.png





